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発刊にあたり

国指定史跡中沢浜貝塚の範囲確認調査は、本年度で第 3年次となりま

した。これまで貝塚の丘陵南北の両斜面に、縄文時代の前期中葉～晩期

中葉頃の濃厚な貝層が保存状態も良く分布することなどが確認され、か

なり以前から漁榜生活が盛んに営まれていたことが明らかにされており

ます。

中沢浜貝塚には、まだまだ貝塚を営んだ人々の貴重な資料が豊富に砂

中深く埋もれている可能性があり、それらは今後の調査・研究が進むに

つれ、次々と解明されて新たな発見を私達に提供してくれることと思い

ます。

このように、貝塚は先人の築いた漁榜文化を知るうえで貴重な宝庫で

あり、これらを保存し後世に伝え、更に当市の教育文化の発展に活用さ

れることが大いに期待されております。

本書は昭和61年度第 3年次中沢浜貝塚調査の成果をとりまとめたもの

でありますが、より一層貝塚の内容等について、地域の方々のご協力、

ご理解いただくことを願うとともに、研究者の方々にもご活用いただき、

ひいては文化財保護思想の普及啓蒙 にお役に立てれば幸いです。

この調査に際しましては、常にご指導、ご協力をいただいている県教

育委員会文化課と土地所有者、耕作者の方々並びに作業に従事して下さ

った多くの方 、々 また学問的見地からご教示を賜りました関係者各位に

対し、深く感謝申し上げます。

昭和62年 3月31日

陸前高田市教育委員会

教育長大澤太郎



例 言

1. 本書は国庫及び県費補助を受け、岩手県陸前高田市広田町字中沢浜に所在する国指定史跡

中沢浜貝塚の第 3年次遺跡範囲確認調査の成果をまとめたものである。また、本書では出土

資料に関しての鑑定結果等を収録している。

2. 調査は初年度より陸前高田市教育委員会が主体となり、陸前高田市教育委員会社会教育課

が担当している。なお、調査期間、調査体制は次のとおりである。

調査期間 昭和61年6月11日-10月 1日

団 長陸前高田市教育委員会教育長大澤太郎

総 括陸前高田市教育委員会社会教育課長菅原昭雄

事務局陸前高田市教育委員会社会教育課長補佐佐々木徹朗

調査員陸前高田市教育委員会社会教育課戦員佐藤正彦、蒲生琢磨

調査補助員 吉田テイ子、佐藤トモ子、吉田秋恵、藤井雪子、村上恵子、臼井勇一、

久保和士（名古屋大学学生）、熊谷賢（東北学院大学学生）

整理補助員 金君子、畑山園枝、伊藤けい子、荻原幸子、戸羽香久子、伊藤祥子、小泉仁子

3. 調査及び整理に際しては、次の方々のご指導、ご助言を賜った。 （順不同）

岩手県教育委員会文化課 相原康二氏 札幌医科大学助教授 百々幸雄氏

岩手県立広田水産高等学校教諭遠藤勝博氏 名古屋大学助教授 渡辺誠氏

国立歴史民俗博物館助教授 西本豊弘氏 佐藤地質工学研究所 佐藤二郎氏

岩手県立博物館専門学芸員 小田野哲憲氏熊谷常正氏

4. 石器等の石材鑑定は佐藤地質工学研究所佐藤二郎氏にお願いした。

5. 鉄製釣針のソフティクス写真及び実測図は名古屋大学助教授渡辺誠氏、同大学学生久保和

士氏のご協力をいただいた。

6. 動物遺存体の種同定は国立歴史民俗博物館助教授西本豊弘氏、東京大学学生新美倫子氏の

ご指導を賜り、整理及び一覧表の作成等に際しては東北学院大学学生熊谷賢氏、東北大学学

生高橋一成氏の両名に手伝っていただいた。

7. 土色は「新版標準土色帖」 （小山・竹原・ 1973)に従っている。

8. 本文の出土資料、まとめ等を佐藤が、調査の成果等を蒲生が分担執筆し、佐藤が編集した。

なお、弥生土器に関しては岩手県立博物館専門学芸員小田野哲憲氏にご教示をいただいた。

9. 鑑定結果等について収録したものは次のとおりである。

百々幸雄 ・石田頭「中沢浜貝塚出土人骨」

10. 動物遺存体などの計測値表、遺物写真等は、紙面の都合上大部分割愛した。
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I、はじめに

本調査は、国指定史跡中沢浜貝塚の保存管理計画策定を目的として行なわれている遺跡範囲

確認調査である。昭和59年度調査を初年度とする 5ケ年計画の継続事業で、本年度は第 3年次

にあたる。調査費は、国庫及び県費補助を受け 300万円である。

既に、 2件の事前の緊急発掘調査を含めた第 1年次、第 2年次調査が終了し、調査の成果は、

「中沢浜貝塚発掘調査概報 I」（昭和59年度）、「同II」（昭和60年度）として報告されている。

これらの調査では、主に中沢浜貝塚の北東側を中心とした丘陵部及び明治末期以降野中完一、

小田島禄郎らの調査によ って、人骨などの出土地点として知られる南側斜面部の最南端が対象

に行なわれ、その結果、北東側では縄文前期中葉～中期末頃の、南端斜面においては晩期中葉

頃の貝層の分布及び形成状態などが判明し、更に晩期中葉頃の貝層下からは、同時期の墓域を

裏付ける埋葬甕棺2個体のはか、埋葬犬などが伴出することが知られた。

しかしながら、中沢浜貝塚の丘陵部緩斜面部の大半は宅地化が進み削平 ・盛土などが著し く、

また厚い砂層が堆積するなどの現況にあり、貝層などの分布範囲・規模及び遺構などは、まだ

明確には知られていない。

今回の調査では、これらの成果を踏まえ、晩期中葉頃の貝層などの分布が予想される南側斜

面部の東側下位から上位にかけての未調査区を対象とし、貝殻などの遺物の散布状況などから

宅地化の及んでいない畑地に残存範囲を想定し、発掘区を選定した。

グリッド設定及び調査の方法に関しては、 第 2年次調査に準じて行い、グリッド名は、この

範囲確認調査の便宜上作成した大設定図に従い、南北方向はアルファベットで、東西方向はア

ラビア数字で表わした。また、 調査方法は、グリ ッド発掘及び検土杖とハ ンドオーガーを併用

したボーリング調査によった。

ボーリング調査の実施にあたっては、 自然痩水などのため調査を中断した発掘区の下層の堆

積状態等を把握するために行い、サ ンプリング土層と して得られた観察結果は、各区の基本層

序として模式的に柱状図に示した。

貝層などの分布が確認された発掘区においては、精査時点での最終的な拡がり状況などを図

示し、貝層サンプリング及び伴出した人工遺物、自然遺物に関しては、調査の目的から出土状

況などを記録したうえで抽出し、形成時期などの資料に供した。

遺物包含層中からの出土遺物に関しては、各区の包含層の拡がり、 層の対応関係などを把握

しながら、出土状況に応じて記録し取り上げた。
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出土遺物、伴出遺物には、土器、土製品、石器、骨角牙製品、貝製品、鉄製品のほか、動物

遺存体などがあり、これらの報告に際しては、各区の調査状況の中で記述している。また、外

部に依頼した出土資料等の鑑定結果についても収録している。

この範囲確認調査は、昭和61年 6月11日に始まり、昭和61年10月 1日で終了している。この

期間途中、 7月2日から11月11日まで、上水道本管工事に伴う緊急発掘調査及び給水管工事に

伴う立会い調査が行なわれているが、これらの調査報告に関しては、ここでは取り扱わず機会

を改めて報告する予定である。

II、調査の成果

中沢浜貝塚の今回の調査によって、主に貝層、遺物包含層の分布が明らかにされた。貝層か

ら伴出した遺物には、縄文前期中葉、中期中葉～晩期中葉があり、包含層からは、前期前葉～

晩期末、弥生時代の遺物が出土することが判明した。ま た、遺物の内容や数量も比較

的豊富で、魚• 獣• 鳥骨類、骨角牙製品、石器などが多岐に亘って得られたほか、遺構は検

出されていないが、中には人骨も含まれることが知られた。これらの貝層、遺物包含層以外

にも、出土量は少ないが、縄文土器をはじめ土師器、須恵器などの平安時代のもの、各種石

器、骨角牙製品、鉄製品など各時期に及ぶ遺物が得られた。ここでは、貝層の分布状況と伴

出遺物、遺物包含層の堆積状況と出土遺物などを中心として述べる。またこれらの貝層、包

含層には、南側斜面中位及び上位の貝層、斜面部東側下位の包含層があり、これらの分布位

置から①D20• 30、E30地区、②E40、F40地区に大別して各発掘区の調査状況と成果につい

て述べる。

1. D 20• 30、E30地区

該区は、南側斜面部中位から上位にあたり、地形面の大部分は宅地化している。現存部分の

畑地付近は、土器片、貝殻などの遺物の散布状況が著しく、斜面部上位の畑地南側では、宅地

造成による開削面などの一部に、貝層の露出が見受けられた。このためこれらの畑地に貝層な

どの残存範囲を想定し、 2X2mのグリッドを基本として表土の剥離を行った。

標高約15m-16m地点の斜面部上位の畑地では、表土剥離後、設定区の北西側浅部から混貝

土層が検出されたため、更に東側に拡張し、最終的には 3X3mの2つのグリッドDh29、30区

を設定し、分布状況の確認を行った。

当初Dh29区で検出された混貝土層は、出土遺物も少なく、著しく耕作等の撹乱を受けている
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と思われていたが、精査の結果、東側にゆるやかに傾斜するDh29-30区のほぼ東西4.4ID、南

北2.1IDの範囲で分布が確認され、続いて北壁中央付近で一部検出した土層上に形成されてい

ることなどが判明した。また、傾斜するにつれて混貝土層には、マガキ、ク ボガイなどの完存

貝や、破片が含まれることや、灰 ・破砕貝などがプロ ック状に含まれる部分、魚獣骨類などが

多く含まれる部分などの分層可能な各様の拡がりが伴っていることが明らかにされた。

これらの混貝土層などからは、縄文中期中葉～晩期中葉頃の、下層にあたる北壁付近の土層

からは、中期中葉の遺物が出土し、特に魚獣骨類などの動物遺存体が含まれる部分からは各種

石器、骨角牙製品なども伴出することが知られた。また、Dh29区の北西隅付近からは、人骨片

も得られているが、遺構は検出されていない。

斜面部中位においては、当初Dj37、38区の 2つのグリッドを設定した。標高約12-13m地点

の畑地で、混貝土層などの分布が確認されたDh29、30区のほぼ東側にあたる。付近一帯は、貝

殻などの遺物の散布がみられ、耕作による貝層の破壊が予想されたが、表土剥離時点では貝層の形

成はみられず、この畑地部分の表採遺物などの拡がりは2次堆積によるものであることが判明し

た。またDj37、38区の表土下の堆積層は、砂層が厚く 2m以上に達し、下部にいくにしたがって、

黒色味を帯び東南方向にゆるやかに傾斜することが判明した。貝層は、Dj37区のボーリング調

査によ って、 表土から約3m地点の砂層下に分布することが確認された。この貝層の分布は、

北東側部分の0.5 ID幅の狭小範囲で明らかにされただけにすぎないが、精査の結果、細分層可

能なマグロなどの魚骨類を含む部分 ・混貝土層などを伴いながら、比較的ゆるやかに東南方向

にかけて傾斜することが明 らかにされた。そしてこの保存状態の良好な貝層からは、縄文前期

中葉頃の遺物が伴出することが判明した。貝層上に積層する各砂層からは、出土量は少ないが

縄文土器、土師器などの各時期の土器片が混在する形で出土したほか、各種石器、土錘、鉄製

釣針などの遺物があり、人骨片も出土することなどが知られた。

続いて、 Dj37区で分布が確認された貝層の拡がりを把握するため、南側に 3X3mのグリ ッ

ドを設定し、 Eb37区として表土の剥離を行った。剥離後、西側の表土下50-60cm地点から混貝

土層が検出された。精査の結果、混貝土層は東西 2.4ID、南北 1.8 IDの範囲に分布することが

知られたが、層厚は 1-3 cmでかなり薄く、耕作等による撹乱を受けており、また下層の堆積

状況などか ら、後世の 2次堆積層であることが判明した。この時点からは、主に東側部

分を階段状に掘下げ、砂層下に予想される貝層などの検出に努めたが、 Dj37、38区同様に砂層

が厚く堆積しているため、貝層の分布の確認まで至っていない。ボーリング調査では時期は不

明であるが、表土下3.4 -3. 5 ID地点から、魚骨類などの遺物を比較的多く含む土層が検出さ

れるなどの包含状況が知られた。遺物は、貝殻などの散布する表土及び表土下の混貝土

層などの 2次堆積層からの出土量が多く 、人骨片も含まれているほかは、砂層からの出土量は少
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なく Dj37、38区とほぼ同様の出土状況が知られた。

① Dh29• 30 

a、基本層序 （第 3 図•第 1 表）

Dh29• 30区の東西 4.4ID、南北 2.1IDの範囲で、東側にゆるやかに傾斜する混貝土層と混貝

土層下の土層との分布が判明している。混貝土層には、・ 灰、破砕貝などのブロッ ク状部

分が包含されるほか、多くの遺物が伴っている。特にDh30区においては、魚獣骨類などの動物

遺存体を多く包含しており、分層可能である。第 3図に混貝土層などの分布平面及び断面を図

示し、北壁の層の堆積状態などを中心に述べる。

第 1層ー表土の耕作土である。

第 2 層ー黒褐色砂層lOYR½。 Dh29区の西側では耕作によ っ て消滅する。

第3層ー黒褐色砂層10YR3/1。チヂミボラ・エゾキンチャクガイなどの完存貝などが含まれ

る。 Dh29区の西側では消滅する。

第 3b層ー黒色砂質シルト層10YR2/1。4層の土色よりも幾分濃い。層厚約10cmで、Dh29区

の西側隅部分に堆積する混貝土層直上の層である。アサリ、マガキなどの破砕貝、完存貝を含

- 15.9m 

A
_
i
 

.3b 

E
 0

・g
 

山8"Sl-

□ 土層
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第3図 Dh29• 30区 貝層• 土層の拡がり及びセクション
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み、固くしま っている。下層の混貝土層から人骨片が伴出している。

第4層ー黒色砂質シル ト層lOYR;{。層厚10-22cmの混貝土層上の層で、マガキなどの完存貝

を含む。Dh29区の西側は撹乱を受け消滅する。混貝土層及び混貝土層下の土層を直接覆うが、

Dh30区の混貝土層直上には、動物遺存体及び骨角器、各種石器などの遺物が比較的多く含まれ

る。

第5層ー黒色砂質シルト層10YR2/1。Dh29、30区に分布する混貝土層である。Dh29区の南側

部分では、灰、破砕貝ブロックが包含されるほか、マガキ ・チヂミボラ ・クボガイなどの完存

貝などが含まれている。伴出した遺物には、縄文中期中葉～晩期中葉頃の土器がある。北壁中

央部分ではこの層の分布はみられない。

第6層ー黒褐色シルト層lOYRYi、第 5層混貝土層下の土層である。北壁中央部分に分布する

遺物包含層で、縄文中期中葉頃の土器が出土している。

なお、 Dh29、30区のグ リット内の第5層混貝土層からサ ンプルを採集し、自然遺物などの含

まれる割合について、第 1表に一覧表を付している。 10,000 cc、 12,000 gのサンプルには土

器片、礫、チップ、各種の骨と貝類などが含まれている。骨類については、種、部位の同定を

行っ ているが、 貝類については殻頂部の割合が少なく（貝重量に占める殻口 • 殻頂部を有する

貝の割合は7%である。） 、大部分ば焼けた破砕貝で完存貝も含まれていないため、 貝層を構

成する主体貝種は不明である。

b、出土遺物

※土器 ・ 土製品（第 4 図 • 第 5 図 • 第2表）

少量の土器片と土製円盤 2点が出土した。時期的には、縄文時代中期 ・後期 ・晩期、平安時

代の遺物が出土している。第4図 1-7は中期資料である。出土層位は、混貝土層下の土層 (6

層）よ りの出土であ る。 1 ・ 2 • 6・7は体部資料である。 渦巻文を主モチーフとしているが、

沈線によるもの (1 · 2) と、隆沈線によるもの (6 • 7) がある。 1 • 2は、三条の沈線を

展開させ渦巻文を施文 し 、 6 • 7では、数条の隆沈線を連結させ、連結部に渦巻文を意匠して

いる。3-5は口縁部資料である。 口縁は内反し、口唇部に口縁と平行する一条の沈線 ・隆沈

線を巡らし、口縁部文様帯と区画している。口縁部文様帯には隆沈線により渦巻文が意匠され、

4では口唇部より隆沈線が垂下し、渦巻文と連結している。

第4図8-16・ 第5図32は後期資料である。 8は頸部から体部にかけての資料である。頸部

には、数条の沈線が巡り、沈線間には地文が施文されている。体部には、沈線 ・磨消縄文手法

により文様が意匠される。12-16・第5図32は、口縁部文様帯に、口縁に平行する数条の沈線

と入組文によ って施文する土器群である。
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第 1表ー 1 Dh29• 30 5層 混貝サンプル 節分析集計表

総体積 10,000 cc 総重屈 12,000g (C) 

土器片 チップ 石 骨 魚鱗
ウ ニ

部貝あ（殻り頭） 破砕貝 炭化物 砂 土 1 ... メ砂ッシュ
（棘のみ） 通過（ 土）

lcm5,.. メッシュ(A)g 80 9 I 4 85 5 1321 05 0. 6 34 6 186 5 2 05 

I mmメッシュ (B)g 4 8 2 8 511 66 162 79 I 2 8 1 1 3 334 0 3 4 407 36 10,038 44 

小 計 (A+B)g 85 7 4 2 597 16 294 89 I 7 8 7 35 9 520 5 5 45 407 36 10,038 44 

重負比((A+B)/C)% 0 71 0. 04 4 98 2.46 001 0 07 0 30 4 34 0 05 3 39 83 65 

第 1表ー 2 Dh29• 30 5層 混貝サンプル 動物遺存体集計表

魚 類

種 サ マ ス スズキ科 夕

部
メ グ プリ ズ

の 一 種
マ ダ イ イ カサゴ科の

目贔 キ 類

位
椎椎 歯 方 方 椎上 月．、IJ． 方 舌 即，、

I 
椎 前 歯 舌 月"lj 

区 顎 上 顎
鰊 上 顎

鰊

． 閂 蓋 顎 蓋

層 骨 骨 尽目 骨 骨 骨 骨 ,ra. 自 骨 骨 骨

骨骨 L R L R L R 骨 LIR LIR LIR LIR LIR LIR 骨 LIR LIR LIR L R 

Dh29・301 s 2 7 I 1 1 1 1 1 211 1 I 1 I 1 1 I 2 I 1 I 1 7 I 1 I 1 I 1 1 

第 2表 Dh29• 30 出土土器一覧表

図 版 グリッド ・肘位 器形 文 様 の 特 徴 他 内面悶整他

,l¥4図 1 Dh29 I納 .4Jiil 深鉢 窮 ：縦位縄文 (RL)→多条沈線渦を文＋縦位波状文 ミガキ

2 Dh29 6/eJ 深鉢 尉 縦位縄文 (RL)→多条沈線渦を文 ミガキ

3 Dh29 5 lel 深鉢 口荘 横位隆沈線、ロl!I,横位縄文 (RL) - • 隆沈線 ミガキ

4 Dh29 3blil 深鉢 口端 • 沈線．口頼．縦位縄文 (RL)→渦荘状貼布文 ミtfキ

5 Dh29 6約 深鉢 ロ瑞 ：横位陰沈線、口頸 横位縄文(RL)一隆沈線・渦巻文、胴上• 横位縄文 (LR) ミガキ ・ナデ

6 Dh29 51El 深鉢 胴 ：縦位縄文 CRし） →縦位多姿沈線＋多条沈線渦を文 ミガキ ・ナデ

7 Dh30 6fi'I 深鉢 屈 ：縦位縄文 (RL}→隆沈船 ナデ

8 Dh29 þÿ�1\d 函 胴J:.横位 ・縦位縄文 (LR)→横位平行沈線＋区画沈線文→磨1l'l縄文 ミガキ ・ナデ

9 Dh30 3冠 深鉢 口印 横位平行沈線→刻目 ミガキ

10 Dh30 31i'l 深鉢 口瑞 亥11目、口頸 ：平行沈線＋入紐文？→刻目 雑なミガキ ・ナデ

11 Dh29 1納 深鉢 頸 ：横位平行沈線→刻目 ミガキ

12 Dh30 51/l 蛋 ？ 粗 横位縄文 (LR)→区画沈絞文＋平行沈線？→刻目＋瘤状小突起一磨消縄文 ナデ

13 Oh29 I榊 深鉢 口頼 ・11;位縄文 (LR)→人紐文 雑なミガキ

14 Dh29 6/i'l 深鉢 頸：縦位縄文 (RL)ー入組文→磨消縄文 ＋瘤状小突起 雑なミガキ

15 Dh30 4Jiil 深 鉢 頸 ：横位平行沈線＋人紐文→瘤状小突起、内面 ．スス付竹 ミガキ

16 Dh30 4培 深鉢 口柑：刻目＋小突起（＋刻目） 、口頸 横位縄文 (RL)→横位平行沈線＋人糾文→磨消縄文＋刻目 ミガキ

第 5図 17 Dh29 I II'! 鉢 口顆：横位•斜め縄文(LR)→三叉文+摩消縄文 ミガキ

18 Dh29 11/'i 鉢 08  小突起＋刻目｀口珀 ：三叉文+I貨位平行沈線、紺 ．横位縄文 (LR) ミガキ

19 Dh29 3b枢i ・fi 口頸 • 無文．嗣上 横位沈線＋羊歯状文．胴• 横位縄文 (RL) ミガキ ・ナデ

20 Dh29 3 b1'! 軍’’ 口端 ：は位縄文 (RL)、口頸 ：無文、嗣上： 横位沈線＋羊歯状文 ミガキ ・ナデ

21 Dh30 31/ii 鉢 ロu:小突起、口珀 ：横位平行沈紛＋梯子状文、財 ：縦位縄文 (LR)、内面 ：沈線、 補修孔あり ミガキ

22 Dh29 4b尼i 鉢 口唇：小突起、口頸• 横位平行沈線＋羊歯状文．財 ：ほ位縄文 (LR) ミガキ

23 Dh30 3尼 注口 口!!ii"横位沈線＋区画沈線文 ミガキ

24 Dh29 3b足i 注口 口唇• 小突起．口印 ：は位沈綿＋区画沈線文 ミガキ

25 Dh30 3屈 鉢 口唇：小突起、口頸• 横位縄文 (LRl→横位沈線＋区画沈線文 ミガキ

26 Dh29 ti!! 鉢 胴 横位 ・斜め縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈腺文一磨州縄文 ミガキ

27 Dh29 I lil 鉢 0顆 ：横位縄文 (LR)→は位沈線＋区画沈線文→1ll消縄文 ミガキ ・ナデ

28 Dh29 51'! nn 内面：隆帯一充項縄文(LR)、外面，多条沈線＋隆帯→充填縄文（LR) R) ミガキ

29 Dh29 51:'i 鉢 口唇：小波状、口端• 横位弧状沈線、口顆• 横位沈線、胴部 ：斜め縄文 (RL) ミガキ ・ナデ

30 Dh29 I脳 土製円盤

31 Oh29 6"1 土製円盤

32 Dh30 41,i 深鉢 口柑 ：横位沈線＋小突起．口頸：横位縄文 (RL)→横位平行沈線＋人組文一密消縄文＋瘤状小突起 ミtfキ ・ナデ

33 Dh29 3 bll'I 鉢 胴上 横位縄文 (LR)→横位沈紛＋区画沈線文＋妥形文ーIll消縄文、胴 ほ位縄文 (LR)、胴下 ・磨,n縄文 ミガキ
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第 1表ー3 Dh29• 30 5層 混貝サンプル 出土貝集計表

腹 足 綱 掘 二枚 貝綱

レ 夕 チ ノゞ i 不 ヤ
合

イ 才 ア ムイ 不＾
種 イ マ ヂ

ツ 明 力 オ 明殻
ラ チ ド フンキ ョ 陸 ガ ノ サ 晶シ’

ビ
ミ マ

哀 産
ツ ガ サ

名 ガ ボ
イ

巻
ノ イ イ リ キコ 貝ツ 計ガ マ ガ ガ

イ イ ラ イ イ 貝 イ LIR LIR LIR LIR LIR 
個数 1 1 4 129 1 24 1 413 12 113 1 11 312 181 
重量 3 9 0.9 1. 6 0. 7 0.6 1.8 3.6 13.6 0. 1 0. 1 26.9 

哺乳類 爬

翡 アメー マ 喝 ヒ

＇ 
方？科

一種 ノヽ ― ア イ ナ メ
ナイ科の種

ダ レー ラ シカ

ギ種 ラ イ種 メ メ

主 I 椎 椎 歯 関 方 舌 椎 関 椎
即9 『

椎 椎 鹿 指 椎 忠自

鰊
節 顎 節 上

蓋 顎 角
呂自 尽自 序自 豆自 骨 ,La. 自 邑自 序自 尽目 片

LIR LIR 
瓦目 尽自

LIR LIR LIR LIR 
,a. 自 冒 昂目 重 忠自 尽目 片冒 忌自

A 

31 I 1 7 2 1 I I 1 1 I 21 11 I 1 1 1 I 4 1 3 1 I 2 20 

爬虫類カメ A (小） B (大）

第 3表 Dh29• 30 出土石器一覧表

図版 地 区 ・侶位 器 種 石 材 長さ（一） 幅（一） 厚さ（一） 領さ(.) 欠祖部 偏 考 登録番号

第6図34 Dh29・30 4h'i 石 鏃 玉髄 14 5 24 5 I 6 身部 欠捐 袂り有り 1690 

35 Dh29 2 Jli'i 石 鏃 粘板岩ホルンフェルス 18 15 4 5 0 8 ” 扶り有り 1704 

36 Dh30 4 l!'i 石 鏃粘板岩'!'tチヤ _ ト 26 5 16 5 7 2. 3 有茎 1550 

37 Dh30 3 li'l 石 鏃粘板岩 28 5 14 5 6 5 I 9 有茎 1511 

38 Dh30 4形 石 鏃粘板岩 26 4 15 5 6 2 l 有茎 1499 

39 Dh30 • 31!'1 尖頭器 チャート門粘板岩 22 16 5 7 2 2 I 1710 

40 Dh30 5 IS 尖 頭器 粘板岩 28 5 18 7 0 3 5 1715 

41 Dh30 . þÿ�5\d石 錐 チャート 25 6 38 2 8 0 2 身部頭部区別なし 1676 

42 Dh29 4 l!'l 石 錐 チャ ー ト門粘板岩 17 5 9 2 6 I 4 身部頭部区別なし 1500 

43 Dh30 4 IM 石 錐極細粒屈灰岩 34 8. 2 6 I 5 身部頭部区別なし 1675 

44 Dh29 3 bll'i 石 錐粘板岩 41 6 14 2 7 2 5 身部先端欠捐 頭部有り 1501 

45 Dh30 4附 石 錐 チャー ト竹駁灰岩 28 19 8 4 3 55 ” 頭部有り 1551 

46 Dh30 3 li'l 石 錐 チャ ー ト 34 30 IO 4 8. 5 ,, 頸部有り 1712 

47 Dh30 þÿ�3\d 石 匙 チャー ト門粘板岩 62 32 5 8 12 8 縦長 1549 

48 Dh30 4 R'! 不定形石器 27 5 23 12 6 5 一辺に刃部有り 1700 

49 Dh29 3 li'l 不定形石器 チャ_ト'!'l粘板岩 36 8 27 II 8. 15 二辺に刃部有り 1714 

第7図50Dh30 3 Jill 不定形石器 チャ ート竹駁灰岩 33 6 20 2 ， 4 7 一辺に刃部有り 1711 

51 Dh30 4 /iii 不定形石器 27 5 18 5 9 5 3 7 一辺に刃部有り 1691 

52 Dh30 3陪 不定形石器 チャー ト門粘板岩 23 I 19 5 3. 4 I 5 一辺に刃部有り 1709 

53 Dh29 3b層 不定形石器 チャー ト 37 23 8 4 5 一部 欠 捐 一辺に刃部有り 1591 

54 Dh29 !!iii 石 製 Pl盤 粘板岩 32 5 32 5 6 5 8 1718 
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平行沈線は文様帯の上位に施文され、最下部の平行沈線に入組文が連結している。平行沈線間

の施文は、刻目帯 • 無文帯がくり返されるもの (9-11)、刻目帯・地文帯のもの (16)、

貼瘤による点列と地文帯のくり返しによるもの（第 5図32) とがあり、 9では二枚貝を使用し

て刻目を施文している。入組文は、磨消縄文手法により施文されるもの (14• 第5図32)、

区画内に貼瘤による点列を有するもの (15)、刻目を有するもの (16)とがある。後期の遺

物は 、 縄文時代晩期に形成された混貝土層及び上位の土層中より出土しており、 Dh29 • 30にお

いては、後期主体の遺物包含層は検出されていない。

第 5 図17-29 • 33は晩期資料である。17・18は三叉文を施文する資料である。口縁は内反し、

口唇部に突起を有し、 18では突起に刻目を有している。 18は、器形は浅鉢で、口縁部文様帯

と体部地文部を三条の沈線で区画しており、口縁部文様帯には入念な磨きがかかっている。19・

-22• 24は羊歯状文を主体とする資料である。 19・20は同一個体である。器形は壷で、頸部で

一度締まり 、口縁は「く」の字状に外反している。口縁に平行して地文帯を設け、頸部は無文

で、肩部から体部上半にかけて羊歯状文が施文されている。23は、注口土器の口縁部資料であ

る。入念に磨かれた曲線文が施文されている。25-27・33は、 雲形文.K字文等が施文される

資料である。 33は鉢で、体部下半から底部にかけて残存する。沈線により、文様部 ・地文部

• 無文部が区画される。無文部は入念に磨かれている。28は、皿の底部資料である。両面に帯

状に地文が充填されている。29は、半精製土器である。口縁は外反し、小波状を呈する。口唇

部直下に連続した弧状の沈線が巡る。口縁部と体部は二本の沈線によって区画されている。

30 • 31は円盤状の土製品で、土器片の再利用である。

平安時代の遺物は、須恵器の杯の口縁部資料が 1点出土しているが、小破片のため図示して

いない。出土層位は 3層である。

さて、 Dh29 • 30において縄文時代晩期中葉頃と思われる混貝土層を検出したことは既に述べ

たとおりであるが、 貝層の伴出遺物として28 • 29の遺物があげられる。しかしながら、範囲確

認調査の性格上、貝層を掘り下げたわけではなく 、時期決定については尚検討の余地がある。

※石器 • 石製品（第 6 図 • 第 7 図50-54• 第3表）

石鏃 5 点 ・ 尖頭器 2 点 • 石錐 6 点 • 石匙 1 点 ・ 不定形石器 6 点 • 石製円盤 l点が出土した。

34-38は石鏃である。無茎石鏃 2点 (34・35) • 有茎石鏃 3点 (36-38)が出土している。無

茎石鏃は、基部に挟りを有する。側縁形状は、 34では身部と基部の境に挟りを有し、 35では外

側に弧を描いている。有茎石鏃は、身部と茎部の境を入念に形作るもの (36・37)と、不明瞭

なもの (38)とがある。側縁形状は、いずれも外側に弧を描いている。 39・40は尖頭器と思わ

れる資料である。39は三角形状を呈し、基部は平基をなす。40は木葉状を呈し、基部は円基を

-10-



なしている。 41-46は石錐である。頭部と身部の区別がないもの (41-43)、頭部を有するも

の (44-46)がある。 41-43は縦長に形作られ、剥離調整は丁寧である。44・46は若干の剥離

で頭部と身部を区画し、 45では頭部全体に剥離調整が施こされ、頭頂部は丸味を帯びる。47は

縦長の石匙である。刃は両面に、局部的に形作られている。剥離調整は粗く 、仕上げは雑であ

る。若干の剥離でつまみを形作っている。 48-53は不定形石器である。剥片の一辺に刃部を作

り出しているもの (48 • 50-53)と、 二辺に刃部を有するもの (49)がある。 52では刃部が半

月形を呈する。 50では刃部以外のところに使用痕が認められる。54は石製円盤である。偏平な

枯板岩を円形に形作っている。

※骨角器 （第 7図55-65,第 8 図66-75 • 第4表）

釣針 • 釣針未製品 ・ 鈷頭 ・ 根ばさみ ・ 骨箆 • 剌突具が出土している。 55-59は釣針である。完形

品は出土していない。 55• 59は軸部資料であ る。 鹿角製で、自然面 • 海綿質面を残す。断面形

は楕円形を呈 し、弯曲部が幅広く形作られ、 59では穿孔を有する。56はチモ ト～軸部にかけて

の資料である。 面取りは入念に施こされ、チモトに一条のスリットを有する。時期が判明して

おり、 大木 8b式の遺物と伴出した。57・58は弯曲部の資料で、弯曲部は「U」字状を呈する。

57は、 面取りが入念に施こされている。 58は自然面を残す。60・61は釣針未製品である。 60は

大型の釣針未製品で、軸部～弯曲部にかけて残存する。62-64は鋸頭である。所謂燕形鋸頭に

第4表 Dh29• 30 出土骨角器一覧表

図 版 地区 ・層位 器 種 材 'f'f 長さにi幅ロ 厚さ臼 重さlg) 備 考 登録番号

第7図55 Dh30 4層 釣 針 鹿 角 410 9 0 6 0 I 3 軸部のみ残。自然面を残す。 408 

56 Dh30 6庖 釣 針鹿 角 43 4 0 3 5 0 6 チモト部～紬部残。 496 

57 Dh29 3b庖 釣 針鹿 角 250 14 0 6 0 I I チモト部、針先部欠。 423 

58 Dh30 4層 釣 針鹿 角 170 25 0 8 0 I 9 弯曲部のみ残。自然面を残す。 540 

59 Dh30 6屈 釣 針 鹿 角 495 12 5 8 0 3 2 釉部のみ残。穿孔あり。自然面を残す。 500 

60 Dh30 1層 釣針未製品 鹿 角 550 21 0 13 5 7 6 自然面を残す。 465 

61 Dh30 4庖 約針未製品 鹿 角 250 9 5 3 5 0 5 461 

62 Dh30 4層 鈷 頭鹿 角 485 8 5 7 5 2 6 完形 445 

63 Dh 29•30 l層 話 頭鹿 角 65 9 5 9 0 2 5 先端部 ・尾部一部欠祖。 476 

64 Dh29 3b層 話 頭鹿 角 240 12 5 II 0 I 6 頭部・尾部欠I且。胴部にアスフ ァル 日付沿。 418 

65 Dh29 1層 根ば さみ 鹿 角 445 6 5 7 5 I 6 二又部から縦割れ。 511 

第8図66 Dh30 5 ri'i 骨 箆鹿右中足骨 119 0 20 0 13 0 16 3 後面利用 523 

67 Dh30 5屈 骨 箆鹿左中足骨 146 5 27 5 16 0 24 8 前面利用 509 

68 Dh30 5層 廿 箆鹿左中足骨 103 0 25 0 15 5 13 8 前面利用 563 

69 Dh30 4層 骨 箆鹿左中足廿 77 5 24 12 5 JO 2 後面利用 566 

70 Dh30 6紆 骨 箆中手中足廿？ 35 5 14 0 4 5 I 6 501 

71 Dh30 4陪 剌突 具 鹿 角 700 6 0 6 0 2 9 完形 498 

72 Dh30 5層 刺突具 骨 ？ 63 0 6 0 5 5 2 3 497 

73 Dh30 I尼i刺 突具 中手中足骨？ 49 0 IO 5 7 5 2 7 464 

74 Dh29 I層 剌 突具 中手中足骨？ 64 0 10 0 7 0 3 I 512 

75 Dh30 4層 剌 突具 竹 ？ 19 0 3 5 3 0 0 2 先端部のみ残。 503 

76 Dh30 4屈 剌 突具 骨 ？ 31 0 4 5 3 5 0 5 先端部のみ残。 462 

77 Dh30 4層 装身具 イノシシ犬歯 64 0 8 0 6 0 3 9 下顎犬歯左側。エナメル打のみを残す。 395 

78 Dh四 3b層 不 明鹿 角 65 15 7 0 7 5 自然面を残す。 562 
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属するものである。索孔が側面につくもの (62) ・ 背面から腹面につ く もの (63 • 64)がある。

64ではアスファルトが付着している。65は根ばさみである。胴部が縦に割れて破損している。

胴部と基部は段によって区画されている。 66-70は骨箆である。鹿の中足骨近位端の前面を利

用するもの (67・ 68), 後面を利用するもの (66 • 69)がある。71-76は刺突具である。直線

的な棒状に丁寧に加工して仕上げたもの (71• 72 • 75 • 76) と 、 荒い加工のもの (73 • 74)と

がある。77は、イノシシ下顎犬歯製の垂飾品と思われる資料である。仕上げは丁寧でエナメル

質を残す。穿孔を有するが貫通はしていない。78は、加工痕を有する鹿角である。側面が擦っ

てある。

※自然遺存体（第 2表）

第 5表は、 Dh29、30区の主に発掘時に取り上げた動物遺存体を各層、種別及び部位ごとに選

別し、同定 した結果を示している。動物遺存体には、 魚類をはじめ大、中形哺乳類、鳥類、爬

虫類などの破片、部位骨や遊離歯などが出土 してお り、数量的にも多く 得られてい る。哺乳類

では、シカ、イノシ シ、オットセイ、イルカなどの陸生、水生哺乳類の諸骨があるが、これら

の中には、オオカ ミの上顎犬歯（第8図、80) 1点、打撃痕を有するオットセイ の下顎（第 8

図、79) 1点が含まれており特筆される。

第5表 Dh29• 30 自然遺存体

第 5表ー4 出土魚骨

種 サ マグロ g 吝ぷ
スの 力
ズ ンメカツオ プ リ ス ズキ
キ

,, クロダイ マ
目 類 iii 科種 チ

部
椎 舌 主 削’‘ 上 歯 関 王 削" 

椎 上 方 主 後 椎 前 月’’IJ 歯 方 即.、
上椎椎 下椎 前頭

位 顎
鯉 上

顎 節
鯰 鯉

顎
鯉 側 上 上 上

顎尾
区

蓋 顎 壺 蓋 蓋 頭 顎 顎
頭頂 顎

骨 骨 軸 骨 骨 骨 骨 尽円 骨 骨 骨 骨 -"' 目 骨 骨 骨 骨 骨 .ra. 自

尼i 骨 骨骨 骨骨 骨 骨 骨骨
LR LR LR LR LR しRLR LR LR LR LR LR LR L R L R LR L R L R 

I I 2 3 I I I 

Dh 3 7 I l 2 4 

29 3・4 I 

4 2 20 I I 1 1 2 1 2 1 1 I 2 3 3 9 6 

30 4 • 5 I 

5 3 I 13 1 2 2 4 I I 2 1 1 I 2 I 1 1 3 I 3 I 3 5 

6 1 12 I 1 1 1 2 

附不明 11 I 1 l 2 1 

合計 6 l I 2 67 1 1 1 I 2 2 4 6 1 1 2 l 4 l 2 2 l I I I 1 2 l 5 7 5 7 16 16 
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第 5表ー1 出 土 貝

腹 足 綱 二 枚貝綱
種

サユ クコ タッ エレ チマ ア ウ ゴエ

ルキ シ’
ゾ ィ イ ゾ

名
マ メ ヂ ノゞ

サ
キ

アノ
力 キタ 夕 サ

ギ
ン‘

ワヵ シ ミガ ガ チ

ビサ ガ ガ ビ マ ガ ヤ

区 ン
ガガ ガガ ポ リ イ イク

ガ ガ ガ ガ

層
イ イ イラ イイ イイ ラキ イ

LR  LR  LR 

I 1 1 I 

3 I I 

Dh 3b I I I 

29 3 • 4 I I I 

4 I I 

30 5 2 1 I 1 4 5 3 2 

層不明 I 1 I 

合 計 1 1 2 2 1 2 I 2 5 6 2 2 I 4 2 I 

出
土
棘
皮
動
物

第

5
表
ー
3

第

5
表
ー
2

h

9
 

D

2
 

出
土
ハ
虫
類

30 

3
 3 

4 

4•5 

5

＿6
 

2
 

7
-
9
-
2
 3 I I 

合計 2613

タフ
カ科 ア科 マ 力

ダ イ イ グ カサゴ科の 一 種
ワの ア イナメ

イの ダ レ ヒラメ

類目
ノヽ ― ナー ラ イ
ギ種 メ種 類

歯 関 方 舌
即,、

主 後 椎 上 削" 上 歯 方 舌 主 後
椎椎

歯 関 舌 椎 関 椎 前 椎前 椎

節 顎
鯉 鰊 側

顎
上

顎 顎
鯉 側

節 顎 節
上 上

蓋 蓋 頭 顎 蓋 頑 顎 顎

骨 骨 骨 ,ra. 自 骨 骨 巫目 歯 骨 骨 ,.円, 骨 ,..自, 応自 庄自 ,C月d. 骨 骨 骨 骨 瓜目

'"一 骨 骨骨 骨ー一 骨ー一岱

LR LR LR LR L R L R LR LR L R LR L R LR LR LR LR LR LR LR LR LR LR 

l I 

I 2 I 

2 3 3 2 5 3 5 2 I 6 1 1 4 

1 

I I I I 3 I I 11 I I I I 3 I 7 2 I I 2 11 I I I 2 l 3 

I 1 I I 

1 2 1 2 I 

3 3 5 2 6 2 2 I 6 6 I 2 3 I 23 1 I 3 I I I 2 3 I 7 2 I I 2 II I I I 2 I 7 
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第 5表ー5 出土シカ骨 第 5表ー8 出土イノシシ骨

種 シ’ 力． 
部 下 中 尺 距 寛 中 腔

鹿
位 顎 手 足

区 角
尽自 応Fl ;a. 自 足自 ,a. 自 ,@. 自 骨． 

片
層 L R L R L R L R L R L R L R 

1 5 

Dh 3 11 I l 

29 4 19 1 I I 

5 6 I I 1 1 2 2 

30 6 7 

層不明 3 1 

合 計 51 I 3 I 1 1 l 3 2 I 

イノ シ、ン

下寛踵距

顎

骨骨骨骨

LRLRLRLR  

1 

Dh 3 

29 3・4 

． 4 1 1 

30 4 • 5 1 

5 1 1 

合計 1 2 1 1 

第 5表ー6 出土シカ上顎骨
第 5表ー9 出土イノシシ上顎骨

凸
L R 

p'p'p' C 切 切 C p'p'p' 

M3M ' M' 歯 歯 M'M'M'
m着而rn2 C 付 骨 C m2叩 m4

翫6 (Pり (M') 

io I層不明 (p') 

第 5表ー7 出土シカ下顎骨

歯

式

区． 層

P, P, P, C I, I, I, りJ 切 1,1,1,C P,P,P, 

M, 恥 M, 1111紺 M,M,M,

m、 而m,C >> ,, ;, 部 |部;,,,;,c m,m,mヽ

(M,) (P,) 

(Mり[M,m,m畑 ,J [P,P,P,M,M,M,) 

(M,J 

層不明I(M,) 

〔 〕は相当す
（ 

る部分の顎竹があることを示す。
）は脱落した歯のみ出十していることを示す。

第 5表ー11 出土哺乳類骨

種
科だヵ種

オットセイ 不明海獣骨； オカ
オミ

部 頭 椎 下

i 犬歯

尺 椎 指 胸 骨骨上

区 位 顎
顎

,ra. 自

盃． 忌目 ,<a. 自

層 片 尽目
LR  LR  L R 骨

足自 骨 片 片LR
1 3 

3 1 2 1 
Dh 3 • 4 

29 4 1-4 1 2 1 1 2 1 1 

• 5 1 1 
30 5 1 2 3 1 

層不明 3

合計 5 9 1 2 1 3 4 1 4 2 1 

R 

式 I
p'p'p' C 1'1'1'1'1'1'C p'p'p'1'1'1' 

,' MM  M' p' p' 

＇ m・m'而 C '' .,' ， ''' I , " c m叩 m',',','

I 

ー い')I I 

第 5表 ー10 出土イノ シシ下顎骨 ―-

ロ
(M,M』 I

第 5表ー12 出土鳥骨--

種
ゥ ミドー ホア 科
ミ ズリ

ゥリド ー種のネ ナ科
コ ギの種

部
中 上 烏 尺 中

位 手 腕 口 手

区
骨 尽自 ,m. 目 骨 尽日． 

屈
LR L R L R L R L R 

4 1 

Dh 4・5 I 1 J 1 
29 

6 l 

30 屑不明 1

合計 l 2 1 J J 1 
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ハンドオーガーによるボーリング調査について

今回の調査では、先に述べているとおり、グリッド発掘を中心に実施しているが、自然浬水

や土層崩壊などの危険が伴う発掘区では掘下げを中断し、グリッド内の発掘底面からハンドオ

ーガーによるボーリング調査を行っている。

このボーリング調査は、主に斜面部中位、斜面部東側中位と下位のそれぞれの発掘区におい

て実施し、各地点から得られた土層サンプルによ って、発掘層下の土層堆積状態や貝層の包含

状況などの把握に努めている。貝層を検出した斜面部中位のDj37区では、 一部掘下げを行い、

確認した結果を第10図に分布平面と堆積層の柱状図として示しているほか、各区の結果は、 第

9図に土層柱状図として示し、土色、土性などの観察項目の一覧表を付している。また、部位

ごとに各区の層の対応関係の把握に努めているが、不明確な層もある。下表は、おおよその大

別された各層の対応関係を表わしており、本稿で取り扱った人工遺物、自然遺物などの出土層

は斜面部上位の発掘区以外はこの表に基づいた層番号を使用している。以下部位ごとに層の堆

積状態及び分布などについて述ぺる。

第6表 発掘区別層対応表

斜面部中位

層Nu 恥37区 Dj38区

1 1 1 

2 2 

3 2 3 

4-6 3 3b 

7 4 4 

8 5 • 5 b 5 

， 6 6 

10 7• 8 

11 ， 
12 IO 

13-18 

Eb37区

1 

2• 3 
• 4 

5 

6 

7 

8 • ⑨ 
• ⑩ 

⑪ 

⑫～⑰ 

斜面部東側中位 斜面部東側下位

層No. Ea40区 Ed40区 層NCl Eh40区 Fa41区

1 1 1 1 1 1 

2 2 2 2 2 

3 3 3 3 3 

4-11 ② ・③ ④ ・⑥• ⑦ • ④ ・⑤ • ⑥ 4・5 4 4 • 5 

12 ⑥ ⑧ 6-9 6 ⑧ . ⑦ ⑨ 

13 ⑦ ⑨ 10 5 ⑩? 

14-18 ⑧ • ⑨ ⑩～⑫ 11 ⑥ ⑪? 

12-21 ⑦～⑯ ⑫? 

註10数字は、ボーリング調査による大別された層序

註2グリッド内の数字は、発掘時点の遺物取上げ層
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13m 

発堀層Dj 38 

ー］
Eb:'17 

ニ＝ニニ＝ 発堀調査底面

I .. 1・:・I 
Ea40 

12 I 1::::::::::1 .：.：.：.：.：.：.：. ：混 貝士層

魚骨層

I .. I .,ぷ祐.,-.,.ゥ.. , .'. ＇. '・・., .がが斧.-... 冷;.、・ク・然/j沿．． ：； : 曹 地 山
11 I " .I ¥、 I I::. 

10 

，
 （斜面部中位）

＇ 8 

7 

9 I 

10 I 

11 I 

（斜面部東側中位）

旦
l::.12::: 

15 
呟

（斜面部東側下位）

第9図 各区の土層柱状図
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第 7表発掘区別層位表

Dj38 

層No 層名 土 色

1 土 層

2 土 層 灰黄褐色 ClOYR½)

3 土 層 黒褐色 (7. 5 þÿ�Y�R�3�/�2ÿ	

3b 土 層 灰黄褐色 (10Y5/2) 

4 土 層 黒褐色 (7.5YR3/2) 

5 土 層 黒褐色 (7.5YR2/2 

6 土 層 黒 色 (7.5YR2/1) 

Eb37 

層Nn 層名 土 色

1 土 層

2 土 層 灰黄褐色(10YR5/2）

3 混貝土層 褐 灰 色 (7.5 YRYi) 

4 土 層 灰黄褐色（10YR5/2）

5 土 層 黒 褐 色 (7þÿ�5�Y�R�3�/�2ÿ	
6 土 層 黒 褐 色 (7.5 þÿ�Y�R�2�/�2ÿ	
7 土 層 黒 色 (75YR;{) 

8 土 層 黒 色 (75 YR2/1) 
• 9 土 層 黒 色 (7.5YR;{)

•10 土 層 褐 灰 色 (7.5 þÿ�Y�R�4�/�1ÿ	

• 11 土 層 黒 褐 色 (75 YR;{) 

•12 土 層 黄 灰 色 (2.5 YYi) 

•13 土 層 暗オリープ褐 (2 þÿ�5�Y�7�/�3�+�3�/�3ÿ	
色＋浅黄色

•14 土 層 暗灰黄色 (2.5 Y4/2

•15 土 屑 黒 褐 色 (2.5 þÿ�Y�3�/�2ÿ	

•16 土 層 暗灰黄色 (25 þÿ�Y�5�/�2ÿ	

•17 魚骨層 黒 褐 色 (2.5 Y Yi) 

Ea40 

層Nu 層名 土 色

1 土 層

• 2 土 層 黒褐色 (10Y3/2) 

• 3 土 層 黒 色 (lOYRYi) 

• 4 土 層 黒褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�3�/�2ÿ	� 
• 5 土 層 灰黄褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�4�/�2�)� 
• 6 土 層 暗灰黄色 (2. 5 þÿ�Y�4�/�2ÿ	
• 7 土 層 灰黄褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�4�/�2ÿ	� 

• 8 混貝土層 褐 色 þÿÿ��1�0�Y�R�4�/�3ÿ	� 

• 9? 土 層 黒褐色 þÿ�(�7�.�5�Y�R�2�/�2ÿ	

・ボーリ ング調査による大別層

土性 そ の 他

耕作土、2次堆積による貝層含む

砂 破砕貝等を含む、撹乱層

砂 径 2-3 cmの礫含む、撹乱層

砂 破砕貝等を含む、撹乱層

砂 炭化物微量、径 1cmの礫、骨片等を含む

砂質シル ト 骨片等を含む

砂質シルト 径20-30cmの礫含む

土性 そ の 他

耕作土、 2次堆積によ る貝層含む

砂 撹乱層

砂質シルト エゾアワビ、グボガイ等を含む、 2次堆積層

砂 破砕貝微量含む、撹乱層

砂 径 2-3 cmの礫、人骨片等を含む

砂質シル ト 径20-40cmの礫、人骨片等を含む

砂質シルト 径 6-17cmの礫、人骨片等を含む

砂質ン）レト 径 2-3 cmの礫、人骨片等を含む

砂質シルト サルス（マサ）含む

砂質シルト タイ類等の魚骨を含む

シルト 破粘砕性弱貝、サルス、 径 1-2 cmの礫、
微量含む

シルト グライ化している。サルス、魚骨を含む、
粘性弱

シルト グライ 化してい る。サルス 、破砕骨等を
含む、粘性弱

シルト グライ 化している。粘性弱、径 3-4 cm 
の礫、破砕骨等を含む

シルト グライ化している。径1-2cmの礫含、粘性弱

シル ト グライ化粘 してい る。サルス、破砕骨等を
含む、 性弱

シルト マグロ、イルカ、マダイ、ガソオ等4式の魚の骨土を器含片む含、
グライ化している。大木

土性 そ の 他

盛土による耕作土及び旧表土

シルト 粘性^己弱、人骨片、破砕貝微量、サルス等
をむ

シルト 粘性弱、径 1cmの礫、サルスを含む

シル ト 粘性弱、径 1cmの礫含む

シル ト 粘性弱

シル ト グラ イ化している。風化礫含む

シル ト 粘性弱、破砕骨等僅少含む

シル ト 径粘性弱、礫破、砕風貝化、礫マtグロ、 エイ式等土の器魚片骨含、
3cmの 含む、大木4

シル ト
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Ed40 

層No. 罹 名 土 色 土性 そ の 他

1 盛土による耕作土及び旧表土

2 土 層 黒 褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�3�/�2ÿ	� 砂 炭化物微量、破砕骨等を含む

3 土 層 黒 色 þÿÿ��1�0�Y�R�2�/�1ÿ	� 砂質シル ト
ややしまっている。 炭化物微量、破砕片、
径 2-!Ocmの礫含む

• 4 土 層 灰黄褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�4�/�2�)� シルト 粘性弱、サルス、径 1cmの礫含む

• 5 土 層 黒暗 褐色 ＋
褐色

þÿÿ��1�0�Y�R�3�/�2�+�3�/�3ÿ	� シルト 粘性弱、サルス含む

• 6 土 層 黒 褐 色 þÿÿ��1�0�Y�R�3�/�2ÿ	シル ト 大粘性木弱7b、式炭土化器物片僅含少、破砕骨等を含む、

• 7 土 層 灰 黄 褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�4�/�2ÿ	シルト 粘性強、破砕骨含む、大木 7a式土器片含

• 8 土 層 黒褐色 ClOYYi) シル ト グラ イ破化している含。サルス、径 1-2 cm 
の礫、 砕 骨 等 を む

• 9 土 層i灰 黄 褐 色 þÿÿ��1�0�Y�R�4�/�2ÿ	シルト 粘性弱、 サルス、風化礫、破砕貝等を含
む、 大木 7a式土器片含

・10 土 層 黒褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�3�/�2ÿ	 シル ト 粘性強、破砕骨を含む

・11 土 層 黒 色 (lOYRYi) シル ト 粘性強、サルス、破砕貝、骨僅少含む

・12 土 層 暗灰黄色 C 2. 5 þÿ�Y�4�/�2ÿ	シル ト サルス含む、地山漸移層？

Eh40 

層No 層名 土 色 土性 そ の 他

1 土 層 耕作土 2次堆積による貝層含

2 土 層 黒褐色 þÿÿ��1�0�Y�R�2�/�2ÿ	 砂 旧表土？

3 土 屑 黒 色 (lOYR冴 ） 砂質シル ト 粘性弱、包含層

4 土 層 黒褐 色 þÿÿ��1�0�Y�R�2�/�2ÿ	 砂質シル ト 径包3含0-40cmの風化礫、 炭化物を含む、
己層

5 土 層 明 赤褐色 (5 þÿ�Y�R�5�/�6ÿ	砂質シ）レト 酸化している。包含層 ？

6 土 層 褐灰色 (lOYRYi) 砂質シル ト
粘性弱、径20cm月I」後の風化礫、 破砕貝微
量等含む

• 7 土 層 黒 色 þÿ�(�7�.�5�Y�R�2�/�1ÿ	シル ト 粘性弱、破砕貝、骨、炭化物等微量、
サルス含む

• 8 土 層 黒褐色 (7 5YRYi) シル ト
径 1cmの礫、破砕貝、骨、炭化物等微量
含む

• 9 土 層 黒 色 (7 þÿ�5�Y�R�2�/�1ÿ	シルト 粘性弱、炭化物僅少、破砕貝、骨等微量
サルス含む

•10 土 層 暗灰黄色 þÿÿ��2�.�5�Y�4�/�2ÿ	シルト
グライ 化 している。 粘性弱、炭化物、
破砕骨僅少含む

・11 土 層 黒褐色 þÿÿ��2�.�5�Y�3�/�1ÿ	シル ト
グライ化 している。マグロなどの魚骨を
含む（魚骨層 ？）

•12 土 層 黒褐色 (2 þÿ�5�Y�3�/�1�+�3�/�2ÿ	シルト グライ 化 している。径 1-2 cmの礫、
破砕骨等を含む

・13 土 層 黒褐色 (2. 5 þÿ�Y�3�/�2ÿ	シルト グラ イ化している。破砕貝、骨等微量含む

• 14 土 層 オ リープ褐 (2. 5 þÿ�Y�4�/�3ÿ	シル ト
グライ 化 している、径 1cmの礫、破砕貝、
骨等の微量含む

・15 土 岡 黒褐 色ヽ黄＋ 
にぶし 色

(2. 5 þÿ�Y�3�/�2�+�6�/�4ÿ	シル ト 地山に近い土層が混在する。サルス含む

•16 土 層 黒褐ヽ 色黄＋ 
にぶし 色

(2. 5 Y þÿ�3�/�1�+�6�/�4ÿ	シルト 地山に近い土層がl昆在する。サルス含む
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Fa41 

層No 層名 土 色

1 土 層

2 土 層 黒 褐 色（10YR2/2）

3 土 層 黒 色 (lOYR祝）

4 土 層 黒 褐 色（10YR2/2）

5 土 層 黒暗褐褐色色＋ þÿÿ��1�0�Y�R�2�/�3�+�4�/�3ÿ	

6 土 層 暗 褐 色（10YR4/3）

• 7 土 層 黒 褐 色（10YR3/1）

• 8 土 層 暗 褐 色（10YR4/3）

• 9 土 層 黒 褐 色 (lOYRJ{)

•10 土 層 明赤褐色 (5þÿ�Y�R�5�/�6ÿ	

• 11 土 層 黒 褐 色 (lOYRYi)

• 12 混貝土層 黒 色 (7.5YR3{)

② Dj37•38, Eb37 

a、基本層序

土性 そ の 他

耕作土、2次堆積による貝層含

砂 旧表土？

砂質シルト ややしまっている。炭化物、径10cm前後
の礫含む、包含層

砂質シルト ややしまっている。炭化物、径10cm前後
の礫含む、包含層

砂 やわらかい、炭化物を含む、包含層

砂 径2-3cmの礫含む、破砕骨等を含む

砂質シルト 破砕貝、骨等微量含む、径2-3cmの礫含む

砂

砂質シルト 径4-5cmの礫、破砕貝、骨等微量含む

砂質シルト 酸化片している。径6-7cmの礫、フレー
ク 等を含む

砂質シル ト 風化礫、破砕貝、貝等微量含む

シル ト 粘魚性獣骨弱等、炭含化む物多量、イガイ 等の破砕貝、

斜面部中位に分布する包含層には、貝層と魚骨層などがある。貝層は、Dj37区のボーリング

調査によって表土下約 2.7 m地点から確認され、精査の結果、第10図に示すように東南方向に

ゆるやかに傾斜しながら、混貝土層、魚骨層を伴って分布することが明らかにされている。ま

たDj37区の南側Eb37区でも、ボーリング調査によ って表土下約 3.4m地点から魚骨片、 炭化物

を多量に含む土層サンプルが得られたが、ここではDj37区の包含層の分布状況を中心に、 各層

の堆積状態や対応関係などについて記述する。

第 1層 表土の耕作土である。 2次堆積による貝層を含む。

第 2層 黒褐色砂層10YR3/2。鉄製品 ・鉄さいを含む。撹乱。

第 3層 灰黄褐色砂層10YR5/2鉄製品 ・鉄さ いを含む。撹乱。

第 4層 黒褐色砂層 7.5 YR3/2鉄製品、須恵器細片などの遺物が出土する。径 5-8 cmの

礫を含む。南側のEb37区にかけて層厚を増す。

第 5層 黒褐色～灰黄褐色砂質シルト層 7.5YR2/2~4/2遺物の出土量は少ないが、鉄製釣

針 1点が出土するほか、この層と対応するDj38区 5層、上層にあたるEb37区5層からも出土 し

ており特筆される。

第 5b層 黒褐色砂質シルト 7.5YR2/2 細かい破砕骨を含む層で、発掘時点では分層され

た層である。 Eb37区の 6層下部では、径20-40cmの礫が含まれる。

第 6層 黒色砂質シルト層 7.5 YR2/1 東南方向に層厚を増す層であるが、Dj38区の対応す
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る層の下部は、未調査のため把握されていない。 Eb37区の対応する 7層からは、鉄製品 1点が

得られている。

第 7層 黒色砂質シルト層7.5YR2/1粘性は弱く 、炭化物、径 1-2cmの礫を含む。石器、

須恵器などが出土するが、量的には少ない。この層中からのボーリング調査によって第10層

の包含層を検出している。東側の北壁で約50cmの層厚を測る。 Eb37区との層の対応は明確では

ない。

第8層 黒色砂質シルト層7.5YR呪。 粘性は弱い。グリッド内東南側にゆるやかに傾斜

しながら層厚を増し、約7-16cmを測る。径10-20cmの礫を含む。遺物の出土量は少ない。 Eb

37区の10層？に対応する。

第 9層 黒色砂質シルト層7.5YR2/1貝層直上の層である。層厚約4cmで簿く、粘性は弱い。

グリッド内東側では、この層下に魚骨層が分布する。

第10層 黒褐色シルト層 7.5 YR3/1 2. 5 Y3/2貝層を包含する層である。大部分は破砕貝

でアサリなどが含まれるが、主体となる貝種は取り上げ資料からは把握されていない。グリッ

ド内北東隅 0.5mの範囲で分布が確認されているが、更に拡がる可能性がある。また貝層には、

混貝土層、魚骨層が伴っており、東南方向にゆるやかに傾斜する。魚骨層は貝層の東側部分に

m L-12.64m 

ー 2 
3
 

L-12. 55 

6
 

□ 土層

□ 混貝土暦

魚骨層

□ 貝層

▲
 

7
 

゜
1 m 

北壁 東壁

第10図 Dj37区 貝層検出状況及び断面柱状図
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分布し、マグロの椎骨などの資料が得られているほか、縄文時代前期中葉頃の土器片が伴出す

る。 Eb37区では、貝層は検出されていないが、表土下約 3.4mのボーリング地点で大別された

層の17層からは、マグロ、イルカ、マダイなどの部位骨、破片を含む魚骨層が検出され、貝層

と同時期の土器片が含まれているこ とが知られた。

b、出土遺物

※土器 • 土製品（第11図• 第 12図• 第8表）

縄文時代前期 • 中期 ・後期 ・晩期，弥生時代．平安時代の遺物が出土している。第11図81-

85は、縄文時代前期の資料である。 81は口縁部資料である。口縁に沿って二条の沈線が巡り、

沈線間及び体部に S字状連鎖沈文が施文される。胎土に少量の植物性繊維が混入する。 82-84

は小波状の貼付文を、 85は梯子状の貼付文を有する資料である。 83は円筒形の深鉢である。ロ

縁は直立ぎみに立ちあがり、口縁に沿って小波状文と、小波状文に連結する横位の弧状文の貼

付がみ られる。口唇部にはボタン状の貼付文を有する。体部は無文である。

86-96は縄文時代中期の資料である。 86は帯状の貼付文を有する資料で、貼付文には刻目を

有している。—87は横位の二条の隆線により文様を意匠している。 88-90 · 92は渦巻文を有する

資料である。渦巻文の意匠は、沈線によるもの (90・92) • 隆線によるもの (89) • 隆沈線に

よるもの (88)がある。 91は一条の隆線により口縁部と体部を区画し、体部に平行隆線による

曲線文を意匠する資料である。 93-95は、口縁部は無文で、頸部から体部にかけて磨消縄文手

法による楕円文が垂下する。 96は、沈線によって曲線文を意匠し、磨消縄文手法を用いている。

第11図97-102• 第12図 103-112は縄文時代後期の資料である。 97・100-108は、刺突

• 刻目 • 平行沈線を文様構成要素とする資料である。各文様構成要素は、単独で用いるものと

並用するものとがあり、刻目文列を単独で用いる資料 (104• 107• 108) • 単独の平行沈線

(100 ,'101) • 沈線 • 平行沈線＋刺突文列・刻目文列 (97 · 99 ・ 103• 105• 106) , 平

行沈線＋刺突 (102)がある。 97は厚手の資料で、沈線上に大きな刺突を施こしており、他の

資料とは様相を異にする。 99は体部に羽状縄文を施文している。 98は体部資料である。磨消縄

文手法により曲線文を意匠し、曲線文の末端には小円刻文を有する。 109-112は所謂貼瘤土

器の破片である。貼瘤上に刻目を有するもの (112) • ニ個一対の貼瘤を有するもの (111)

などがある。

113 -132は縄文時代晩期の資料である。 113は三叉文を施文する資料である。口唇部に刻

目を有する。 114・115は羊歯状文を施文する資料である。 114では口唇部に二個の突起を有

している。 116・117・120 -126は雲形文.K字文を施文する資料である。磨消縄文が多用

される。 124 • 126は口縁が内反し、口唇部に数条の沈線が巡り、 124では口唇部に刻目を有
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する。 116 • 117• 120• 121 は口縁が外傾する資料である。 120• 121は口唇部に小突起を

有する。 119は皿の底部資料である。表裏に一条の隆帯を有している。 127-132は変形工字

文を主モチーフとする資料である。 変形工字文は、 浮文によるもの ( 127 • 131・132)と沈

線によるもの (128-130)がある。 129・131は二個一対の小突起を有する。口縁形状は、

128 -130が内反しており、 131・132は外傾する。 131では口唇部に小突起を有している。

133 は弥生時代の遺物と思われる資料である。口縁は内反し、口唇部に二条 • 口縁部内側に

一条の沈線が巡る。口縁部には変形工字文が施文されている。

134 -136は土製品である。 133は土器片を再利用した資料である。土器片を円型に打ち欠

き、両側縁に切り込みを入れている。 切り込みには、糸による擦れた痕が認められる。土錘と

思われる。 135は器種不明の土製品である。沈線 ・剌突により加飾を行なっている。 136は土

偶の足と思われる資料である。

平安時代の遺物は、 4層-7層中より出土している。いずれも小破片のため図示していない。

第 8表 Dj37• 38, Eb37 出土土器一覧表

図 版 グリッ ド・屈位 器 形 文 様 の 特 徴 他 内面我整他

第11図 81 恥 38 3屑 深鉢 口頸 ：S字状連鎖沈文ー横位平行沈線、胎土 ：植物性繊維を含む ナデ

82 切 37 1111'1 深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→波状貼付文＋弧状貼付文 ナデ

83 切 37 11/B 深鉢 口唇 ：ポタン状貼付文、口頸：波状貼付文＋弧状貼付文 ミガキ

84 Eb37 19陀i深鉢 胴： 横位縄文 (RL)→波状貼付文 ナデ

85 切 38 8 • 9庖 深鉢 頸：縄文(?)→梯子状貼付文 摩滅

86 Eb37 l居 深鉢 口頸 ：波状貼付文→刻目、胴 ：縦位縄文 (RL)→貼付文 ミガキ

87 恥 37 不明 深鉢 口頸 ：横位縄文 CLR)→横位多条隆線 ミガキ

88 Eb37 l庖 深鉢 胴 ：渦巻文 ミガキ

89 切 37・38 表採 深鉢 ロ頸 ：隆沈線（渦巻文） ミガキ、ナデ

90 Eb37 I屈 深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→多条沈線渦を文 ミガキ

91 防 37 iii?, 深鉢 口頸：隆沈線、胴 ：斜め縄文 (RL)→隆沈線 ミガキ

92 Eb37 61呂 深鉢 胴 ：区画沈線文→充禎縄文 (RL) ミガキ

93 Eb37 1/t'i 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

94 Eb37 1/l"i 深鉢 胴 ：縦位縄文 (LRL)→区画沈線文一磨消縄文 ミガキ

95 防 37 4陀i深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

96 Eb37 6尼i深鉢 胴斜め縄文 (LR)→区画沈線文→磨i肖縄文 ミガキ

97 防 38 31何 深鉢 口頸 ：横位平行沈線→刺突 ミガキ

98 防 38 l陪 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文＋円刻文→磨消縄文 ミガキ

99 切 38 l陪 深鉢 口端 ：沈線→刻目、口頸：横位沈線＋磨消縄文、胴 ：横位縄文 （羽状縄文 LR、 RL) ミガキ

100 Eb37 l庖 深鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→横位平行沈線→磨消縄文 ミガキ

JOI 切 37 4 I日 深鉢 頸：横位縄文 (LR)→横位平行沈綿 ミガキ

102 Eb37 6庖 深鉢 口頸： 横位縄文 (LR)→横位平行沈線＋刺突 ミガキ

第12図 103 Eb37 1陀i深鉢 口端 ： 瘤状小突起、口頸•横位縄文 ( L R ) →横位平行沈線→磨消縄文＋剌突 ミガキ

104 Eb37 l居 深鉢 口唇 ：刻目、頸 ：横位縄文 (RL) +横位刺突列 ミガキ

105 Eb37 l爵 深鉢 口頸 ：横位平行沈線→刺突列 ナテ

106 Eb37 6庖 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→横位平行沈線→磨消縄文＋剌突 ナデ

107 Eb37 l尼i深鉢 胴 ：横位縄文 (RL) +横位刺突列｀胎土：金芸母多し ミガキ

108 Eb37 6層 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)+横位刺突列、胎土： 金雲母多し ミガキ

109 Eb37 6/邑 深鉢 口頸：横位縄文 (LR)→横位平行沈線→刻目＋照状突起 ミガキ

I IO Eb37 ］陪 深鉢 胴：横位縄文 (LR)→区画沈線→磨消縄文→ポタ ン状貼付 ミガキ

111 Eb37 1//'i 深鉢 胴 ：縄文（撚糸）→区画沈線→磨消縄文→瘤状小突起 ナデ

112 Eb37 JI呂 深鉢 口端 ：突起→刻目、胴：横位平行沈線→突起 ミガキ

113 防 38 ii邑 鉢 口頸 ：三叉文＋横位沈線 ミガキ

114 Eb37 l屈 鉢 口唇 ：小突起｀口頸 ：縄文 (?)→区画沈線→密消縄文 ミガキ
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115 Eb37 6庖 注口？ 口頸 ：羊歯状文 ミガキ

116 防 37 l層 注□？ 口端：三叉文、頚 ：渦巻状沈線、内面 ：沈線 ミガキ

117 Eb37 l尼i 皿 口唇 ：沈線、口端：横位沈線、胴：縄文(?)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

118 防 37 9尼i深鉢 口端：刻目、口頚：横位平行沈線→刻目、胴部• 横位縄文 (RL)、内面 ：沈線 ミガキ

119 DJ38 l層 ill] 内面 ：隆帯、外面：平行沈線＋隆帯 ミガキ

120 Eb37 l層 皿 口唇 ：小突起、口端 ：横位平行沈線、胴：縄文(?)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

121 Eb37 l庖 JIil 口唇 ：小突起｀口端 ：横位平行沈線、胴：横位縄文 (LR)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

122 Eb37 6暦 鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線→磨i肖縄文 ナデ

123 Eb37 l庖 注口 ？ 朋 ：縄文(?)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

124 Eb37 6庖 鉢 口唇：刻目、口頸：横位平行沈綿→刻目、胴 ：横位縄文 CLR)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

125 防 37 不明 鉢 胴：横位縄文 (LR)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

126 Eb37 6層 鉢 口端 ：横位平行沈線、胴：横位 ・斜め縄文 (LR)→区画沈線→磨消縄文 ミガキ

127 Eb37 8庖 鉢？ 胴：浮文 ミガキ

128 防 37 8庖 鉢 口頸 ：平行沈線＋工字文 ミガキ

129 Eb37 1層 鉢 胴：沈線十二個ー対窟状小突起 ミガキ

130 恥 37 IO層 鉢 頸 ：横位沈線→lii'l状小突起、内面 ：沈線 ミガキ

131 Eb37 1層 鉢 口唇：沈線＋突起、口端 ：突起、頸：浮文、内面 ：沈線 ミガキ

132 Eb37 1層 鉢 口唇：沈線＋突起、口頸 ：浮文、内面 ：沈線 ミガキ

133 Eb37 7庖 鉢 口端：横位平行沈線、胴：区画沈線、内面：沈線 ミガキ

134 恥 37 8層 土錘

135 DJ 37 10履 土製品 沈線＋刺突

136 防 38 1層 土製品

※石器•石製品（第13図•第14図• 第9表）

石鏃9点，尖頭器 5点．石錐 6点．石匙 1点．ヒ°エス・エスキーユ 3点．不定形石器 9点．

石製円盤 6点．石棒 2点．磨製石斧 1点．装身具 1点が出土した。 137-145は石鏃である。

無茎石鏃 2点 (137・138) • 有茎石鏃 7点 (139-145)が出土している。無茎石鏃は正三

角形に近い形を呈し、側縁形状は直線的である。基部に挟りをもたず円基をなすもの (137)

と、袂りを有するもの C138)がある。有茎石鏃は、縦長に形作られるものが多くみられる。

側縁形状は直線的なものが多いが、 141では外側に弧を描いている。身部と茎部の境が明瞭な

もの (139• 141)と不明瞭なもの (140・142-145)がある。 146-150は尖頭器と思わ

れる資料である。基部はいずれも尖基をなしている。側縁形状は、外側に弧を描くもの (146

-148・150)と、内側に弧を描 くもの (149)がある。 151-156は石錐である。頭部と身

部の区別がなく縦長に形作られるもの(151-155)・ 頭部を有するもの (156)がある。 156

は若干の剥離で頭部を作り出している。 157は石匙である。刃は両面加工で、 二辺に認められ

る。 158・159・161はビエス・エスキーユと思われる資料である。加撃痕を有する。160・162

-169 は不定形石器である。剥片の一辺に刃部を作り出すもの (162 ·163• 165) , ニ辺の

もの (160·164• 166·168• 169) , 三辺のもの (167)がある。 170-174は石製円盤

である。偏平な粘板岩を円形に形作る 。 小型のものと大型のものがある 。 175• 176は石棒で

ある。いずれも欠損しており、 175では胴部が、 176では頭部が残存する。 177は磨製石斧で

ある。若干の刃こぽれを有するが、ほぼ完形である。背面に三個の凹みを有する。 178は装身

具と思われる資料である。欠損しているため、器形は不明であるが、穿孔を有し、 一条の線文

が穿孔に連結している。垂飾品であろうか。
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第 9表 Dj37• 38, Eb37 出土石器一覧表

図 版 地区 ・層位 器 穫 石 材 長さ（皿） 輻（一） 厚さ（mm） 曇さ (g) 欠 Ill 部 備 巧 勺録番け

第13図 137 Eb37 6層 石 鎌 チャー ト1'l粘板岩 18 7 15 4 4 0 9 基部r1基 1483 

138 Eb37 10層 石 Ill I占板岩 17 16 8 3 8 0 85 身郎先端欠f員 快り有り 1414 

139 Dj38 8層 石 級 極細粒駐灰岩 21 5 11 3 5 0 4 有ネ 1468 

140 Eb37 l屑 石 鎌 帖板岩 21 5 II 3 5 0 7 有れ 1415 

141 Dj38 1層 石 鏃 チャート質9占板岩 26 12 4 B I 3 基部先端欠損 有ネ 1409 

142 切 38 3層 石 鎌 流紋岩質極細粒駁灰岩 27 IO 5 4 5 12 身部先端欠損 有名 1408 

143 Eb37 6層 石 鎮 ill灰岩償チャー ト 29 13 6 8 0 9 身部欠I員 有 や 1426 

144 Eb37 l層 石 鏃 帖板岩 32 12 2 6 5 I 8 有平 1451 

145 Dj 38 9層 石 鎌 粘板岩質チャート 2 25 6 4 3 8 0 5 有A 1419 

146 Eb37 8層 尖頭器 帖板岩 18 8 8 3 2 0 5 尖基 1446 

147 Eb37 6層 尖頸器 粘板岩 24 12 6 I 8 尖甚 1442 

148 Eb37 9層 尖頭器 粘板岩 32 7 15 8 9 5 3 7 墓部一部欠損 尖基 1449 

149 Eb37 l層 尖頭器 33 16 8 5 6 2 6 尖基 1729 

150 Dj37 10層 尖頭器 粘板岩 41 19 5 9 3 5 35 尖甚 1444 

151 Dj37 10層 石錐 粘板岩ホルンフェルス 37 10 5 8 2 3 身部頭部区別な し 1443 

152 Eb37 6 Iii 石錐 チャート 26 7 6 8 4 8 2 身部頭部区別なし 1425 

153 切 38 9層 石錐 チャート 26 7 6 8 I 2 身部頭部区別なし 1418 

154 防 38 8層 石雑 帖板岩 2 25 8 7 5 14 頭部欠損 身部頑部区別なし 1469 

155 Eb37 10層 石錐 チャー ト!'ti占板岩 39 5 II 74 3 8 身部頭部区別なし 1420 

156 o, 37 10層 石錐 チャート 35 5 25 8 10 6 4 65 頑部有り 1427 

157 Eb37 l層 石匙 チャートttl占板岩 37 5 27 5 ， 6 65 1448 

158 Eb37 JOlei ビエス ・エス キーユ チャ ー ト 15 13 2 7 I 45 1431 

159 o, 37 8附 ピエス ・エス キーユ 粘板岩 28 20 5 8 5 2 1474 

160 Eb37 þÿ�6\d不定形石器 粘板岩 23 7 18 7 8 2 5 二辺に刃部有り 1707 

第14図 161 切 37 8倍 ビエス ・エスキーユ 粘板岩 32 36 10 6 10 2 1473 

162 Eb37 þÿ�6\d不定形石器 粘板岩 21 8 10 8 11 2 3 一辺IC刃部＂ り 1668 

163 防 37 818 不定形石器 駁灰竹I占板岩 25 25 ， 6 6 一辺IC刃部有り 1476 

164 Eb37 þÿ�1\d不定形石器 細9立紋灰岩 28 6 23 1 4 4 二辺IC刃部有り 1482 

165 切 37 癌不明 不定形石器 粘板岩 39 2 29 9 4 10 6 一辺IC刃部有り 1730 

166 DJ 38 9 li<i 不定形石器 チャ ー ト'I'll占板岩 22 15 5 4 I 3 二辺に刃部有り 1417 

167 切 37 þÿ�8\d不定形石器 粘板岩 444 29 4 14 15 7 三illlこ刃部有り 1475 

168 Eb37 l形 不定形石器 粘板岩 35 26 8 14 9 3 二辺IC刃部有り 1477 

169 Eb37 11!'1 不定形石器 枯板岩 62 35 18 5 35 7 二辺IC刃部有り 1429 

110 Eb37 l附 石製Pl盤 枯板岩 19 174 4 8 2 I 1416 

171 Eb37 J倍 石製円盤 粘板岩 19 5 19 5 4 4 2 I 1462 

172 Dj 38 lifi 石製円盤 枯阪岩 20 6 21 2 4 2 15 1412 

173 Eb37 þÿ�1\d石製P1盤 I占阪岩 37 34 4 7 12 2 1465 

174 Eb37 l層 石製Pl盤 枯阪岩 27 4 28 8 1 6 1464 

175 切38 8 li'l 石 樟 粘板岩ホル ンフュ ルス 48 5 17 8 10 13 2 嗣部残 1472 

176 切 38 8層 石棒 粘板岩 Si 8 24 20 37 I 碩部残 1471 

177 Dj37 8洒 野製石斧 便妙岩 64 35 5 12 41 6 ニ個のl¥'lみ有 り 1441 

178 恥37 þÿ�1\d装身具 駁灰岩I'!チャ ー ト 18 21 5 8 2 2 ク孔＋諒文 1430 

※鉄製品 ・古銭（第15図 179-185) 

鉄製釣針3点 (179- 1 81 ) ・ 器種不明の鉄製品 2 点 ( 182 • 183)・古銭 2点 (184・185)

が出土 した。 いずれの資料も、 腐植が著しい。 出土層位は、 184 • 185は撹乱層， 179・180 

・183が7層， 182が9層， 181が8層である。撹乱層を除き、 各層から平安時代の遺物が伴

第10表 Dj37• 38, Eb37 出土鉄製品 ・古銭一覧表

図 蔽 地区 ・倍位 器 種 長さ(..) 幅(,..) 厚さ(mm) 重さ(g) 備 考

第15図 179 Eb37 7庖

鉄鉄鉄不製製製釣約釣明針針針

15 5 14 5 3 0 0 5 腐蝕著しい。チモ ト部欠祖。

180 Eb37 7庖 20 0 2 0 3 0 0 4 腐蝕著しい。針先部欠捐。

181 Di 37 8 R'i 34 5 20 5 4. 0 2 8 腐蝕著しい。

182 Eb37 9枢i 53 0 II 0 5 0 6 3 腐蝕著しい。

183 Di 37 7形 不明 45 0 7 0 4 5 2 5 腐蝕著しい。

184 Eb37 IRう 古践 26 0 24 0 3 5 3 0 腐蝕著しい。文字読めず。

185 Eb37 _JIM __ 店践 23. 0 23 5 2 0 2_8 腐蝕著しい。文字読めず。

-29-



出している。 181はソフテックスによる写真撮影を行なった資料である。 （写真図版16)チモ

ト部は明瞭に形作 られ、内錬を有する。尚、ソフテックスの写真撮影に際しては、名古屋大学

文学部の渡辺誠先生並びに、久保和士氏のご協力を得た。記して感謝する次第である。

※骨角器（第15図 186-198, 第16図）

釣針 ・ 鏃 ・ 挟み込み式ヤスの鎌先 ・ 骨箆 • 刺突具 ・ヘラ状の骨器 ・装身具等が出土している。

186・187は釣針である。 186は軸部から弯曲部にかけての資料である。弯曲部はU字形を呈

し外鎌を有する。 187はチモト部の資料で突起を一個有する。 188 -191は鹿角製の鏃の茎部

と思われる資料である。破損のため全体の形状は不明である。 188・190・191ではアスフ ァ

ルトが付着している。 192は挟み込み式ヤスの鎌先と思われる資料である。頭部が欠損 し、胴

部から尾部にかけて残存する。 「ノ」の字形に反っている。断面形は円形を呈する。胴部に若

干ではあるがアスファルトが付着している。 193-198は骨箆である。すべて破損品である。

198は鹿の右側中手骨近位端後面を利用している。 199・200は刺突具である。 199は、鹿角

を棒状に加工している。 201はヘラ状の骨器である。イノシシの右肩甲骨の前縁から棘下窟に

かけて残存する。棘下高に刃部を作り出し、刃部には若干の刃こぼれを有する。陵には擦痕を

有している。 202-204は装身具と思われる資料である。 202は骨片に穿孔を有する資料であ

る。貫通しておらず未製品と思われる。材質は、人骨の大腿骨片である可能性がある。 203・

204は鹿角を板状に加工したものである。 203は破損しているため全体の形状は不明であるが、

線文を有している。 204 は三角形状を呈 し、側縁は擦ってある。 自然面 • 海綿質面を残す。腰

飾りの未製品であろうか。

第11表 Dj37• 38, Eb37 出土骨角器一覧表

図版 地区・ H位 器 極 材 竹 長さ(cm) 幅(n) nさ(a) 頂さ (9) 偏 考 な以番号

第15図 186 Eb37 I Jiii 釣針 鹿角 22 1, 3 3 チモト部先嬬 ・債先瑞一部欠!ii。 387 

187 o, 38 l尼i釣針 鹿角 2 0 4 4 5 チモト部～紬部残。突起を打する。 397 

188 Eb37 61/, 鎌 鹿角 23 6 5 5 駐邪のみ残。ア スファルト付n。 534 

189 じb37 I lei 銭 鹿角 23 7 5 5 !J,部のみ残。 448 

190 Eb37 61i'i 鎌 鹿角 31 8 6 11 駐部のみ残。アスファ ルト付行。 504 

191 Eb37 6/jij 汲 鹿角 3 2 8 6 I I 伍部のみ残。アスファルト付?f。 505 

192 Eb37 6/i'i 挟み込み式ヤス頂先 鹿角 5 6 I 5 ， 3 0 頭部欠m。枯部にアスファルト 若 Flti'i。 388 

193 Eb37 þÿ�1\d1'l 箆 中手中足fl 44 I 0 7 2 3 577 

194 Eb37 1 li'i 竹箆 中手中足1't 33 I 6 8 2 2 払部のみ残。 567 

195 Eb37 I li'i tt 箆 中手中足竹 4 2 I I 5 1 2 へう先部のみ残。 391 

196 Eb37 I Hii fl 箆 中手中足廿 4 3 I 0 4 l 9 458 

197 Eb37 6 i.i 廿箆 鹿中手竹 2 6 I 5 6 2 3 前面利用 451 

198 Eb37 I Ii'! H 箆 鹿右中手竹 11 6 I 9 I 3 115 後面利用 446 

第16図 199 Eb37 I Jiil 剌突具 鹿角 3 9 8 7 2 4 447 

200 Eb37 I尼i剌突具 中手巾足i't 54 ， 7 21 579 

201 Eb37 I祐 ヘラ状,t器 イI ・ン・ンむ＂甲tt 11 6 3 6 17 13 3 568 

202 o, 38 l Ii, 装身具 ？ 人？大腿1'1 3 4 2 5 I 0 3 2 が孔あり。 398 

203 切 37 þÿ�8\d装身具 鹿角 1 8 I 3 0 4 0 6 穿孔＋線文。 449 

204 Eb37 I厄i装身具 鹿角 8 2 6 8 I 6 26 0 559 
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※自然遺存体

第12表は、斜面部中位の各発掘区から得られた動物遺存体の出土数の一覧表である。第6表

の層の対応関係を示した層番号に従って、種及び部位別に選別、分類 しているが、ボーリング

調査から得られている資料は含まれていない。またこの表の第12隠の遺存体は、Dj37区の貝層

に伴う魚骨層から、得られた資料である。この調査では包含層の発掘は行なわれていないため、

他の遺存体は明らかにされていない。

第12表 Dj37• 38, Eb37 出土自然遺存体

第12表ー 1 出土魚 骨

種 エ盾 サ ァ

ォ カツオ マグロ類 プ リ スズキ マ ダ イの メ ザ
種目 メ

部
尾椎 主 椎尾下歯 方 椎 前上 歯

椎 前贔 歯 主 椎前 頭 前上 上 歯 関 方 舌 塁
位 鯉 部尾 鯉

顎 節 顎
区 歯蓋 顎 壺 頭頂 胃 暑． 互自 点目 ,.. 自... ,m目, ,ra. 自 巫自 血自 忠同 ’豆目 尽自 邑自 尽自 骨

'' 屈 棘骨 LR 
・"'-自 屈目 屈自 L R L R骨 L R L R 尽目 L R L R L R骨 巫目 屈目

L R L R L R LR L R L R L R 

l 2 1 1 31 I 1 1 20 1 2 4 I 1 1 1 3 5 2 4 2 7 1 3 2 2 1 1 2 

3 8 2 I I 
DJ 

4-6 3 18 3 I I 1 l J J J I I I 2 l 
37 

7 l 4 I I 

8 1 I 4 2 I 
38 ， 3 
Eb 

10 2 5 I 1 
37 

12 7 

合計 l 5 I I 1 63 1 1 1 l 46 l 1 2 5 l 1 1 l 2 4 7 3 6 2 9 2 2 6 2 3 I 1 3 

第12表ー2 出土シカ骨

種 マ タ カサゴ科 ヒ マ ア

ダ イ フグ 目 ラ ダ イ

イ 類 の一種 メ ラ ナ
メ

部 ， 椎上 下 歯 贋
椎 歯 椎舌

区
位 顎 顎

胃
顎

歯 歯 骨 忌自 庄自

陪 ＇ 且目 L R ..... 目 尽目←一ァ―
L R L R LR LR L R L R 

種 シ‘ 力

部 鹿 下 上 尺 踵 距 腔

角 顎 腕
区 位

豆自 ,ra. 自 昂自 序自 序自． 忌目

層 片
L R L R L R L R L R LR  

1 41 1 l l 2 1 1 1 1 

Dj 4-6 16 1 
I JO I I I I 37 

7 6 ． 
3 

恥
4-6 I 2 1 I 2 I 

37 

38 8 1 

Eb ， 1 
7 

8 I 
37 

合計 65 1 1 1 2 1 1 1 2 

38 ， 
Eb 

lO 2 
37 

12 

合計 1 15 1 I I 1 2 I 1 l 

第12表ー3 出土シカ上顎骨

歯 L R 

p ' p ' p ' C 切胄切贋 C p ' p ' p ' 
M'紺M1 MI M2 M 3 

隠 m4而 m2 C C m2叩 m4

(m') (M2)(Mり
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第12表ー4 出土イノシシ骨 第12表ー5 出土イノシシ上顎骨

位

種
．
部

区 ・層

イノ シ、ン

距

叫蒻
Eb37 I 4-6 I 2 

｀ 歯

L R 

p'p'P2 C 1'12 l1 !1 !2 !3 C P2 P3 
M, M2 M ' p ， p I MI M2 M 3 

m4而 m2 C 1 ・3I ・2 I I 1 】 12 1 3 C m2叩 mヽ

6 
(M') (I') (M') 

(C) (p') 

第

12
表
ー
6

第12表ー 8

第12表 ー9

出 土 貝

腹 足 綱 二 枚 貝 綱

種 工ユ ィク コス タク オ ウ ッヒ チェ レイ マウ
； ィ ァ ゥ

ソいキ シ シ’ マ 口 才 ヂ ゾ チ

ダポ 夕 夕 ヘ ミ
メ レ イ ポ ム

ヤ 9ゞ
ノ チ ガガ サ

アカ 夕 力ヵ→ ガ
キマ

夕 ミヂ シ‘ ガ フイ ガ
ピキ ピ 二

ガ ガ
サgィ区 ヮサ ミガ ン ピ ポミ ガ 二 キ リ イ

ガ ガ ガ ガ ガ ガ ポ ガ

層 ピイ イ イ ラ イ イイ イナイ レ ラ ライ シキ イ種 L R L R LR 
， 

I 3 I I 4 I 14 3 I 2 2 28 3 74 2 5 I 14 II 3 6 I I 
DJ 
37 3 I I 1 8 3 2 

38 4-6 2 I 3 2 I 1 7 I I 4 2 

Eb 12 I 
37 

合計 6 2 1 7 2 1 16 4 1 1 2 2 43 4 77 2 5 I I 14 17 3 7 3 I 

出土哺乳類骨

種 ! 
夕 ィ

不類； 丘
オセ

ウサギ科 ヌ キツネ． キ ヌ トイ
明

明
部 下 上基 贔 下! 下臼下臼 橙 小岳自 椎骨 腔

位 顎歯顎歯
型 海

顎 腕節
盆 陸

区 第＾第＾ 獣

巫＂ 骨骨 ICI IC) -M, 二M, 庄自 獣 骨． .,.自, 
瓜目

庖
L R L R L R L R L R L R L R LR 片 骨片 LR 

I 1 I l 4 l I 3 

Di 3 I 

37 
4-6 I I 2 4 1 

38 7 I I 4 3 
Eb 
37 8 I 1 

合計 1 I I 1 I I 1 I I 6 7 4 I 6 

出
土
棘
皮
動
物

第

12
表
ー
11

出

土

鳥

骨

第

12
表
ー
10

出
土
ハ
虫
類

節
足
動
物

位

種

．
部

区． 層

ウミガメ

骨

片

Di37
.
3
8
E
b
3
7
 

6
 

3

-
～
＿
7
-
8
 

4
 

911 

9

-
4
-
3
 

合計 12611

種

区． 層

部位

ズ
ナ
ギ
ド
リ

ハ
シ
ボ
ソ
ミ

の
一
種

ウ

科
の

一
種

キ
ジ
科

嗜8
Eb37 /4-6 

上
腕
骨

中
手
骨

1 11 
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2. E 40・F 40地区

該区の斜面部東側の大部分は、現在水田として利用されている。この水田に隣接する西側部

分は、中沢浜貝塚の指定範囲の東側境にあり、僅かに畑地として取り残されている。この斜面

部下位にあたる畑地では、骨角牙製品、石器、土器片などの遺物が採集され、貝殻などの散布

が見受けられるが、斜面部中位においては、殆どが盛土が施された畑地で、遺物は得られてい

なし沿

これらの畑地部分の調査にあたっては、 1.5X3mグリッドを甚本として、斜面部中位の標

高約11-12m地点にEa40、Ed40区の、下位では標高約9-lOm地点にEh40、Fa41区のグリッド

を設定し、遺物包含層などの検出状況に応じて拡張した。

その結果、 Ea40、Ed40区の盛土下は、砂層が厚く堆積しており、しかも砂層上部の大部分は

耕作等の撹乱を受け出土遺物も少なく、 主にEd40区の砂層下部から縄文土器、須恵器などの破

片、石器などが得られることが知られた。また、各区とも約 1.5 m掘下げ地点から自然崩水の

ためボーリング調査が行なわれ、Ea40区の表土下 2.9m地点からは混貝土層が検出されること

が判明したはか、 Ed40区では、約 2.3 -2. 6 m地点から縄文前期末葉頃の遺物を伴う土層が検

出され、更に最下部の 3.9 m地点で、ほぼ地山に達した。

Eh40、Fa41区では、弥生時代頃の遺物包含層の分布などが確認された。この包含層は、Eh40

の南西側隅部分からFa41区の西側、東西 0.7 m、南北2.6mの範囲にかけては急に落ち込み消

滅しているが、層厚約30cmで南側にゆるやかに傾斜しながら東側に拡がるように分布し、精査

の結果幾層かに細分層さ れることが判明した。そ して分層された各層からは、縄文前期前葉～

晩期末葉頃の土器とともに、弥生時代に属する復元可能な土器が出土した。発掘時点では遺物

の出土状況などから遺構の可能性もあり、層の落ち込み状態などを確認しながら掘下げを行な

っているが、同区からは検証されていない。また、この包含層下には、出土量は少ないが、 縄

文土器をはじめ、獣骨類、人骨片などの遺物を伴う砂層が堆積することが判明しており 、つづ

くボーリング調査の結果からは、 Eh40区では表土下約 3.5 m地点で地山に達すること、Fa40区

では約 3m地点から混貝土層が検出されることなどが知られた。そのはか、各区の表土中には、

貝層プロックなどが含まれ、骨角牙製品などの各種の遺物が得られたが、ここでも 2次堆積に

よるものであることが判明している。

① Ea40• Ed 40 

a、基本層序

斜面部東側中位の層序は、第 9図に示 し、 第7表には、 各層の土色や土性などについての一
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覧表を付しているが大部分、ボーリング調査による土層サンプルの観察結果に基づいてい

る。そのため各層の対応は明確ではないが、第 6表に従って層の堆積状態などについて記述

する。

第 1層は、表土の耕作土及び撹乱層である。上部は地山色の盛土が堆積し、下部は砂層及び

砂質シルト層である。 Ea40区では、特に撹乱が著しく表土下約 1.4 m地点から自然湧水する。

Ed40区では、鉄さいなどが得られているが、 そのほかの出土遺物は少ない。第 2 層 • 第 3 層は、

主にEd40区に堆積する砂層、砂質シルト 層で、いずれも緩やかに南及び東方向に傾斜する。縄

文土器、須恵器など各時期の遺物がある。出土量は少ない。第 4層～第11層は、シルト層であ

るが、 Ea40区とEd40区との層の対応は不明確である。Ed40区の大別される4層-7層には、ホ

乳類などの骨片が含まれるほか、6層からは大木7b、7層からは大木7a式などの縄文中期前

葉頃の土器片が得られる。第12層は、グライ化した層である。Ea40、Ed40区に堆積し、 同一層

の可能性がある。第13層～第18層の対応は判然としない。 Ea40区の大別される層の 8層は混貝

土層で、縄文前期中葉頃に相当する大木4式の土器片が伴出している。またこの層中に認めら

れる貝は、破砕貝が多く 含まれるが、種などを知る資料は得られず不明である。そのはかの遺

物としては、マグロなどの魚骨や破砕骨などが含まれている。Ed40区では、この層は検出され

ていない。 9層は混貝土層下の層である。 Ed40区の11層との対応は明確ではないが、この11層

中から得られた土器底部、体部、口縁部破片などの資料には、繊維の混入する土器片などが含

まれており、前期初頭頃？の包含層としての可能性が考えられる。更にこの層下では、サルス

を多く 含む地山に近い土層を検出 している。

b、出土遺物

※土器 • 土製品（第17図• 第13表）

縄文時代中期 ・後期・晩期， 平安時代の遺物が出土 している。 205-214は縄文時代中期の

資料である。 205は深鉢である。 胴部が膨らみ、頸部で締まり、口縁は外傾する。口唇部には

貼付文を有する。頸部から胴部にかけて、縦位の弧状沈線， 斜め • 横位の沈線によ って文様が

意匠されている。 206 • 207は同タイプの資料で、横位の沈線十斜め ・弧状の沈線により文様

を意匠する。 208・209は体部資料である。横位の沈線・波状沈線が施文される。 210は刺突

文列を有する資料である。口縁は波状を呈 し、 若干であるが内反する。 211-213は帯状の貼

付文を有する資料である。貼付文上に、 211では縄による刻目が、 212では縄文の充填がみら

れる。 214は渦巻文を有する資料である。

215 -218は縄文時代後期の資料である。 215-217は横位の沈線を施文する資料で、沈線

間に刻目を施こすもの (215・217)と、 縄文を施文するもの (216)とがある。 215は口唇
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部に山形の突起を有し、突起には刻目を有する。 218はボタン状の貼付文を有する資料である。

口唇部に刻目を有し、頸部には磨消縄文が施こされる。

219 -224は縄文時代晩期の資料である。 219は口縁部資料である。口縁は内反 し、 口唇部

に 小 突起を有する。口頸部には横位の沈線が施文され、 沈線間には刻目を有する。 220-222 

は 雲 形文 .K字文を意匠する資料で、 221・ 222では磨消縄文を用いている。 220は 、 口唇部

が大きく内側に突出し、突起 • 刺突文列を有する。 223・224は、沈線 十二個一対の貼瘤を有

している。

225は平安時代の遺物である。須恵器の甕の体 部 資 料 で あ る。

226,..., 228 は土製品である。 226 • 227は土製円盤である。土器片 の 再 利 用 で あ る が、 227

は厚手である。 228は器種不明の土製品である。穿孔を有する。表面には貼付文を有し 、 貼付

文上には剌突が施こされている。

第13表 Ea40• Ed40 出土土器• 土製品

図 版 グリッド・屈位 器形 文 様 の 特 徴 他 内面調整他

第17図 205 Ed 40 13陀i深鉢 口唇：突起＋刻目．口頸：横位沈線＋斜め沈線（末端渦巻文） ＋縦位弧状沈線 ミガキ

206 Ed 40 9肪 深鉢 口頸：横位平行沈線＋斜め沈綿 ミガキ

207 Ed 40 Ill邑 深鉢 胴：横位平行沈線＋縦位弧状沈線 ミガキ

208 Ed 40 9杞 深鉢 胴 ：縦位縄文 CLR) +縦位綾絡→横位沈線＋横位波状沈線 ミガキ

209 Ea 40 l尼i深鉢 胴：横位縄文 (LR)→横位沈線＋横位波状沈綿 ミガキ

210 Ed 40 IO陪 深鉢 口頸：剌突文列 ミガキ

21 I Ed 40 8陪 深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→帯状貼付文→刻目 ミガキ

212 Ed 40 8屈 深鉢 胴：横位縄文 (LR)→帯状貼付文→充填縄文 CRL)、胎土：金雲母多し ミガキ

213 Ed 40 2厄i深鉢 口端 ：沈線．口頸：横位縄文 (RL)→帯状貼付文 ミガキ

214 Ed 40 8尼i深鉢 口頸：貼付文＋渦巻文、胎土 ：金認母多し ミガキ

215 Ea 40 1屈 深鉢 口唇：突起→刻目．口頸：横位平行沈緑→刻目 ミガキ

216 Ed 40 þÿ�2\d深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→横位平行沈線 ナデ

217 Ed 40 2庖 深鉢 胴 ：横位平行沈線→刻目 ナデ

218 Ed 40 2 /('j 鉢 口端 ：刻目．口頸：縄文(?)→横位平行沈線→磨消縄文＋ポタン状貼付文 ナデ

219 Ea 40 l屈 鉢 口唇：小波状突起．口頸 ：横位平行沈線→刻目、胴：横位縄文 CLR) ミガキ

220 Ea 40 l陪 鉢 口唇：突起→刻目 ＋横位沈線＋刻目，口頸：横位縄文（し R)→区画沈線→磨消縄文 ナデ

221 Ed 40 3厄 鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線→磨消縄文 ナデ

222 Ea 40 l尼i 鉢 胴：横位縄文(LR• R L) →区画沈線→磨消縄文 ミガキ

223 Ed 40 8尼i 鉢 口唇 ：突起，口頸：横位平行沈線→二個一対窟状貼付文，内面：沈線 ナデ

224 Ed 40 2府 鉢 口唇 ：刻目．胴：横位沈線→二個一対瘤状貼付文．内面：沈線、胎土：金雲母多し ミガキ

225 Ed 40 8陀i 甕 須恵器

226 Ed 40 3杞i土製円盤

227 Ed 40 þÿ�3\d土製円盤

228 Ea 40 表採 土製品 表：隆線→刺突

第14表 Ed40 出土石器•石製品一覧表

図 版 地区 ・府位 器 種 石 材 長さ(.,.) 輻(,..) 厚さ(..) 団さ (,) 欠f且部 備 考 登録番号
第18図 229 Ed40 1/r'i 石銭 粘板岩ホルンフェルス 23 0 13 0 3 5 0 85 無茎石鎌 1406 

230 Ed40 I/ti 石銭 極細粒屈灰岩 34 5 23 5 7 5 4 7 無苓石鎌 1405 
231 Ed40 l!'i 石鉗 チャート 27 5 10 0 9 0 I 4 1407 
232 Ed40 3'1'i 不定形石器 輝緑駁灰岩 36 5 18 5 7 0 I 4 1410 
233 Ed40 8 li'i 不定形石器 チャート 28 0 14 0 JO 0 3 3 1411 
234 Ed40 I研 石製円盤 粘板岩 31 5 32 0 6 0 5 5 1689 

第15表 Ea40• Ed40 出土骨角器

図 版 地区 ・栖位 器種 材 '!'t 長さ(.,.) 幅(mm) 財さ(..,) 屯さ(g) 価 名 登録番号
第18図 235 Ea40 I屈 鈷頭 鹿角 27 0 IO 0 11 5 I 7 頭部 ・尾部欠Ill 507 

236 Ea40 1 l!'i 骨箆 鹿右中手廿 104 5 27 0 16 5 14 8 前面利用 522 
237 Ed40 I庖 装身具？ 鹿角 （？） 73 0 11 0 6 5 4 5 384 

-41-



※石器 • 石製品（第18図 229- 234 • 第14表）

石鏃 2 点 • 石錐 1 点 ・ 不定形石器 2 点 • 石製円盤 1 点が出土している 。 229 • 230は無茎石

鏃で基部に袂りを有する。側縁形状は、 229が外側に弧を描き、 230では扶りを有する。 231

は石錐である。頭部と身部の境が不明瞭である。 232 • 233は不定形石器である。刃部は両側

縁に形作られ、外側に弧を描いている。 234は石製円盤である。偏平な粘版岩を円形に打ち欠

いたものである。

※骨角器（第18図 235- 237 • 第15表）

鈷頭 1 点 ・ 骨箆 1 点 • 装身具?1点が出土している。 235は鈷頭である。燕形の鈷頭で、頭

部 ・尾部が欠損する。背面から腹面にかけて索孔を有する。 236は骨箆である。鹿の右側中手

骨の近位端前面を利用している。 237は装身具と思われる資料である。鹿角？を丁寧に加工し

板状にしたものである。垂飾品の未製品であろうか。

※自然遺存体（第16表）

斜面部東側中位の各発掘区から得られた動物遺存体の大部分は、第16表に示しているように、

第 1層の耕作などによる撹乱層から出土した資料である。現代のものも伴出しており、後世に

混入した可能性がある。出土した貝類では、完存貝が比較的多く得られている。

第16表 Ea40• Ed40 出土自然遺存体

o Ea40 

第16表-1 出土貝

腹 足 綱 枚 貝 綱
種
． 

マイ ノ‘ t 夕エク ヒア レチ ヒミ

仇； ィ

コ
名

ゾ ボ イヂ メガ 夕 マ
レカ マ

工 キ ガ ガ マ キ
区 ア シミ グ ガ ガ

ヮガ ガニ ゾ
ガボ ボ、ボ イ リ イ イ イ

層 ビイ イシ イラ フ- フ- 藉キ
LR LR LR LR L R 

Ea I 1 14 2 1 1 1 7 1 1 1 5 1 5 1 1 5 4 1 1 40 

節
足
動
物

皮
動
物
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第16表I4出土魚骨
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② Eh40、Fa41

a、基本層序

斜面部東側下位のEh40区、Fa41区では、弥生時代頃の遺物包含層が検出されている。この

包含層は、表土下約50-60cmに分布 し、 層厚は最も厚い部分で45cmを測るが、遺物取り上げ

層は、各区とも3層-5層に細分される。これらの層から出土した資料には、同一個体の組合

せをもつ資料があり 、同一時期の遺物包含層であることが明らかにされている。またこの包

含層下に は、 混貝土層などが分布していることが、ボーリング調査によって明らかとなって

いる。ここでは、これらの遺物包含層の分布状態やボーリング調査結果を中心に層の堆積状態

などについて、第 6表の層の対応表に従って述べる。土色や土性については、第 7表に示して

しヽる。

第 1層は、表土の耕作土である。 2次堆積による貝層ブロックを含む。貝層部分からの動物

遺存体などの出土量は多い。 Eh40区、 Fa41区に見受けられる。

第 2層は、遺物包含層直上の層で旧表土？である。南方向に緩やかに傾斜し、著しく撹乱を

うけている。径30-40crnの礫を含む。

第3層は、黒色砂質シルト層で、遺物包含層である。この層下部からは、縄文・弥生時代頃

に相当する復元可能な土器破片や各種遺物などが出土する。Eh40区の南西側隅部分とFa41区西

側の東西約 0.7 m、南北2.6mの範囲は消滅し、第 2層が厚く覆っている。

第 4 層•第 5 層は、 細分された遺物包含層で、 Eh40区の 4 層、 Fa41 区の 4 層 、 5 層の遺物取

り上げ層があり 、弥生時代の土器片などが得られ、中には同一個体の組合せをもつ資料が含まれ

る。 4層は、黒褐色砂質シル ト層であるが、 5層は黒褐色の細砂が混在するにぶい黄褐色砂層

である。 Eh40区では判然とせず、下部からは自然湧水する。

第 6層～第9層は、主としてFa41区のボーリング調査によって大別された層であるが、 Eh40

区では検出されていない。第 6層は、包含層哨下の層で、遺物包含層の消滅する西側部分にも

堆積する。この層中からも土器片などの遺物が得られているが、形成時期は判然としていない。

また西側部分は傾斜する。

第10層は、Eh40区に分布する遺物包含層で、かなり固くしま った酸化した砂層である。この

層からも、第 4層などから得られる同一器種の弥生時代の資料が出土する。層厚約10cmで、南

方向に緩やかに傾斜する。 Fa41区では、第 9層下に検出されており、同一層の可能性があると

すれば南方向にかけてかなり急に落ち込むことが予想される。

第11層は、黒褐色砂質シル ト層で、Eh40区の 6層、 Fa41区の11層から検出される。

第12層～第21層は、シルト層である。 Eh40区の10層下はグライ化した土層が検出される。表

-46-



土下約3.3 - 3. 6 m地点にあたる最下部の15層、16層からは、地山色の土層が検出される。ま

たFa41区の大別される1i層の、表土下約 2.6m地点からは混貝土層が検出されているが、層中

に含まれる主体となる貝種は、破砕貝のため把握されていない。

b、出土遺物

※土器（第19図～第31図 423-428・ 第17表）

縄文時代前期・ 中期 ・後期 ・晩期．弥生時代の逍物が出土している。238-242は縄文時代

前期の資料である。 238 • 239は、胎土に植物性繊維を含み、不整綾絡文が横位に施文されて

いる。 240- 242は波状の文様を有する資料で、 240・241は貼付文により、 242では沈線に

よって波状文が意匠されている。

243 -269は縄文時代中期の資料である。 243は縦位の鋸歯状貼付文を有し、貼付文上には

RLの単節斜縄文が施文される。 244- 247は沈線による波状文を有し、 247では波状口縁を

なす。 248 • 249は、口頸部に、口縁に平行する数条の沈線を展開し、沈線間に斜めの弧状沈

線 (248) • 刻目 (249)を施文する資料である。 249では沈線上に縄文原体の側面圧痕文を

有する。 251・252は縄文原体の側面圧痕文を有する資料で、 252では側面圧痕文により渦巻

文や区画文を意匠 している。 253- 255は細い枯土紐の貼付により、曲線 ・鉤状の文様を意匠

している。 256・258-261・263 -265は渦巻文を有する資料である。渦巻文は、主に隆沈

線によって意匠されているが、 256では口縁の折り返しと、幅広い粘土紐の貼付によ り渦巻文

が意匠されている。 265では口唇部に渦巻文を有する。 266-269は、隆線 ・沈線 ・磨消縄文

の並用により区画文を意匠する資料である。

第20図 270- 274は縄文時代後期中葉と思われる資料である。 270は、底部付近の資料で、

横位の平行沈線の間に、斜めの沈線を施文 している。 271は壷の口縁部資料である。口縁部に

鰭状の突起を有し、突起には刻目が施される。刻目は突起より口縁部下半に横位に展開し、 ロ

縁部と体部を区画する。 272・273は横位の多条平行沈線を施文し、沈線間には縄文が施文さ

れる。274は、沈線 ・磨消縄文により区画文を意匠する。全体的に入念な磨きがかけられている。

275 -302は、縄文時代後期後葉～晩期前葉にかけての資料である。275- 278は、横位平

行沈線＋刻目により文様を意匠する資料である。 276は口縁部資料で、刻目の施された山形の

突起を口唇部に有している。 279-285は、沈線 ・磨消縄文により区画文を意匠する。口縁形

状は、小波状口縁 (279 • 283) のもの • 口唇部に突起を有するもの (281・282・285)が

ある。 294・295は、入組文を有する資料で、入組区画内には刺突が施される。入組文の交点

には半裁竹管による交互刺突がなされ、 294では波状を呈 している。 286-290・292・297 

- 299 · 302 は、 三叉文 • 玉抱き三叉文を有する資料である。 290 • 292は、三叉文が接続し、
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交点に剌突が施してある。 289は、口縁部の突起資料である。中央部に穿孔を有し、その回り

に三条の三叉文が施文されている。表裏とも入念に磨かれている。 302は深鉢の口縁～体部上

半にかけての資料である。口縁は若干であるが内反し、口唇部に突起を有する。文様は頸部に

施文され、口縁部と体部には縄文が施文される。文様部と地文部は沈線によって区画される。

頸部文様帯には 、 三叉文 • 玉抱き三叉文 ・人組文が施文され、入組文は一条の沈線によって分

断されている。円文の中央部には径 3mm程の穿孔を有する。

303 -310は縄文時代晩期中葉の資料である。磨消縄文が多用され、沈線＋磨消縄文により、

雲形文等が意匠されるか、全体的に小破片のためモチーフは不明である。 310は壷の体部～底

部にかけての資料である。体部上半には磨消縄文によってエ字文を意匠する。体部下半には縄

文が施文され、文様部と地文部は二条の沈線によって区画されている。

第22図311-319・ 第23図-30図•第31図423-428は弥生式土器と思われる資料である。

高杯 ・鉢 ・壷 ・甕 • 蓋が出土している。出土点数も多く 、 以下器種ごとに説明を行なう。尚、

口縁部資料で、高杯 ・鉢のどちらの器種に属するか不明のものは、一括して説明してある。

A 高杯（第22図 3 1 1 - 3 1 9 • 第23図320-336・ 第24図 • 第25図 351 -353) 

311• 315 • 316 • 347 • 349は二個一対の瘤を有する資料である。 311は、頸部がくびれ

て口縁部が外反し、波状口縁をなす。波状部に刻目を有する。口唇に一条、内面に波状沈線 ・

横位沈線の二条の沈線が施文され、波状沈線は波状部の刻目に連結する。 342・343は二個一

対の瘤をもたず変形工字文を有する資料である。口縁は波状を呈し、 342では波状部に刻目を

有している。口縁形状は、 342では外傾ぎみに立ちあがり、 343では頸部がくびれて口縁部が

外反している。変形工字文は体部上半に施文され、体部下半には LRの単節斜縄文が横位に施

文され、 343 では脚部にも縄文が施文されている 。 312 · 3 1 3 • 344は、三条の横位平行沈線

を一単位として文様を意匠する資料である。口縁は平縁をなし、若干ではあるが 313では外反

• 344では内反する。文様は体部上半の上段と下段に一単位ずつ施文され、体部下半には縄文

が施文されている。344では口縁部にも横位の沈線が一条巡る。 328・350は脚部資料である

が、三条の横位平行沈線を一単位として施文している。 319- 327 • 348は三条の横位平行沈

線と、 1 - 4 条の弧状• 波状の沈線によって文様を意匠している。 329-336 • 345・346は

磨消縄文手法を用いている資料である。 355 • 346は平縁をなし、口縁部は外傾する。

口頸部に三条の横位平行沈線を巡らし、体部文様部と区画する。体部文様部には磨消縄文によ

る三角形状文等の区画文が意匠される。体部下半は無文で、沈線によって文様部と区画されて

いる。

B 鉢 (337・338・354-356) 

337 • 354 -356は、 二個一対の瘤を有する。口縁は 354では波状、 337・355・356では
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平縁をなす。口縁形状は、337は内反、 356は外傾、 354・355は、頸部で直立ぎみに立ちあ

がっている。 354-356は体部上半に変形工字文が施文され、体部下半は、縄文が施文される

もの (354・355)と無文のもの (356)とがある。 337は、体部は無文で、口頸部に四条の横

位平行沈線を有 している。 338は、二個一対の瘤をもたず、変形工字文を施文する資料である。

口縁は波状を呈し、口縁部は内反している。頸部には二条の沈線を巡らし体部と区画する。体

部には施文の雑な変形工字文が意匠され、さらに一条の沈線が巡り、下半の無文部とを区画し

ている。

C 高杯 ・鉢破片資料（第23図339- 341 、 第26図 • 第27図 • 第28圏395-405) 

高杯 ・鉢の破片で、底部の形状の不明なものについては一括して説明を行なう。第23図339

-341・ 第26図 357-365は二個一対の瘤を有する資料である。 339は頸部がくびれ口縁部は

外反している。変形工字文内に刻目を有する。 340 • 341 • 357 • 358は、口縁は平縁をなし、

頸部がくびれ、 340では外反、 341・ 357・358は内反している。357では体部上半に変形工

字文を意匠し、一条の横位沈線を巡ら し、体部下半の地文部と区画している。 359-364は、

二個一対の瘤を有し、波状口縁をなす資料である。頸部がくびれ、口縁部は外反する。波状部

に360・362-364では刻目を有し、 361では凹みを有する。 359では、波状部の口唇部のみ

に横位の短い沈線が三条施文されている。

366は浮文を有する資料である。 三条の浮文が一単位となり文様を意匠する。高杯 ・鉢の破

片として取り扱ったが、蓋の可能性を有する。

367 -390は、 二個一対の瘤がなく 、変形工字文を意匠する資料である。 367-377は口縁

が波状を呈する。頸部がくびれ口縁部が外反するもの (367-371)、口縁部が外傾するもの

(372-375) 、 口縁部が外反するもの (376 • 377)がある。波状部は刻目を有するもの (369

· 37 1 ) と、凹みを有するもの (368 • 374 -376)がある。 378-391は口縁が平縁をなす。

頸部で「く」の字状に折れ曲り内傾するもの (378・379)、頸部がくびれ外反するもの (380)、

口縁部が外傾するもの (381-391)がある。各資料は、内面に口縁に沿うように一条の沈線

を有している。

394 -402は磨消縄文手法を用いている資料である。 394は、口縁は波状を呈し、波状部に

凹みを有する。体部は外傾ぎみに立ちあがり、頸部で若干内反している。頸部には三条の沈線

が巡り体部文様部と区画する。体部文様部には、沈線＋磨消縄文により変形工字文が意匠され

る。 395-401は平縁をなす資料である。 体部から口縁部にかけて外傾する資料が多くみられ

るが、401では頸部で一度締まり 、口縁が外傾している。頸部に横位の沈線を施文し体部文様

部と区画している。402は体部資料であるが、文様部と無文部とを区画する横位の沈線内にも

磨消縄文がみられる。
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403 -405は、横位平行沈線と地文のみによって加飾を行う資料である。三条の平行沈線が

ー単位となっている。 403・404は口縁が波状口縁をな し、 波状部には凹みを有する。 404で

は波状部に連結する弧線が施文されている。平行沈線は体部上半に施文され、体部下半には縄

文が施文されている 。 口縁形状は、 403 が外傾 • 404が外反する。405は、口縁が平縁をなし、

口縁部は外傾する。平行沈線は頸部に施文され、体部には縄文が施文されている。

D 小型鉢（第28図 406 • 407) 

406は、瘤を有する資料である。体部上半で最大幅を測り 、頸部で一度締まり、口縁部は直

立ぎみに立ち上がる。口縁は平縁をなす。施文は、頸部に四条の横位平行沈線を巡 らし体部に

は縄文を施文している。407は磨消縄文手法を用いる資料である。体部が膨らみ、頸部が締ま

り、口縁部は外傾し、 「く」の字状に折れ曲っている。

E 壷 （第28図408- 410 • 第29図 • 第30図418)

408 · 409 • 416は口縁部資料である。口縁が平縁をなすもの (408・409) と、波状口縁

をなすもの (416) とがある。口端部に二条の沈線 (408・409) と、隆帯 (416)を施して

いる 。 408 • 416では二個一対の瘤を有する。 411-414は肩部資料である。沈線＋刺突文列

(411)、磨消縄文 (412-414)によ って施文されるものとがある。 410は体部下半の資料

である 。 多重の変形工字文が施文される 。 4 1 7 • 418は体部中央部で最大幅を測る壷である。

頸部で締まり 、口縁部は 417では外反している。頸部に横位の沈線を巡らし、口縁部無文帯と

体部地文部を区画する。体部には LRの単節斜縄文を斜めに施文している。415は無文の壷で

ある。口縁部が狭く 、晩期の資料の可能性がある。

F 甕（第30図419-422) 

419は体部上半で最大幅を測る。頸部は締まり 、口縁は外傾する。頸部に横位の沈線を一条

巡らし、体部地文部と区画する。420-422は変形工字文を有する資料である。 421・ 422は

二個一対の瘤を有している。口縁形状は 420・421が内反している。421では平縁をなす。

G 蓋 （第31図 423-428) 

423 -428は蓋と思われる資料である。横位 ・斜めの単節縄文を施文するもの(423-426) 

と、無文でナデの痕を残すもの (427・ 428)がある。

※土製品（第31図429-439・ 第17表）

429 -436は土製円盤である。土器片を円形 ・楕円形に加工 したものである。436では穿孔

を有している。437・ 438は土製耳飾りである。沈線によ って文様を意匠しているが破片のた

めモチ ー フは不明である 。 429 は土偶の肩部資料である 。 沈線 ・ 刻目 • 貼瘤によ って文様を意

匠する。
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第17表 Eh40• Fa41 出土土器• 土製品一覧表

図 版 グリッド ・l!'i位 器 形 文 様 の 特 徴 他 内面調整他

第19図 238 Fa41 4だi深鉢 口頸 ：横位縄文（不整綾絡） ミガキ

239 Eh40 3尼i深鉢 胴 ：横位縄文（不整綾絡） ナデ

240 Eh40 2/丹 深鉢 頸 ：波状貼付文 ミガキ

241 Fa41 4厄i深鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→波状貼付文 ミガキ

242 Fa41 2 R'i 深鉢 口端 ：横位貼付文→刺突．頸 ：縄文（撚糸） →沈線 ミガキ

243 Fa4 1• Eh40 表採 深鉢 口頸 ：縦位鋸歯状貼付文ー横位縄文 (RL) ミガキ

244 F'a41 3附i深鉢 頸 ：横位鋸歯状沈線 ミガキ

245 F'a41 3 /!'i 深鉢 頸 ：縄文 （撚糸？）→横位鋸歯状沈線 ミガキ

246 Fa41 3厄i深鉢 胴 ：横位糀文 (LR)→横位波状沈線 ミガキ

247 Fa41 3恩 深鉢 口端 ：沈線，0頸 ：剌突＋横位鋸歯状沈線＋横位沈線，内面 ：折り返し ミガキ

248 F'a41 4荊 深鉢 口頸 ：横位沈線＋縦位孤状沈線＋刺突 ミガキ

249 Fa41 3厄i深鉢 口端 ：縄文原体押圧＋沈線．胴 ：横位縄文 (RL) ミガキ

250 Fa41 I恩 深鉢 口頸 ：横位縄文 (RL)→横位沈線 ミガキ

251 Eh40 3阿 深鉢 口頸 ：縦位縄文 (RL)→押圧縄文 ミガキ

252 Fa41 3陀 深鉢 口唇 ：押圧縄文＋渦巻状貼付文．口頸 ：縦位縄文 (RL)→押圧縄文 ミガキ

253 Fa41 þÿ�3\d深鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→貼付文．胎土：金芸母多し ミガキ

254 Fa4l 3府 鉢 口頸 ：横位縄文 (RL)→貼付文．胎土 ：金孟母多し ミガキ

255 Fa41 2 • 3附 深鉢 胴 ：貼付文 ミガキ

256 Eh40・Fa41 表採 深鉢 口端 ：折り返し ＋貼付文，胴 ：横位縄文 (RL) ミガキ

257 Fa41 2枢i深鉢 口頸 ：横位縄文 CLR) +沈線＋貼付文 ミガキ ・ナテ

258 Fa41 2佗i深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→隆沈線 （渦在文） ミガキ

259 Eh40 4附 深鉢 口頸 ：隆沈線 （渦巻文） ミガキ

第20図 260 Fa41 3 /i!i 深鉢 口頸 ：隆沈線 （渦巻文） ミガキ

261 Fa41 3貯 深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→隆沈線 ミガキ

262 Fa41 3荊 深鉢 頸 ：斜め縄文 (RLl→沈線＋貼付文 ナデ

263 Eh40 3厄i深 鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→沈線＋貼付文 ミガキ

264 Fa41 þÿ�3\d深鉢 胴：隆沈線（渦巻文） ミガキ

265 Fa41 3陀i深鉢 口唇 ：隆沈線 （渦巻文），口頸 ：横位縄文 (RL)→沈線→磨i肖縄文 ミガキ

266 Fa41 3附 深鉢 口頸 ：横位沈線＋区画沈線 ミガキ

267 Fa41 4枢i深鉢 胴 ：斜め縄文 (RL)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

268 Fa41 2 /!'i 深鉢 口頸 ：横位縄文 (RL)→隆沈線→磨消縄文 ミガキ

269 Eh40 3厄i深鉢 胴 ：横位縄文 (RL)→沈線→磨消縄文．胎土 ：金汰母多し ミガキ

270 Eh40 3尼i深鉢 胴下部 ：横位縄文 (LR)→沈線，胎土 ：金雲母多し ミガキ

271 Eh40 II尼i 壷 口頸 ：鰭状突起→沈線＋刻目 ミガキ

272 Fa41 3府 深鉢 胴 ：斜め縄文 (LR)→横位平行沈線＋縦位沈線 ミガキ

273 Fa41 5陀 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→横位平行沈線 ミガキ

274 Eh40 l厄1 壷？ 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

275 Eh40 l庖 深鉢 胴 ：刻目→横位沈線，胎土 ：金孟母多し ミガキ

勿6 Eh40・Fa41 表採 深鉢 口唇 ：突起→刻目、口頸：刻目→横位沈線 ミガキ

277 Eh40・Fa41 表採 深鉢 胴 ：刻目→横位沈線 ミガキ

278 Eh40 4庖 深鉢 胴 ：刻目→斜め沈線＋横位沈線 ミガキ

279 Fa41 4尼i深鉢 口頸 ：区画沈線文→充瑣縄文（横位 RL) , 胎土：金雲母多し ミガキ ・ナデ

280 Fa41 3陪 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文，胎土 ：金雲母多し ミガキ ・ナテ，

281 Fa41 4層 深鉢 口唇：縄文 (RL)→沈線→磨消縄文 ミガキ

282 Fa41 5庖 深鉢 口頸 ：横位縄文 CLR)→横位沈線→磨消縄文 ミガキ

283 Fa41 4屈 深鉢 口頚 ：横位縄文 (LR)→横位沈線→磨消縄文，胎土 ：金雲母多し ミガキ

284 Fa41 3 • 4尼i鉢？ 口頸：横位縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈線文 ミガキ

第21図 285 Eh40 •Fa4 1 表採 深鉢 口頸：横位縄文 CLR)→区画沈線文→磨i肖縄文 ミガキ

286 Fa41 5陀i深鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文，胎土 ：金雲母多し ミガキ

287 Fa41 2尼i深鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

288 Fa41 4陪 深鉢 口頸 ：縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

289 Fa41 5庖 深鉢 突起 ：縄文 CRL)→区画沈線文→磨消縄文

290 Fa41 2 • 3陪 深鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→横位沈線＋三叉文→磨消縄文＋刺突 ミガキ

291 Fa41 5陪 深鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

292 Fa41 2府 深鉢
口頸多 ：横位縄文 (LR)→横位沈線＋三叉文→磨消縄文＋刺突．胎土 ：金霙
母し

ミガキ

293 Fa41 Ill'i 深鉢 口頸 ：横位刺突文列 ミガキ

294 Eh40 4 Jr<j 深鉢 胴 ：入組文→半裁竹管刺突＋剌突文列 ミガキ

295 Fa41 4 R'i 深鉢 胴：入組文→半裁竹管剌突＋刻目 ミガキ
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図 版 グリッ ド・層位 器 形 文 様 の 特 徴 他 内面調整他

296、 Eh40 l層 深鉢 ロ頸：横位平行沈線→刺突文列，胎土 ：金雲母多し ミガキ

297 Fa41 3層 鉢 ロ頸： 三叉文＋横位沈線．胴：横位縄文 (LR) ミガキ

298 Fa41 3層 注口土器 口頸： 三叉文＋横位沈線 ミガキ

299 Fa41 2層 鉢 口頸：横位縄文 (LR)→三叉文＋横位沈線→磨消縄文 ミガキ

300 Fa41 3層 注口土器 胴 ：区画沈線文 ナデ

301 Fa41 3層 鉢 口唇 ：突起，口頸：羊歯状文，胴：横位縄文 (LR) ミガキ

302 Fa41 4層 深鉢 →口唇磨消：縄突起文．．嗣口頸：横：横位位縄縄文文(L(RL)R) →三叉文＋玉抱き三叉文 （穿孔有り） ミガキ

303 Eh40 3層 鉢 口唇 ：沈線＋刻目，口頸：横位沈線→刻目，胴：横位縄文 (LR) ミガキ

304 Fa41 1層 鉢 縄口文唇 ：突起＋沈線．口頸：横位縄文 (LR)→区画沈線文＋横位沈線→磨消
ミガキ

305 Fa41 5層 壷 口唇 ：刻目．口頸：横位縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

第22図 306 Fa.41 l層 鉢 胴：横位縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈諒文→磨消縄文＋刻目 ナデ

307 Eh40 3層 鉢 口唇：剌突．口頸：横位縄文(LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文＋刻目 ナデ

308 Eh40• Fa41 表採 壷 肩 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

309 Eh40 3層 鉢 口唇 ：沈線．口頸：横位縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

310 Fa41 3層 壷 胴文上(半LR：横)位縄文 (LR)→エ字文＋横位沈線→磨消縄文，胴下半 ：横位縄

311 Eh40 4層 高坪 口唇 ：波状部刻目＋沈線，胴部上半：変形工字文，内面 ：沈線 ミガキ

312 Fa41 3層 高坪 胴下半：横位 ・斜め縄文 (LR)→横位沈線→磨消縄文，胎土：金雲母多し ミガキ

313 Eh40 3層 高杯 胴上半 ：横位平行沈線，胴下半：横位 ・斜め縄文 (LR),胎土：金雲母多し ミガキ

314 Fa41 3層 高坪 胴下半 ：斜め縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

315 Eh40 5層 高杯 脚部：変形工字文→二個一対齋内面 ：沈線 ミガキ

316 Fa41 2層 高坪 脚部：横位平行沈線，胎土：金雲母多し ミガキ

317 Eh40 3層 高杯 脚部：横位平行沈線 ミガキ ・ナデ

318 Fa41 3層 高坪 脚部：横位平行沈線，内面 ：沈線 ミガキ

319 Fa41 3層 高杯 脚部：横位平行沈線＋孤状沈線 ミガキ

第23図 320 Fa41 3層 高坪 脚部：横位平行沈線＋波状沈線 ミガキ

321 Fa.41 4層 高 坪 脚部 ：横位平行沈線＋波状沈線 ミガキ

322 Fa41 2層 高 杯 脚部 ：横位平行沈綿＋波状沈線．胎土： 金雲母多し ミガキ

323 Fa41 3層 高杯 脚部：横位平行沈線＋波状沈線 ミガキ

324 Fa41 2• 3層 高杯 脚部 ：横位平行沈線＋波状沈線 ミガキ

325 Fa41 2層 高杯 脚部：横位平行沈線＋波状沈線 ミガキ

326 Fa41 2 • 3層 高杯 脚部：横位平行沈線＋波状沈線 ミガキ

327 Fa41 3層 高杯 脚部 ：横位平行沈線＋波状沈線．胎土 ：金雲母多し ミガキ

328 Fa41 3 • 4層 高杯 脚部：横位平行沈線 ミガキ

329 Fa41 3層 高杯 脚部：横位平行沈線＋波状沈線．胎土 ：金雲母多し ミガキ

330 Fa41 2層 高杯 脚部：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

331 Fa41 3層 高杯 脚部： 斜め縄文 (LR)→横位沈線＋波状沈線．胎土 ：金雲母多 し ミガキ

332 Fa41 3層 高杯 脚部 ：横位縄文 (LR)→横位沈線→磨消縄文，朱塗り ナデ

333 Fa41 3層 高坪 脚部：斜め縄文(LR)→横位沈線＋波状沈線→磨消縄文，胎土 ：金雲母多し ミガキ

334 Fa41 3層 高杯 脚部：斜め縄文 (LR)→横位沈線＋波状沈線→磨i肖縄文 ナテ

335 Fa41 3層 高坪 脚部：斜め縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈線文， 朱塗り ナデ

336 Fa41 3層 高坪 脚部 ：斜め縄文 (LR)→横位沈線＋波状沈線→磨消縄文 ナデ

337 Fa41 3 • 4層 鉢 口頸 ：横位平行沈線→二個一対瘤，内面：沈線，胎土 ：金雲母多し ミガキ

338 Fa41 3層 鉢 口頸•胴：横位平行沈線＋変形工字文．内面：沈線 ミガキ

339 Eh40 3暦 高杯or鉢 胴上半 ：変形工字文→刻目十二個一対瘤，胎土：金雲母多 し ミガキ

340 Fa41 3恩 高杯or鉢 口頸 ：横位平行沈線＋変形工字文→二個一対瘤 ミガキ

341 Eh40 3層 高坪or鉢 口頸 ：横位平行沈線＋変形工字文→二個一対雇内面：沈線 ミガキ

第24図 342 Fa41 2 • 3庖 高 H、 胎口土唇 ：： 金沈線雲母＋刻多目し．． 胴朱塗：横り位沈線＋変形工字文＋横位 ・斜め縄文 (LR), ミガキ

343 Fa41 3• 4層 高杯 口：唇沈線：沈線，胴上半 ： 変形工字文，胴下半 • 脚部 ： 横位縄文 (LR), 内面
ミガキ

344 Fa41 3層 高坪 胴上半 ：横位平行沈線．詞下半 ：横位縄文 (L R), 内面 ：沈綿 ミガキ

345 Fa41 3層 高坪 口頸沈 ：横位平行沈線，胴：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文，内面
： 線 ミガキ

346 Fa41 3層 高杯 胎口端土 ：：横金位雲平母行多沈し線，．朱胴塗り：横位 ・斜め縄文 (L R)→区画沈線文→磨消縄文． ミガキ

347 Fa41 3層 高杯 脚部 ：横位平行沈線→二個一対照 ミガキ
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348 Fa41 3層 高杯 脚部：横位平行沈線＋波状沈線．胎土：金雲母多し ミガキ

349 Fa41 3層 高杯 脚部：横位平行沈線 ミガキ

350 Fa41 2層 高杯 脚部：横位平行沈線．胎土：金雲母多し ナデ

第25図 351 Fa41 3層 高 杯 脚し部：斜塗め縄文 (LR)→横位沈線＋波状沈線→磨消縄文，胎土：金雲母多
、朱り

ミ．ガキ・ナデ

352 Fa41 3層 高‘’坪
脚し，部朱：横塗位り縄文 (LR)→横位沈線＋波状沈線→磨消縄文，胎土沼金雲母多 ミガキ

353 Fa41 3庖 高坪 脚部：横位縄文(LR)→横位沈線＋波状沈線→磨消縄文．胎土：金雲母多し ミガキ ・ナデ

354 Eh40 3陪 鉢 金口雲唇母：多波状し．部内凹面み＋：沈沈線線． 胴 ：変形工字文＋横位縄文→二個一対瘤． 胎土： ミガキ

355 Eh40 3層 鉢 胴：横位・斜め縄文 (LR)→変形工字文→二個一対瘤．内面 ：沈線 ミガキ

356 Eh40 5庖 鉢 胴：横位縄文 (LR)→変形工字文→二個一対瘤，内面 ：沈線 ミガキ

第26図 357 Eh40 3陪 高杯or鉢 胴内上面半：沈：線横位平行沈線＋変形工字文→二個一対瘤．胴下半：横位縄文(LR), ミガキ

358 Eh40 3居 高杯or鉢 胴上半 ：横位平行沈線＋変形工字文→二個一対瘤．胎土 ：金雲母多し ミガキ

359 Eh40 3陪 高坪or鉢 波状部 ：横位沈線． 口頸：変形工字文， 内面：沈線 ミガキ

360 Eh40 2 • 3層 高坪or鉢 対波状瘤部．胎：刻土目：．金胴雲母：横多位し平行沈線＋変形工字文＋横位縄文 (LR)→二個一 ミガキ

361 Eh40 3層 高坪or鉢 波状部：凹み，胴上半 ：横位平行沈線＋変形工字文→二個一対瘤．内面：沈線 ミガキ

362 Eh40 4庖 高杯or鉢 面波状：部沈線：刻目＋沈線．胴上半：横位平行沈線＋変形工字文→二個一対瘤．内 ミガキ

363 Eh40 3層 高坪or鉢 波：状沈部線 ：刻目，胴上半：変形工字文＋横位縄文 (LR)→二個一対瘤，内面 ミガキ

364 Eh40 3層 高杯or鉢 波母状多部し．：刻内面目＋：沈沈線線． 胴 ：変形工字文＋横位縄文→二個一対瘤． 胎土：金雲 ミガキ

365 Eh40 5庖 高杯or鉢 胴 ：変形工字文＋横位縄文 (LR)→二個一対瘤 ミガキ

366 Eh40 3陪 高坪or鉢 胴： 横位浮文＋波状浮文 ミガキ

367 Eh40 4層 高坪or鉢 口唇 ：沈線，胴 ：沈線．内面：沈線 ミガキ

368 Eh40 3層 高牙ヽor鉢 口唇 ：沈線，波状部 ：凹み、 口頸 ：沈線，内面 ：沈線 ミガキ

369 Fa41 4層 高坪or鉢 波状部 ：刻且口唇 ：沈線 口頸 ：沈線．内面：沈線 ミガキ

370 Fa41 2層 高坪or鉢 口頸 ：横位沈線．内面：沈線 ミガキ

371 Eh40 3尼i高杯or鉢 波状部 ：刻目．胴：変形工字文＋横位沈線＋縄文．内面 ：沈線 ミガキ

372 Fa41 3尼i高坪or鉢 口頸：変形工字文＋横位沈線．内面： 沈線 ミガキ

373 Fa41 3尼i高坪or鉢 口頸 ：変形工字文＋横位沈線．内面 ：沈線．胎土 ：金雲母多し ミガキ

374 Fa41 5層 高坪or鉢 波状部 ：凹み、口頸：変形工字文＋横位沈線 ミガキ

第27図 375 Fa41 3 • 4庖 高杯or鉢 口唇 ：凹み，口頸 ：変形工字文＋横位沈線，内面：沈線 ミガキ

376 Fa41 3層 高杯or鉢 口唇 ：沈線＋凹み．口頸 ：横位沈線．内面 ：沈線 ミガキ

377 Fa41 3尼i高坪or鉢 口唇 ：沈線．胴：横位沈線＋変形工字文＋横位縄文 (LR), 内面 ：沈線 ミガキ

378 Eh40 3層 高杯or鉢 胴上半 ：横位沈線＋変形工字文．胴下半 ：横位縄文 (LR),内面：沈線 ミガキ

379 Eh40 5 li'l 高J;f,or鉢 口頸 ：沈線，内面：沈線 ミガキ

380 Fa41 2層 高坪or鉢 口頸 ：横位沈線＋変形工字文，内面 ：沈線，胎土： 金雲母多し ミガキ

381 Fa41 2府 高杯or鉢 胴 ：横位沈線＋変形工字文＋横位縄文 (LR), 内面：沈線 ミガキ

382 Fa41 不明 高坪or鉢 口頸 ：横位沈線＋変形工字文，内面：沈線 ミガキ

383 Fa41 2居 高坪or鉢 口頸 ：横位沈線＋変形工字文，内面：沈線 ミガキ

384 Eh40 3 ll!i 高坪or鉢 I口頸 ：横位沈線＋変形工字文．内面 ：沈線．胎土： 金雲母多し ミガキ

385 Fa41 3層 高坪or鉢 I口唇 ：沈線，胴 ：横位沈線＋変形工字文，胎土 ：金雲母多 し ミガキ

386 Fa41 5庖 高坪or鉢 口唇 ：沈線，胴：横位沈線＋変形工字文，内面：沈線 ミガキ

387 Fa41 4荊 高坪or鉢 口頸 ：横位沈線＋変形工字文，内面：沈線 ミガキ

388 Fa41 3層 高杯or鉢 口頸：横位沈線＋斜め沈線．内面 ：沈線 ミガキ

389 Fa41 3 • 4層 高牙、or鉢 口頸 ：横位沈線＋変形工字文． 内面 ：沈線 ミガキ

390 Fa41 3層 高坪or鉢 口頸 ：横位沈線＋変形工字文．内面：沈線．胎土： 金雲母多し ミガキ

391 Fa41 3層 高坪or鉢 口唇 ：突起→横位沈線．口頸 ：横位沈線＋変形工字文，内面 ：沈線 ミガキ

392 Eh40 1附 高杯or鉢 胴下半 ：横位沈線＋斜め縄文 (LR), 胎土： 金雲母多 し ミガキ

393 Eh40 2屈 高坪or鉢 胴下半 ：横位沈線＋横位縄文 (LR),胎土 ：金雲母多 し ミガキ

394 Fa41 2 • 3層 高坪or鉢 口唇 ：線凹み，胴：横位縄文 (LR)→横位沈線＋変形工字文→磨消縄文．内
面 ：沈

ミガキ

第28図 395 Fa41 3層 高坪or鉢 線口頸，胎・胴土 ：： 斜金雲め母縄文多し(LR) →横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文，内面：沈 ミガキ

396 Fa41 3陪 高杯or鉢 口頸 ・胴 ：斜め縄文(LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文．内面 ：沈線 ミガキ
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397 Fa41 3庖 高J.{、or鉢 口頸・胴：•斜め縄文(LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文． 内面 ：沈
線．．芸し

ミガキ

398 Fa41 3屈 高H、or鉢 口頸 ・胴土：斜金め縄母文多 (LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文．内面 ：沈
線．胎 ：雲 し

ミガキ

399 Fa41 3府 高杯or鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→横位沈線＋区画沈線文→磨1肖縄文，内面 ：沈線 ミガキ

400 Fa41 3陪 高杯or鉢 口頸 ：横位縄文 (LR)→横位沈線＋斜め沈線-磨消縄文．内面 ：沈線 ミガキ

401 Fa41 3厄i高杯or鉢 口頸 ・胴：斜め縄文(LR)→横位沈線＋斜め沈線→磨消縄文．内面 ：沈線 ミガキ

402 Fa41 5庖 高杯or鉢 胴 ：横位縄文 (LR)→横位沈線＋斜め沈線→磨消縄文 ミガキ

403 Eh40 3庖 高H、or鉢 胎口土届 ：：金1!!1雲み母＋沈多線し， 口頸 ・胴 ：横位縄文 (LR)+横位沈線，内面 ：沈線， ミガキ

404 Fa41 3恩i高杯or鉢 口唇 ：世lみ，口頸 ：横位沈線，内面：沈線 ミガキ

405 Fa41 3危i高杯or鉢 口頸：横位沈線． 胴 ：斜め縄文（し R) 内面：沈線．胎土 ：金孟母多し ミガキ

406 Eh40 4形 小型鉢 口頸 ：横位沈線→二個一対瘤，胴：横位縄文 (LR), 胎土 ：金工母多し ミガキ

407 Fa41 3厄i小型鉢 胴 ：斜め縄文 CLR)→横位沈線＋区画沈線文→磨消縄文．朱塗り ミガキ

408 Fa4l 5庖 ＇亜- 口端 ：横位沈線→二個一対瘤，内面 ：沈線 ミガキ

409 Eh40 3層 官七 口端 ：横位沈線． 内面：沈線 ミガキ

410 Fa41 2・3枢i 亜,e 胴下半 ：変形工字文 ミガキ

第29図 411 Eh40 3厄i 壷 H部 ：横位沈線＋変形工字文→剌突文 ？ 

412 Fa41 3陀i 坪 ,- 閃部 ：横位縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文． 胎土：金芸母多し ナデ

413 Fa41 3層 壷 届部 ：斜め縄文 (LR)-・区画沈線文→磨消縄文． 胎土 ：金謀母多し ナデ

414 Fa41 2 • 3厄i 壷 届部 ：斜め縄文 (LR)→区画沈線文→磨消縄文 ミガキ

415 Fa41 3層 壷 無文 ？ 

416 Eh40 3尼i 壷 口唇 ：突起＋沈線．口頸 ：横位貼付文→二個一対瘤．内面： 沈線 ミガキ

417 Fa41 3尼i ・ii 頸部 ：横位沈線，胴：横位縄文 (LR) 磨滅著しい

第30図 418 Eh40・Fa41 3肪 壷 胴 ：斜め縄文 (LR), 胎上 ：金雲母多し ナデ

419 Fa41 3庖 甕 口頸 ：沈線，胴 ：斜め縄文 (LR) ミガキ

420 Eh40 3屈 甕 胴上半 ：変形工字文＋横位沈線，胴下半 ：横位縄文 (LR),内面 ：沈線 ミガキ

421 Eh40 3庖 甕 口頸 ：変形工字文→二個一対瘤，胴： 斜め縄文 (LR), 内面 ：沈線 ミガキ

422 Eh40 3膀 甕 胴上半 ：横位沈線→二個一対瘤，胴下半 ：横位縄文 CLR) ミガキ

第31図 423 F'a41 3屈 蓋 斜め縄文 (LR) ミガキ

424 Fa41 3尼i 蓋 斜め縄文 (LR) ミガキ

425 F'a41 3陪 蓋 斜め縄文 (LR) ミガキ

426 Fa41 I陪 蓋 横位縄文 (LR) ミガキ

427 Fa41 3層 蓋 無文．ナデ ナデ

428 Fa41 3 /i"i 蓋 無文，ナデ ナデ

429 Fa41 5庖 土製円盤

430 Eh40 3陪 土製円盤

431 Fa41 5屈 土製円盤

432 Fa41 4附 土製円盤

433 Eh40 3府 土製円盤

434 Fa41 5府 土製円盤

435 Eh40• Fa41 表採 土製円盤

436 Fa41 5陪 土製円盤 穿孔あり

437 Fa41 5陪 土製耳飾り 沈線

438 Fa41 3層 土製耳飾り 沈線

439 Eh40 3層 土偶 り 肩部 ：沈線→刻目
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※石器 • 石製品（第32図～第35図、第18表）

石鏃20点，尖頭器 4点，石錐12点．石匙3点， ピエス・エスキーユ 1点．不定形石器20点．

石錘 1点，石製円盤2点，石刀 1点、打製石斧 1点、磨製石斧 2点が出土した。石鏃は、無茎

石銑 (440-449)と有茎石鏃 (450-459)がある。無茎石鏃は、縦長の ものが多くみられ

るが、正三角形に近いもの (446)もある。側縁形状は外側に弧を描くもの (441-447)と、

内側に弧を描くもの (449)がある。基部に扶りをもたず平基をなすもの (440-442)と袂

りを有するもの (443-449)がある。有茎石鏃は、縦長に形作られるものが多くみられ、特

に454のように身部と茎部の比が4: 1と、身部を非常に長く作り出す例もある。側縁形状は

直線的なもの、外側に弧を描くもの、内側に弧を描くものとがある。

460-463は尖頭器である。基部が尖基をなすもの(460・461)と、円基をなすもの(462・463)

がある。464-475は石錐である。 頭部と身部の区別がなく縦長に形作られるもの (464-472)

・ 剥片の先端部に短い錐部を形作る もの (473 • 474) • 頭部を有する もの (475)がある。476

-478は石匙である。横長で刃を両面に有するもの(476・477)と、縦長で片面加工のもの(478)

がある。479はピエス ・エスキーユである。長方形状に形作られ、加撃痕を有する。480-496

・500・501は不定形石器である。剥片の一部に刃を作り出すものが多く みられるが、 488-

490のように二辺に刃を作り出す ものもある。 479は、偏平な粘板岩の両側縁に挟りをいれた

資料で、石錘と思われる。作りは雑である。 502は打製石斧と思われる資料である。刃部は欠

損し、頭部に加撃痕を有する。 498・499は石製円盤である。枯板岩を円形に整形している。503

は石刀である。欠損のため全体の形状は不明である。 器面全体に擦痕を有する。 504・505は

磨製石斧である。 504は頭部が、505は刃部が欠損する。

第18表 Eh40• Fa41 出土石器• 石製品一覧表

図版 地区 ・1i1位 器 極 石 材 長さ(a) 幅(a) 厚さ(a) 頂さ<,) 欠 Ill 部 備 考 登緑番号

，第32図 440 Fa41 2/tl 石 級 流紋岩打極紺粒級灰岩 15 0 14 0 5 0 0 85 無茎 1484 

441 Fa41 5刷 石 鎮 流紋岩竹極細9立駁灰岩 J9 0 10 0 45 0 7 無茎 1452 

442 Eh40 311'1 石 儀 帖板む竹チャー ト 15 0 125 4 5 o. 7 無茎 16】4

443 Eh40 2層 石鎖 枯 板岩 20 0 9 0 3.0 0.5 無茎 1461 

444 Eh40 311!1 石 級 輝駐紺灰岩打チャート 12.0 14 0 25 03 身部・基部欠捐 無茎 1450 

445 Fa41 5屈 石鎌 チャ ー ト 155 12 0 3.0 0 4 無茎 1459 

446 Fa41 3/S 石 鏃 粘 板岩 150 14 0 30 0 35 無茎 1497 

447 Eh40 3尼i石儀 チャート 25 0 15 0 5 5 I 2 ぷ部欠捐 無茎 1481 

448 Eh40 3!'1 石 鎌 珪l'!i'i岩 21 0 175 6 0 15 は部欠m 無茎 1587 

449 Eh40 31,i 石鎌 チャ ートf!I胡板岩 18.0 13 0 4 0 0 7 身部・基部欠In 無茎 1453 

450 Eh40 6厖i石鎌 16 5 105 3.0 0 5 有茎 1731 

451 Fa41 3h'i 石緩 枯 板岩 24 0 13 0 5 0 14 有 茎 1496 

452 Eh40 3粕 石鎌 粘板岩 21 0 II 0 4 0 0 8 有茎 1422 

453 Fa41 3/i'I 石 鯰 粘板岩 28 5 155 5 5 13 有茎 1495 

454 Eh40 311'l 石湛 粘 板岩 57 5 JO 0 6 0 2' 有茎 1456 

455 Fa41 3!'1 石蟻 チ ャー ト 20 5 8 0 3 5 0 5 身部先端・基部若干欠m有茎 1616 

456 Eh40 表採 石 躾 破llil'I流紋沿 39. 5 12 0 4 0 11 有茎 1439 

457 F'a41 2/i!I 石 汲 粘 板岩 24 5 10 0 4 0 0 8 有茎 1701 

458 Eh40 2"'1 石 級 帖板岩 34 0 10. 5 7 0 2 I 有茎 1423 

459 Fa41 3/ti 石 汲 駄 灰岩1'1チャー ト 275 10 0 6 0 12 有茎 149.' 

460 Fa41 21r!i 尖頭器 帖板岩 375 15 0 8 0 4 1485 

461 Eh40 3/i'! 尖碩器 極 細9立U灰岩 36 0 16 0 9 5 4 2 1708 
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図阪 地区 ・層位 器 穫 石 材 長さ（一l 幅（一） 厚さ（一） 重さ<,) 欠 損部 編 考 登録番号

462 Fa41 3羅 尖頭器 粘板岩 41 0 20 0 9.0 6.1 1507 

463 Eh40 2/il 尖頭器 チャ ー ト 23 0 170 7 0 2. 7 1506 

464 Fa41 3層 石維 ば灰質帖板岩 27 5 5 0 5 0 0 65 身部頭部区別'"し 1458 

465 Eh40 5陽 石錐 帖板岩 27 0 6 5 4 5 0. 65 身部頼部区別なし 1494 

第33図 466 Fa41 4層 石錐 粘板岩 20 0 6 5 6 0 I 身部頭部区別なし 1686 

467 Fa41 4層 石錐 粘板岩 29 0 7 0 5.5 0 75 身部頭部区別なし 1687 

468 Fa41 3蔭 石錐 粘板岩 34 5 9 0 65 27 身部頭部区別fよし 1547 

469 Fa41 3lil 石錐 帖板岩 39 0 9 0 8 5 34 身部頭部区別な し 1421 

470 Eh40 3層 石錐 チャ-ト'II帖板岩 38 0 II 5 12 0 45 身部頭部区別なし 1588 

471 Fa41 3/11 石錐 帖板岩 52. 5 10 0 115 53 身部頭部区別な し 1493 

472 Fa41 2層 石錐 帖板岩 42.0 18 0 9 0 54 身部頭部区別なし 1703 

473 Eh40 12層 石維 帖板岩 38 5 28 0 10 5 6 8 三角形状 1699 

474 Eh40 3屠 石維 駐灰償枯板岩 21 0 19.0 55 14 ニ角形状 1479 

475 Fa<l 2 ii 石錐 帖板岩門チャ ー ト 55 0 23.5 9 0 45 頭部有り 1498 

476 Fa41 3/il 石匙 駁灰岩質チャ ー ト 32 0 46 5 105 8 4 憤 長 1492 

477 Eh40 2層 石匙 チャートn駁灰岩 28 0 52 0 9 0 II 横長 1546 

478 Eh40 lllil 石匙 珪I'!頁岩 55.5 33.5 12 0 15 6 縦長 1489 

479 Eh40 3暦 ピエス・エスキーユ 帖板岩 22 2 15 0 6 0 2 15 1480 

480 Eh40 3屑i不定形石器 チャート 16 5 175 45 I 3 1435 

481 Eh40 3/jj 不定形石器 輝緑駁灰岩
19. ゜6 0 4 0 0 3 1478 

482 Eh40 4層 不定形石器 輝緑駁灰岩l'Iチャ ー ト 15 0 115 4 0 0 4 1455 

483 Eh40 2 Iii 不定形石器 チャート 18.0 8.5 55 0 8 1424 

第34図 484 Eh40 3屈 不定形石器 チャート 23 0 16 5 9 0 28 1434 

485 Fa41 1層 不定形石器 I占板岩 24 0 23 0 5 0 2 6 1467 

486 Eh40 3暦 不定形石器 粘板岩 33 0 12 0 5 0 2 1432 

487 Eh40 3/i'l 不定形石器 帖板岩 38 5 13 0 11 0 44 1548 

488 Eh40 15層 不定形石器 珪何頁岩 39 0 20 0 7 5 4 6 二辺に刃部有り 1717 

489 Eh40 3層 不定形石器 硬砂岩 38 5 17 5 8 0 525 二辺に刃部有 り 1685 

490 Eh40 11層 不定形石器 粘板岩 44 0 29 5 9. 0 J0.2 二辺に刃部有り 1490 

491 Eh40 2 Iii 不定形石器 駁灰竹粘板岩 39 5 19 0 9 0 5 4 1505 

492 Fa41 2 ff! 不定形石器 帖板岩 38.0 14 0 110 6.6 1486 

493 Fa41 2 lil 不定形石器 粘板岩 44 5 20 5 155 111 1487 

494 Fa41 3111 不定形石器 粘板岩 40.0 21 0 60 2 9 1457 

495 Fa41 3層 不定形石器 I&板岩 44 5 18 5 II 0 59 1488 

496 Eh40 3層 不定形石器 祖灰'l'l粘板岩 525 41 5 215 426 1586 

497 Fa41 2屑 石錘 帖板岩 74 0 叩 5 II 0 30 7 1454 

498 Fa41 l層 石製円盤 ,i板岩 24 0 22 0 ' 7 0 3 8 1466 

499 Eh40 2尼i石製円盤 絹娯母片岩 17 0 19 0 4 0 2 1447 

第35図 500 Fa41 3雇i不定形石器 粘板岩 89 0 46 0 38 5 173 2 1589 

印I Eh40 3窮 不定形石器 硬砂岩 67 0 7f;.0 18 5 的 I 1615 

502 Eh40 3屈i打製石斧 9占板岩 129. 0 415 35 5 228 3 1460 

503 l::h40 3層 石刀 I占板岩 72 0 31 5 10 5 29. I 胴部のみ残 1433 

504 Eh40 3 • 4層 磨製石斧 チャート内アルコース砂岩 770 48 0 21 0 132 頑部欠損 1509 

505 Fa41 3層 磨製石斧 硬砂岩 75 0 47 0 27 0 134 9 刃部欠旧 1725 

※骨角器（第36図 • 37図•第19表）

釣針•鈷頭•ヤス•挟み込み式ヤスの鎌先•根ばさみ ・骨箆 • 角箆•剌突具 ・ 装身具 ・器種不明品

が出土している。 506• 507は釣針である。 506はチモト～軸部にかけての資料である。面取

りは入念に施こされ、チモト部は軸部よりも幅広く作り出されている。チモト部に一条のスリ

ットを有する。断面形は楕円を呈する。507は弯曲部の資料である。入念な面取りが施こされ、

断面形は円形である。 508• 509は燕形鋸頭である。いずれも磨滅が著しい。 508は頭部資料

である。大きく反っており、 三段の逆剌を有する。索孔は側面についている。 509は胴部から

尾部にかけての資料である。尾部は二又を呈するが先端部は欠損している。索孔は背面～腹面

につく。 510はヤスである。縦長に形作られ鎌を一個有する。基部にアスファルトが付着する。

511は挟み込み式ヤスの鎌先である。器形は「く 」の字状を呈し、鎌を一個有する。結合部及

びかえし部にアスファルトが付着している。 512は根ばさみである。胴部が縦に割れて破損し
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ている。胴部と基部は段によって明瞭に区画されている。基部にアスファルトが付着する。513

~518は骨箆、519は角箆である。515• 518は鹿の中足骨後面利用、516は右中手骨前面利用、 517

は右中手骨側面利用である。 520-523は刺突具である。中手・中足骨の破片の先端部のみを針

状に仕上げたもの (520)• 直線的な棒状に丁寧に仕上げたもの (523)・半裁した鳥骨を擦った

もの (522)• 鹿角を棒状に仕上げたもの (521)がある。524は装身具である。鹿の右側下顎骨

の筋突起の基部に穿孔を有している。 525は欠損のため器種不明の骨角器である。 二条の線文

を有している。線文は鋭利な刃で描きだされており、金属器を使用した可能性がある。

• 第19表 Eh40• Fa41 出土骨角器一覧表

図版 地 区 ・肘位 器 種 材 釘 長さ（一） 幅（一） 厚さ(a) 窟さ(g) 偏 考 登録番号

第36図 506 Fa41 3陥 釣針 鹿角 30 5 5 0 4 0 0.5 チモト部～釉部残。 467 

507 Eh40 4Hil 釣針 鹿角 18 5 6 0 5 5 0 5 紬部残。 457 

5-08 Eh40 2暦 話頭 鹿角 70 0 18 5 145 51 頭部残。1ll滅著しい。 444 

509 Eh40 2層 廷頭 鹿角 54 0 19 5 145 4 9 胴部～尾部残。 576 

510 Fa41 ]/jif ヤス 鹿角 67 0 135 15 42 基部にアスファル日付行。 400 

511 Eh40 汲採 挟み込み式ヤスi費先 鹿角 36 0 145 7 0 2 7 完形品。結合部とかえし部にアスファルト付行 396 

512 Eh40・Fa41 汲採 根パサミ 鹿角 45.0 7 0 9.0 17 二又部から縦割れ破片。 421 

513 Eh40 3層 廿箆 ？ 41 0 10 0 10 0 12 391 

514 Eh40 II暦 廿箆 中手中足廿？ 109.0 155 II 0 10 2 513 

515 Fa41 表採 廿箆 鹿右中足ft 80 9 19 0 190 10 8 後面利用 389 

516 Eh40 II眉 11 箆 鹿右中手ft 74 0 22 0 10 5 6 3 前i!ii利用 477 

第37図 517 Eh40 4厄i1't 箆 鹿右中手廿 97 0 20 5 J45 12 8 左側面利用 456 

518 Eh40 11/i'I 竹箆 鹿左中足ft 765 24 0 130 79 後面利用 404 

519 Fa41 2・3屡i角箆 鹿角 36 0 18 5 18 0 3 8 554 

520 Eh40 3/jjl 兎9突具 陸獣中手o,中足廿 89 0 13 5 II 0 3 8 514 

521 Eh40 11層 刺突具 鹿角 53 0 9 5 8.5 2.0 タール付柑 392 

522 Eh40・Fa41 表採 刺突具 アホウドリ ？上腕廿 72 0 10 0 9 5 16 459 

523 Eh40・Fa41 表採 寮9突具 廿 48.5 5 5 45 I 3 上端部欠祖 420 

524 Eh40 3厄i装身具 鹿右下顎'it 70 0 31 0 21 0 10 6 筋突起の基部に穿孔を有する 479 

525 Eh40 I暦 器種不明 鹿角 32 0 15 0 140 2 I 555 

※自然遺存体（第20表）

斜面部東側下位の発掘区からの出土及び表採した自然遺存体には、 第20表に示しているよう

に各種資料がある。これらの資料も、第6表の層対応表に従って集計している。この表の 3層

4層、10層？は弥生時代の遺物包含層から取り上げた資料である。 1層出土資料は、各層と比

較して種などの多い結果が得られているが、この資料の大部分は、 2次堆積による貝層プロッ

クから得られた資料である。

またこの表には示していないが、同定結果明らかにされた資料には、Eh40区3層出土のウシ

上顎歯 1点があ り （写真図版16)、国立歴史民俗博物館西本豊弘氏によれば 「老獣の右第 1後

臼歯で、現生の家牛（見島牛）に比べる と大きく、 伊皿子貝塚出土の弥生時代の牛とほぼ同大

である。計測値は歯冠長 26.9 mm、前部歯冠巾21.8 mmである。 」という。出土層も弥生時代遺

物包含層と して取り上げられており同時期の可能性があり、． 「家牛の飼育」を予測させる資料

である。しかし同層は上部からの撹乱を受けているため遺物取り上げ時点での出土層のエラ ー

も考えられ、明確には断定できないが今後の調査の課題となる基礎資料のひとつである。
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、 C iハ．窄 ャ ぷ 俎 佑 ． g [9｀ リ が ・ ; ．  

． ．  `  -̀ F ‘  

t , 7  .' 、- t . 泣 . 唸 ‘ ; ' ． ．

2 5 8  5 i ¥ ・`・  

‘ 、J ' ‘

℃ J  

ぷ ＼

゜

こ

1 0 c m  

」

こ
交

三

： ロ
2 4 9  

ヽ9 ・,  2 5 0  

ミ

封 i g ぷ ． 贔 、 r’
．ヽ ．` 、ぎ a

喜 芯

ー ・忍 少 含 、

ヽ ・ ・●ヽ ・・ク i ふ ？ ・‘. i " ；ィ ら ．＼ ぎ． ゞ ヽ ゞ d t " " ‘ぐ '̀ 1 疇

ご } "
ぷ ‘ 忍 ゞ ‘‘

9̀ ～  

2 5 1  

ミ

2 4 6  

I
.,.
・,

 ,
'
1
.
-、
..

』
・ヽ
¥
'-,_
'・,.'-.
ヅ
';、,
;
,).

 
.

 
¥
'-'
, 
.. 

・
応
ふ
'.
_.
.・
,, 

，,
.:

 
ヽ
'l

¥_ 

;ヽヽ}'i;
:U!
i¥

,;.・,、
,"..
/;、

¥¥
、;¥!

ペ
・<

,
、, .
.

 
,

 

こ
ニ
ニ
ニ
互

，
 

,
 

t:.i !
 

社
'.,さ
{
・

.・.,.
, 

:・;
,,

 

ャ'
,

ば<
、氏
/:
;夜；

,;
 

l
 

,
 

;,・
・,
,・
,
.'
〇．

～
 とべ

'I
ぷ
汽
'、
7,-,
・、：,

,
 

・ダ

Iヽ
，ぶ

.,-,
・≪

・、
'.j
.
・f
・'

'
1

 
.
.
)'. 
砂

1;
,

.._!
,I
,,,,

 r,,, 
愕い

こ
r  

9  

る

，5 ． ゞ ・ ・

ヽ ．

・ 憂．． ・ゞ “

: ＇ ス

J . ＾ -.  5 9 4

・

．`  ・̀ 
・ ．̀ ＂ ｝4 . ，J  ‘  

屁 ，．． ＇ じゞ r , < i 夕 ’

．．  

2 4 8  

辺ヽ 5 ふ ク卜. ,． ・ヽ` ・” .̀ 
・・ ト・ ・

． ～ ぷ ， ．  

．．． ．  鴫

-9 1  ，
．｛ 

" d・ ・ 9  
ヽ 2 4 2  

忍 塁 ~

( ． t " 扇 砂
？ ふ やg い、

忌 柄 忍

g も
r" t ・

ふ § ' £ ℃ `^  
2 3 9  

. .  , c  ・ぃ
‘ ' ・ / r 1 ‘  

d  .＇ ,' '̀  

ゞ 芯 え ぶ い ち ふ

、 ． ．  必 ’グ i B

t

、 A ぶ ＼" ’ 、 ． ．  

e し ＼一曇ゞ ・ 4 と ● t ? , F ブ

, .へ

2 4 3  

こ 露 蟷 こ
2 4 4  位 且
2 4 5  

尋
f

二

・' 
2 3 8  

こ

¢ N  tr ャ
汐‘̀ [  

‘ ん 袂 、
2 4 0  

ミニ
ニ ¥ 3 - J  誓 勃

曼 ]̀9 ぅ
さ こゞ t＼  

2 4 1  

こ



澗 2 0 回

ー 6 1 -

2 8 1  

} ; > - 、

2 8 2

又 ド 心 芯 炒

否 忍 応 悶 5

＇ヽ さ 1 ヽ ' ,ヽ 3 7ヽ

L 、 し べ ， ふ r N i J 'ト ・、 f

- “ ふ 茂 ， 芯 2A T Af ,9 r t ' ’ 心 ， r t 2

ざ 芯 翠 百 ：｝

を 9 ド t t 怠ぐ l ミ ヽ r r r ・9 1

2 7 3  

¥ ＼ n 属目
9
ず

胃 ＂2 7 7  こ 戸
露

今
'

腐
[i
;7. 翠

望fi
ii( 

t
料
;
.
 ・,.
 

i
 :--:
::,Q
 

t
 .
 

,
 ,-
・-
--
-

,；
,
 

'
 'ニ
エ

.
 ,
 

__
、...
・
 

ミ
ニ

圧 廿 廿 眺

こ

ム・
”炉

-.
,
 

,, 
-・
・
 

l
 -.-c
-, 
,, 

F
'
 

戸騎
『ゞ
‘芦
＂戸

←
 .., 

・-
-

ゞ
:

'
,

',.. 
0

ヨ
5
否

l

こ
＇ 

ぶゞ
.

・・.
,
,
 
ぷ

k
{
',

 
... ,
,, 

が
和
;,

●
 

,
・
,
_
・
-
.
 ・
.,,,,
.;

 
ヽ

’ヽ
・.,
.-l 

1
 

J
 

'唸
！
 

9ご
，
.,
L
i
f
1

曹'
'¥j

こ
J '  ”ヽ̀ サ
."、 J 9 ど 、 L̀ L " , ・ f ヽ

い パ ， 9 ： ク ．` 八 ， が二

I ' - J i f. 

和 ご ぃ ．¥ ． t , ． 為

ふ^ ． を と - r ¥~ ,  ] ． i か

, f i . 1 , ｝
、

ぷ 図

ロ

g賃
舷
且
凸

9々
、

..、
r

ク
え
な
灼

心；
如
/;i

,t, ？
咤

‘’
 

”
 
・ゞ

d,
 邸

’、
.・: 

隠
崎
[j;J/

翌；
一吟

ぷ
'..
II

:
 

.・
 ・!
.
 

:；
 t-: '.
.
 

・,. 
;,
--
-・

・
・
 

三

E
h
4
0
• 

F a 4 1  

嘉 り ¢
2 7 4  

こ

-v.
・:
i;
 

・'・
 

,
 ,.::
;;. 
.
 

臼
k
lヽ

匂
.
.,

 
ふか
い翌

‘ガ
羹

沿
ぷ

i,
 

,f,
1・屈

rr,,
"・ 
ゞ

'-
ii
礼
II
11 

～
町

忍
忍

心
2

杓J
11 
;y: 

き ＼
ロ
ニ

(f
 ¥; 刹

・n
ダ

，t召＼
恩
i文
1/r
v,:
慮
J

.I 
I
 

:
 

u
 

・J
i): 

,iiiし¥
1r

O
 
tJ・
ド!
1,・
l

□二
〕

C
X
)
 -"
't
 r,・

-.1
 

,, 
,
 

....
'
 

ぶ
;,,
心

1.
-r
,, 
.. 
,I

 
n
 .,Jヽ

・・.
・日

(J
 ,,-
)1
;::
, 

.
 ,,--
,
 

...
.
 

.. 
,.,,, 
,,.
.,

 
,
 .、

,
だ.,
,
.-,.,ゞ

.,.-、
i

,
 

.. ,
 
.,

 
.... 
.. 

-;,
'
、:-,
i・
,,

・;
文I

ー
：
ふ
よ
り
）

.,,
_,
,
 

、
•• 

・'-
●● 
"、

I
 

迂 ．
 

§' 

"'
 

・・
,,. 

ー―
―
―
二
三

．ヽ
・．．．

 ’
 

,
 

..
.. 
,
 ..'
,. ・ヽ・

、ャ
.,,
,,ぷ

-
'，

 

;
 

;: 
応
:'i;,

ゑ .,
 

..
 

一

:'" 
.-,.
'
 

"'
 

cc:
 

・・
全
．
 

・・沿
惑月

；
,.,
.'

 
:
 

.
 ヽ
ぶ

'.

w
 ミ

"'
'iヽ．；（
内

'≫
1V

史
，

'c・
:c
.-
/

,.
 

こ
ロニニ
〉

2 6 6  

2 6 2  

二



澗 2 1 回

昌 3 [

ご ，督 ふ 贔A i 柑 竺 心 や ＼
3 0 3  

. : ＇ ; ． ,  ＇ し r t l

I J U こ 1; ，＂ ・ A . ' 1 ' ，  
泣 甘 5

は バ ，J 1

• 

｀  ィ
t , 1 ↑ ` 、 t i・ ; ' 5 9 、 , ＂ 1

＇ 喜 7 a ' ：ゞ り r i
ー 9 、l '  

U . J -

! ・ ' ・  

. 、 , '名ヽ g ' ＂ 芯 ふ " .

9 7 ・̀ 4 、,＇ , ¥ l t t 吐

2 9 5  

r 心 t 愁 ] A

了 戸 ヤ ， ぎ 5 1

i ・"・ ーヽ ≪ ・: -念 恨 じ §

蕊 忍 逗
五 む

／  

2 9 9  

/  ＼  .̀ ＇ ・  

¥ l t ー ； t ． /、．f ？ 詞 刃 J 八 ' iL, i K i 9 1 '’A ’ f  店
! ; . ;  , " ； 汀

tド t が“ じ ・ ー しr  

叶 口 喜-≫  , 9  

・ヽ 9 ,

f  
C - A ’ 忍 界 屈 し “

, _ ； ;・ 

3 0 0  

し も ー 出 rり U 曰

6 関 り
r訊 u

ー ！ 9
且

3 0 1  

こ
こ

2 9 1  

三

` ｀ □ り

爵 忙 い r . ‘

r . .^ . . ＂ 芍 い や i ‘ 1 ? ： . ‘ .

衿 せ 粒 甘 ‘ 庄 望

‘̀し ． ．． ．． ．  ＂ ＿． 2 f 9 ¥  

|  6 2ー

E
h
4
0
• 

F a 4 1  

． ，  

r  ' ・ 會

.‘、’ , ＇ , 91 , . i  r ・ ; ．,． ヽ '̀ i9 i 9 9 . ▼  ，  ,  . 9  

9 , 9 ,＇ , ・ 9,・ 
' ・ `
 ・ヽ

,・ 

圧 廿 仕 眺

噂
i:.

べ
罰
遠
泌
咽
ヰ
ン

"
 

・ー
、;
.,

'、
；ヽ
が

ベ
_
,,

,,.,;_
'、

.・)
"

,
 

,. 
ー、
,,
-.,

'" 
';

 '"ゞ
，
 
ー;

 
咋

.le
・・
h
 

.・ 
.
 ・.
、

,,. 
v: 
澄

t
.¥
1-'t
'
N
.,.

¥
 

.
 .

 _;_
._-
._

 '・・
、；,
-,_.,
 
;, 

.
 >',
.-,,
 0

・-.
'――
J
:''
<1

 り心
,
 

.-.
 

'
 '・途
,

<
D
 

.
 _:
 

i
索
：
＇

'.,
¥
t;

、
気
が

.
 

ぷ
.,
 
.
'

.
 

0
)

 
,.
 
i
 

・:=:"
 
:
 投
令
・、
・'. 
:
 

;}; 
_.,,; 
もふ；

.:, 
:; 

、
・i

―
 /.・
:.
'A;
 対

，;
t,、
f

_. 
忍
況 巳

t;、
i
こ

闊{
;
r-ーツ

;,, 
,・,:
-a
遠 昧ゞ
ぎ

象訊
ミ、
、加
沼

賛心討
;;¥

 
¥e; 

iぎ;: 冴

;6叩
応
：

岱
2;、
芦：
會ふ

，. 
:'-'
、
＼
炒

..
 

_:'
:-,
-"'
 

・"・'
" 
>
 

ぶ；＼
―

;

$-
I
 

[。加
t:切

jf
、）
¥
 

器刈
：請
q

1::
( 

しヽ
い

/
二

三

三

2 8 5  二
二
二
二
〕

．` .̂  
ヤ ＞`

・ヽ4  

． ．  さ ． ，＂‘ ｀  ． ． ．  ぷ B 心 4 , '

・ 心 竺 ‘

、

f 0 、
● 』

1 ,；` 5 ・ " ＂ ．ぶ i

、 P _ ” ー ． ； し，： fヽ > ・

5  

, ＂  :.. [ 9 f̀ `  

. i  f i 翠 ・ ら ．． ‘・ 
r 、i  

；̀ ‘^ . 9 ’ J.̀ ‘ ヽ

2 8 7  

令 ・ " 1 4 / ＼ . 1 . 1 柑 ＆ ｝"9 ．' i ‘  

r  ．．  べ 喜 ． ． ； ． ， ＂ ， ＂ 位 じ

.. ,＼ ¥` ` i ー ， I .. ,．， ' , ; ・ ・ ' ，4 ,  ．． `` 令 ‘●

● 』

. .  
: ・

・ 9  J^  .  

' ‘t ? r な ・ 9 ; , ・ 、 , ・ ・"  ． ．  ¥  ・》 .` ヽ` ‘ ． ． ． ．  ざ 、 J戸 2 . - ]9. ーr ' l ¥ ・ Cヽ i ，1  
¥  、

; i ・ 1 ・ ・ ヽ ` ・ ・ ・，̀ ' ’  

＼  `  ．．． 、 ・・’ ．ヽ ，； ；ヽ t ! Iヽ ' ・  

‘ r '＼ ＇ ，・ ・  

：  r ・ r '  

・‘・ ・ ¥ , ・  ・ヽ ・ ・ ・ ・ ・

・ し ‘ . , ¥  ^  ． ． ．  i ”‘ ;  , ＇ ’ . ..  

. ` ・ :  

， ．，ク ．` ＼ ぷ ふ

．．  ＇ ，： .
1 ,

＂ ., '： ,＇ ’ ・ " . , ； ＂ ‘ ・ ‘, ． ‘ . '̀ ・ ,．．
 ．． くヽ ．、` ‘ヽ , ．・ ぃ こヽ " ' ‘ 、 "̀ 'ヽ ．． ．J・・ ,  ,． ‘  ． ．  ．． ' 9  , ・ ' ・ ・  

・・ , . . 9  
し ． ， ． ＇ ・・ ・ ・ ‘ 、 J : " ‘ し し 9

・ 、 .. "  ,． r | マ '， ； ・ ‘

'  ; f 5  

.: r ‘ ,` . " : - ； , 9 ,  ．． 9 " ' 、 會

,  

, ` ， 9 , ＇ ー9 , ・ヽ 9 , ． ‘ , ， .i  

2 9 0  
三

'
 

塁仄
認
！凸
":"
,ぞ
:>
:°"
}
 

w
 
;
,・,
.;-
,,
._
名

・.,
,,ふ・

(
;
 

了ふ；
...
.. 
,,

 
'，
只
t1

:; 
;,・ 

こ

0 c m  

.,,
.,.,
,
 

.. 
,
 

、
ふ

lt
・

，
．・、

・.
I
¥

;
 

i'
!
 

i
 

i
ら

勺
Iゞ

,,,:u 
!
 

1
 

三、 . 9 ・・ `  

、 1

2 9 8  

2 9 4  

J;i 
fl芍

1i
}.
)社

＼
翌
焙

む
危
苔

饒
滋
?'
/f

こ



I
', 

!II
烏
il喜闘

11¥:1
 

11 
1
 

9lC 

Yぷ私れむか

t 9‘

J,1
ー、ー，tt

,. ,J

、.9idgk刃A)・ ’ }5 

ー ・,＇’ .. ,9, 
I,

＇ 

ー『ヽ

9,’ ー'‘“ , "1ri 
尻粒

i でざ’.t`・£{渇

g”‘‘J9 ノt̀
こ

,t

ヽ 尋しfhり｀
．． 

ー`．． ，．＂t？grr忍閲‘h'g1"[92 ・‘,．̀tJ

冒
1}ヽ

.’・・ヽ

・・`

―
‘. i: ダ＇ t

、・,’fへ ‘

・曹 ・・ 9..,1,；・・ぶり；

、． 

．． /i.‘ 、.i侶'i況，＇’・ ・A99・・曹．． ，ぷ・・,． 

・ハ勺’ク4,＇
,r.＇
図］，．9?名ぷ均g翌杭
l,
．,． ，．;＇

‘
.i

い＇｝

・i[I・・・’バ． ．  ， ．口．£g,．,.＂～ い．．

． ； ． ．  ， ．． ．  ,．r,'/9ー
，・オぷ坪gi‘日で’.'祝乱サ閑．＂1．，．，9'、＼ ．．．． 

，／．’99 ,' 

'・! 

．． 

) 

・,＇  
．． , ‘9,．；:; ． ．  ,．,.',5ゞ'`¥1[..[,へ.t'.'

ー`'f".1i,ヘ・ベ．，＇9．． ．． 

｀：：＇さ：＼心

ふ’‘，が4,． ‘

、`丑｀｀・：rt,．t'：'’.＂’‘‘ 1.9‘
J.,

＂ 

．，＇ぶ／．‘．． ．  
、・̀-＼ J/f窮,J.，＇、．,

.. 

,,'̀9,-'、

91t`―・サ．＇` .,り9ヽI,1)`.＂ー‘,＇i',＇5-＼ざム ；＼＂゚

‘.

＇が

9, , ． ．  、 ノ ,̀y. '・ ． ．．． 

-t
ふトl

、

し店サてこーりゞit
へe

K`

＼
 

., 
●
 
:
 

.
 

器
;
 

；
 

,-';: 
.・;
¥
 

口ゎ叫

こ

ェニク）

-―――-「 E JQl 

c; 174
ー

l

゜

甜廿廿丑

らC

g)C 

, ‘,`‘"ー）
、.，’ ・J. 

・ ‘．． ．  
/
 、1.＼

J

80£ 

＼ 

‘ヽ.I..ぃいさY‘ふし． , ． ．  、

り，

＼ 
ゞゃ心 瓦 、隠裏ー 9

バ翁7
』、

jC、 ‘、

こ,
.... _:,>---

S、..
,
:
,
,
'
,
 

・,
 >
 

,
 

ー
／

-
.. 

/
 

I
 

---- ヽ

、
---

BlE 

rtr

ヽ`， ，寸”哀
3

怪汁7 サれ

e‘
f 

;1-t’̀ 

¥ダ｝＇ぷ戻

F5" 
ィヽ

筈
t3. 

F11 

rvg"fa,い
ii ＼ 
ー，糾月！．． ＼ 
・油糾計[.f

翠．
7

ご？；；‘，＇ 、

J

...，....、し"・/ - .. ，._-

:ヽ',9
‘ ノ．

り

ー、

ぐ

,.,t,
＼‘

.,‘-．．．．r 9 ，．． 豆‘‘ 、，' 9 ・ー・ ・ ．． 

.,＇‘ 

¢. 

9 .

.. 9 .. 
I 

＂ ，  

.
、

79/， f ・r・’‘ヽ ...',9 、． ．  '，'し 9- ， 

、1̀ 

/9i>4¥ 

’ヽ`

lC 

' ．  

州ダ犀孔蔽．＂
i

・・ミ・:.、タ
ふぷ

‘ヽ̂fヽt. ヽ
，＇  、ゎq:ぃ互． ‘ ,?:＇̀'‘<t,t1、

*｀9Vヽ・

脅紅信＂八＇懸心 f9[i,f9j＼ぎぷ

ヽ

ぅ""99,i’"71.＇＂9,・9 "t 

,;5L"ぷtri5,'， ：ぶ＼＂

;1.,；ふ‘
.a

、 ―
．＇ :＇’ンP・J,＂9‘・ィ・｀ ,..‘9ヽ・;̀ ’¢:',`・”9や． ，＂●＼、翌ぃ/ ‘ ‘r;;' 

さや＼；

.： 

, 

r̂
ふ恰グ

‘'
‘,．ふぷ‘し＼ヽ ;̀’r、̀..... il ， 

‘‘r、、'“芯、``

fヘ

lveLL .ovqu 

ー翠9|

ClC, ．．＇・ 

回NN掘

ぐヽ
』



＼
 

-,
 J
 

:,_
 ,,-

．`＇．
□

-
三

.-
．ご^

'‘・心

二
E.
-

`
 
．．．．
 

fil
i:-

.
 
＿
i

l

l
 

r9
-

：
 

;
f
 
1
9
".

c

i-

t

 

と

＂を
1

5・-
'

――

ヴ

9
-
[i

2

i

f
 

、こ
f

玲
1
1
.

:
＾
f-

..
 

!
＇
＂.

i
l
 

b

a
心が

.
 -＂
 

・‘
 

t

ど

．．
 
』ヽ

守5

バニi
-
i

シ的．
1

-

；2 

{
べ
p

＼ヽ＿
』

i
・．．

 
-

J
 

:.,‘・・・
一、9

、

-i"
3
 

', 
．．．
 
,．1.i

-

，． 9,

＿

ょ

5
.

1

.

 

t

”・
ニ
．
竺
-
V

・}

ベ・・

デ
こi

～
 

;
―

―

t
i
 

i
l
:.
r-

そ
之

ヘ．じ
学

乏
―
.1

.

i.

＂-

！
身
了
L

て
こ
l

`
A
 ... 

、

i・iご・~
．

ぶ
希
区
泣

＝l
[

こ

ミヘ，
．

i

l

l

い
こ
・
透

｝

li.『

％ゞ．
．｛こ
こt

"

]

L

.
、

-・ 
_..,,.、"""が

＼
 

3
 

二
了

]
 

グ之
｛ぃ

,̀ン
-
1

を
―二迄

:-::: ニ..:,;:;:::::-

ヂ・-・=-・-・----. 
---.-,-c:: 、一
.. --・・・--, ..... ..... 

＇ _.._・ . 'ヽ.,,ペ:-・:・:.. ・、・、'--・-・... 
: o=c=cニ""-==--'・ダ

----―・・-・ 324 

□三冒
ぺ:、

C: ユ,:::::,,.,_
ク ごプロ

--町,,._.;. ----
___ .... ,,. ● ____  ,. .. . ....  -=--=-・ -'"・"":,"C,:7 ' • ' ・ーが_,_,,.,,―__ ,........,. ... 

・・C,, 、,''S):・,・c"・,:s,,:,.,.._.・.. ≫,, 心ン・．．． ・- -cャ ・::・:c虚 -c-,::マ
玉巧・ごら、--::J;.--・:・ ・'"・ ベ ,,.,. な絆

芝工' -.,・..'; ・ビt弓
;,, ヽもどふニエ,.. が．． ぷ,=二芯ぶ．ぢぷニー：：：:;; 

ニ．＝二ぷ字立
叫,..,__,=、=ー一マ

... - .... ●●J 

さ

＼
 

兌
屯
3

7

望
32

言紐i
9

．．
 
＇ 

溶
“

i

さ良
琶

悦

＼
 

戸一攣
321

門
5

｛
昇

>
f
9
9
 

＾^
冷

が“.

t
i
-
i

芝
包
賃
竺
325

/
‘/
44
招
ぶ

乏諺[[

ロ
星
三
畠]亡

＼
 

:，

乞
三
『
ご

l=
代 ＼

汀

心
と
急

，芯な＇ン一茫応

331 

八
：fバ9i

[

334 

ふ
g

l
r
i

,`一

一言・

―
 

{
 

唸
が

t

ぷ一

い

,J
.
 

{
-

・
 貸

文

，

三―三
――

ぷ二
｀

9・

1
9
、

＼

い

＼

＼

リ

i

-

-

}言
336

三
[
'之―
-

、
J

ご
i

}`
ん

・̂
 

r[ 

門竺疇
亨:.，翌

，
 

I‘
 

／
337 

ー

i
1

・,4
レ？．．．ふ丁．心

こ．．
． 
t

『

・

．丘
哀
｝

・
[・・・

：ゞい曹

包

I.5

↓
.̀

ふ
・
：
ヤ
・
ぷ
{

・・・
・・
・・さ‘

:

・

2
 .

... 9
 
.
.
.
 

、”.,＇．．
曹

-．．
 

曹：
ら

．
二
ざ
＾
紆
屯

虞
で

j
 

.)
 

-
1虞言

-i
 

唸
芍
こ
{

忍
い
裳
｛
ご

k
tt'¢
や
i

,.., 唸,,..,----c-.. ,,, . .. ・,__ , 
・;./ 

・・・""-""""'区ごぷふ，. ,., , .、・.・・---・・.... ヽ

” 
< 

訊さ・・ビざこえ：-;・.:,k 
逗'"い.,タ

, ... ,., 
ぞゞ:;・ 340 ≫
 

゜
m
 

c
 ゜

≫
1
 

ー4
 

三
[
[
]

5

ご｝
～

f

第23図 Eh40• Fa41 

-64-

出土土器



342 

7 、.こ::・_・;;: ¥ 

-' 
343 

344 

346 

ここ
349 0 10cm 

348 
I I I I I I I I I I I 

第24図 Eh40• Fa41 出土土器

-65-



351 352 

ーー

354 

353 

355 

356 

0 10cm 

しI____!__l __L__ I I I I I _J 

第25図 Eh40• Fa41 出土土器

-66-



a
 

1;
、1

I!
 

もt
 

＞ 喜 ， ＇ .` ・ `  ． 、f  
汀 じ 喜 認 貸

‘ ・‘＼ ぃ ； ふ 閃 心. J  r ' ・ C . ; ‘ . , t i . . .. ：ド 1 .,

、 i " 且 礼 り 1 T " ’ バ ， t ：iう 9 9 i h : . l . , ＇ 1 9 5  ̀
・  :  ． ．． 

：` 

旦 5 - ．． ，＂ , 5
・1 . . . ‘ ,  

9  - .` . ,` .-

『 一

／ べ ．さ“ .
" t

.“ K 心 ＼
f

．  

3 6 4  

も i l ,

塙 ぶ 地 1 1 J. ; ‘ -

|l riぃ tf ‘れ 紐 7 . ＂ t “t .

> り 胄,＇ ．， ＂ヽん, ・ 』 , 9. .- .. ‘. 9 ・

翌 さ こ 喜 [ 1

全 ぎ 忍 ：

哀 翌 ぢ 〉 ・̀ “ 9 . ’ し

唸 況i
. ＇

． ．  、. ｀
> ・̀ ・ -守 し (' ・̀ r' 

翌 翠 い ＼
3 6 0  餞 ＼

澗 2 6 回

3 5 7  

3 材 均 妙’,  

9 9 t A丸

、 ， 冷 一 ' .．． 
> y . i g t ぶ 科 怠 ：＇

＇̀ r 3 ；ヽ ＂9 9 , 9 ・’ゞ,`, . f , " 3 ,  ．． ，ヽ 9 ,． , ．＂ i g , r , ‘ “ ’ , ． J

P

9 ,

 

{ゃ

. .  
- 、

l-, . ， tゞ 9 " ． ，- 9 ¥ 4 , ． I t : ． , . ' 9  9 9 , 9 3  ,  ．．． ' ， ＇ ’̀ “ ’ へゞ ， ． ＼ ． ．  ， 9  

. i r "マ, '  ., 、 ' ・‘.9,‘ .^ '‘‘ 

ふ 3 T 、' ； ! 9 ' , ＇ ,̂．． ． ．  ,  

'  ・ ’ し ， 1 ， 9.. , " : ' ，  ． ． ．． 

,．＇ い [ 9 9 ー w 心 " ' 、 し ・ ¥ ， ＇ ’ . j 4 バ ー・ が．． 

，  ． ．  鳥 i : ＇ ．ヽ " "‘ ‘ . I
‘ 、

・ヽ・1 , ＂ バ 己 し 1 , ．，．1ー¥ A n' ， 臼 ・ ＇ 、 以 ， 1 i乃 ＇ ＂ ＇1 " '``・ ． ．  

.,' ・ ・ ヘ ＼ ， ．．． 

‘、 , ? ．, ,9、 .

; i 3 ‘  た 、`
・ヽ．ヽ ぅ‘ , ．ゞ ＼` ゞ` ． ． ＇` ．ゞ ｀ ＼べ . 7， ． ｀ ¥ ` . , 9  

，`  

芯 ｀ ヽ ‘ ヽ 9 . J̀』 ．．．． ． ふ ． ． ． ． ．． ｀  

`  ．． ,． ‘ 、 . . 、 ミ ‘ : . ‘、 、

9 ‘ . .. 、

，  ,  ‘>、い い ． ＂ ぷ ．． ．． 9 , ぶ ヽ ． ＂ 、 ． ヽ 、 ヽ9 9  

‘̀ ・  ’ぶ ヽ ．．  ＇．， ＇c ‘  '  'ヽ , . 'ヽ ． ． ．．． ， ， 9 ．  9  . .  ．， ．  ．  ．ヽ ．`,̀ .' , ． ,  ．． ・ヽ．ヽ ぶ ． 心 ． ． ． ． ぃ ． ． 咋 ． し‘,...， ．． ．  ‘  ¥ ,  ＼・．ヽ ・・ ・ ' , 9`̀ ,． 心 ぶ i ‘， ゞ ヽ ・ 、 ヽ ・ ` ‘．． '  ‘  

‘ ,  , 1 ・ -‘. .  . ,. 9 ・  

, 9 J  ・̀ ‘ .  

, 9  瑶 衣 ＇四 ' ’ r " , ． ．．  牙 ッ J i, ＂x p ヽ k g .g ' , 1 ‘  

, ‘ , ＇ ‘ / 9 , ＇ ＂ 1 '． ;  ．`  ．． ．  

- 9  

・,’ 

ー・‘、 ・ ・ ＿ ー・ヽ ・‘
翌 ↑ 9 . . . - 5 , ． ．  

9 9 1 , ' r 、 ’̀ , 1 9 - ’ 贔- T “: - 9 ' ，' i i i a  I '  ‘ 、 . ，＇` '・̂  ． ． ．． J  i  , ・ ・ r "  

「 I - > ．{. - " 9 .． ．  ‘  
:  r " 1 , ' i .  t̀ 

I ー i ' ーリ “

f 鼻

ヽ / J 9 、
3 7 2  

ー 6 7 |  

E h 4 0 ・ F a 4 1  圧 廿 廿 眺

，
 '
i:
,,
. 

く
1
;
 

．
．
 

,.
,
 

'・
¥

 ,_., 
.,, (:
l

 ¥
 

.:: 
¥

 
e

 i¥l→
 l名

:; 
it:J 
(YAt
! 

1::-
・1

'1i 
l
 

隠
!I、fi
v1
J 

.
 

・
 

;i
 

..
.

 
’’ 
’・・

:
 /・
,.
,
 

- i t ぃ□
r t t l i .  

ふ 汀 恐 2 バ Il炉

3 6 1  

ふ ' ‘
べ ．

ら ・

,． ¥  ．．． 
、 . ,

9

、望 ． ．  S .
 

¥ ／ . . . i  ‘『 /
’ /  、 , ' ‘ ’ り 、 ， ．、

．． ‘一

、9

1 ‘  、 ー ，．．． ．．，‘ ． ．  3 ' - } げ ｝ 一 ・. ‘ ,  ．． ，  ・・＇ 、 9

, ； ＼ さ ， ＇4 ． f i ー t ' [ ＇ ＂

／ヽ ＼ ハ ン r . ， 9 ‘ r ・ ぃ ． ．

r ,  
" " ¥ ＼ パ w u 1 1 9

も f 位 ’ 什 p f i k心 9 9 ゃ ' , ¥ ， 8 ¥
， 袷 1 、 1 1 'ー It ," や し ． 豆 ＼ ＼ ー ．ゃ ざ 什 リ ー ／ ・

i  I . l , ．  ,` ＂ '  i  ＼ ↑ .  ヽ 9 , ＇ , ． , ＇ （  iー ・ ¥ ｀ ’ ¥ i＼ ぷ ． r 1 ー ー ー ／ i l 、ー A r ¥ , I I ' , 9 1ーー ‘,＇¥． ぺ ●ー 、・' ,＂ l 1 ' ’¥
， ¥＼ ユ ｝ ｀ ， 、 ．

、
か

｀ 7， ． 、

・ヽ f ' ・

．． へ ● ●

ヽ，．． ．  ら 巧 ・ ご ． ． ． ． ．、，  , ＇.. . . . . .  /  
9 ‘. ‘ . . .、，＇k  

I '  

3 6 3  

＂
炉
'.i
¥!,Y
''

,
 11'
)
打

,:,'.
 

＼ヽ｝
し＼
＼し'，

w
 
,t 

• 
ぎ喜：

：ゞ
五；
,:M,
,/ 

。三□ 0 c m  

3 6 5  

fヽ
＊  

，  
ぃ， 1 -

. 9  

し 五y  ＂ゞ ぃ り ' I tぃ H ’ " が ”t ¥ 9 '  ¥ i i i廿 i サ 々 h rlIl : '互 H 廿 月 凪 ’9 A ? t  ’. 9 、・

.. . .  L ， ー l -, 1 い ’ じ r r俣 い ふ 灯 占 得 l ペ. 9 .  “ じ ” り ダ ，？  

‘ ,  .. 、． À 9 , ＇
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m、 まとめ

1. 層の拡がり

今回の調査区は、 貝塚南側斜面部上位Dh39 • 30区、 中位切37 、 38区と Eb37区、 東側中位Ea40

区、Ed40区、東側下位Eh40区、Fa4l区に区分され、斜面部上位では比較的浅い部分から縄文時

代中期中葉 ・晩期中葉（大木 8式期 ・大糾C2式期）の混貝土層、魚骨層と、この下層の遺物包

含層、中位では表土下約 3m地点から最も保存状態の良好な前期中葉（大木 4式期）の貝層の

分布が確認された。

また東側中位では倅かに混貝土層の堆積が認められることが知られたはか、東側下位では遺

構は検出されていないが、旧表土下層から主に北東及び東側部分に雌積する弥生時代の遺物包

含層が検出され、この包含層下からも混貝土層が検出されることが確認された。

これらの貝層、遺物包含層は、以前から知 られている斜面部中位付近か ら南側下方を境とす

る沢状地形に沿って形成されている可能性があり 、さらに分布範囲も拡がる ものと考え られる

が、宅地化に伴う旧地形の破壊が著しいなど現段階では検証されていない。

2. 出土遺物

(1) 土器

本年度の調査においては、縄文時代前期～晩期 ・ 弥生時代 • 平安時代の遺物を得ている。 し

かし、まとまった資料としては弥生時代の遺物があげられるのみで、各時期の遺物は少量が出

土しているにすぎない。以下、 各時期の遺物をグルーピングし、時期 ・型式等ついて触れてお

く。尚、量が少なく分類の難 しいものは割愛してある。

第 I群土器

縄文時代前期の資料を一括した。破片十数点が出士 しているにすぎない。

第 1類土器 (81・238・239)

胎土に植物性繊維を含む資料である。

a. 不整綾絡文を施文する資料である。大木 l式に相当する。 (238 • 239) 

b. s字状連鎖沈文を施文する資料である。大木 2式に相当する。 (81) 

第 2類土器 (82-85・240・241)

波状貼付文 ・梯子状貼付文 ・弧状貼付文を有する資料である。大木4式に相当する。

第II群土器

縄文時代中期の資料を一括した。
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第 1類土器 (205- 243 -251) 

大木 7a・7 b式に相当する資料である。文様としては、横位の平行沈線間に短い縦位の沈

線を施文したもの (205-207・248)・ 横位の波状沈線を施文したもの (208・209・244

- 247) • 押圧縄文の施文されるもの (251)等がある。

第 2 類土器 (86 • 211 -213• 252 -257) 

大木8a式に相当する資料である。粘土紐を貼付して文様を意匠するもの、押圧縄文によ り

渦巻文等の文様を意匠するものとがある。

第 3 類土器 ( 1- 7 • 87-91 ・ 2 14 • 258 -264) 

大木8b式に相当する資料である。大部分が沈線や隆沈線によって渦巻文が意匠されている。

第4類土器 (92-96・265-269) 

沈線＋磨消縄文，隆沈線＋磨消縄文により 区画文を意匠する資料である。 92-95 • 265 • 

266が大木 9式，267-269が大木10式に相当する。

第Ill群土器

縄文時代後期の資料を一括した。

第 1類土器 (8・99-102・270 -273) 

横位平行沈線 ・ 磨消縄文により文様を展開する資料である。貝鳥第 Ill 群 • 崎山弁天第V群

•立石第Ⅳ群•田柄第Ⅲ群に相当する。

第 2類土器 (279-292) 

三叉文 ・曲線文 ・磨消縄文等により文様を意匠する資料である。台囲貝塚Bトレンチ第二

群に類例をみることができるが、小破片のため詳細は不明である。

第 3類土器 (9-11 ・ 14-16• 32・275 - 278 • 293 -296) 

横位平行沈線・入組文を有する資料である。 入組文内には刻目 • 刺突 ・貼瘤が施される。

田柄貝塚V•VI • VJI群，貝鳥IV群に相当する 。

第1V群土器

縄文時代晩期の資料である。 小破片のためモチーフの不明なものが多い。

第 1 類土器 (17·18• 29・113・297-300• 302) 

大洞B式に相当する資料である。

第 2類土器 (19-24・114-116・301) 

大洞BC式に相当する資料である。

第 3 類土器 (26 • 28 • 33 • 117- 124 • 219-222・303-305) 

大洞c式に相当する資料である。
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第 4類土器 (25・27・125・126・306-310) 

大洞い式に相当する資料である。

第 5類土器 (127- 132• 223・224) 

大洞 A・A'式に相当する資料である。

第V群土器

弥生時代の遺物を一括した。本年度調査において主体をなす土器群である。器形と文様によ

り細分が可能である。 （脚部資料は割愛した。）

く高 杯＞

A類： 二個一対の瘤を有する••変形工字文

a. 頸部がくびれて口縁部が外反

1 、波状口縁••①波状部に刻目あり (311)

B類 ：二個一対の瘤無し…変形工字文

a. 頸部がくびれて口縁部が外反

1 、 波状口縁• ••①波状部に刻目なし (343 )

b. 口縁部が外傾•••変形工字文

1 、 波状口縁• •①波状部に刻目あり (342)

C 類 ： 二個一対の瘤無し • •三条単位の横位平行沈線

a. 口縁部内反

1、平縁 (344)

b. 口縁部外反

l、平縁 (313)

D類 ：二個一対の瘤無し..磨消縄文

a. 口縁部外傾

l 、 平縁 (345 • 346) 

＜鉢＞

A類 ：二個一対の瘤を有する…変形工字文

a. 頸部が直立ぎみに立ち上がる。

1 、 波状口縁•••波状部に凹み有 り (354 )

2、平縁 (355)

b. 口縁部が外傾

1、平縁 (356)

B類 ： 二個一対の瘤を有する• •横位平行沈線
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a. 口縁部外傾

1、平縁 (337)

C類 ：二個一対の瘤無し..変形工字文

a. 口縁部内反

1、波状口縁 (338)

く高杯 ・鉢口縁部資料＞

A類 ： 二個一対の瘤を有する • • •変形工字文＋刻目

a. 頸部がくびれ口縁部外反 (339)

B 類： 二個一対の瘤を有する•••変形工字文

a. 頸部がくびれ口縁部は外反

l、波状口縁…①波状部に刻目有り(362 -364) 

②波状部に凹み有り (361)

③肢状部のみに短い横位沈線 3本 (359)

2、平縁 (340)

b. 頸部かくびれ口縁部は内反

1 、平縁 (34 1 · 357• 358) 

C 類： 二個一対の瘤無し•••浮文 (366)

D類： 二個一対の瘤無し…変形工字文

a. 頸部かくびれ□縁部は外反

l、波状口縁•••①波状部に刻目有り(369• 371) 

②波状部に凹み有り (368)

③波状部に刻目 • 凹み無 し (367)

2、平縁 (380)

b. 口縁部が外傾するもの

1 、波状口縁•••①波状部に凹み有り (374・375) 

2、平縁 (381-391) 

C. 口縁部が外反するもの

1 、波状口 縁•• •波状部に凹み有り (376)

d. 頸部で「く」の字状に折れ曲り内傾するもの

1 、 平縁 (378• 379) 

E類： 二個一対の瘤無し..磨消縄文

a. 口縁部内反
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1、波状口縁•••波状部に凹み有り(394)

b. 口縁部外傾

1、平縁 (395-400) 

C. 頸部がくびれ口縁部外傾

1、平縁 (401)

F類 ： 二個一対の瘤無し• •横位平行沈線

a. 口縁部外傾

1、波状口縁•••波状部に凹み有り(403)

2、平縁 (405)

b. ロ縁部外反

1、波状口縁•••波状部に凹み有り(404)

く小型鉢＞

A類 ：瘤を有する..口縁部平縁 (406)

B類 ：磨消縄文 (407)

＜壷＞

A類 ：口縁平縁... a. 口端沈線、瘤有り (408)

b. ロ端沈線 (409)

C. 頸部沈線 (417)

B類： 口縁波状…口端浮文 ・瘤有り (416)、他に肩部資料と して、沈線＋刺突文列 (411)、

磨消縄文 (412-414)がある。

＜甕＞

A類： 二個一対の瘤有り ...変形工字文

a. 口縁部内反…平縁 (421)

B類 ：二個一対の瘤無 し…頸部横位沈線

a. ロ縁部外傾 (419)

＜蓋＞

A類：体部地文 (423-426) 

B類 ： 体部無文 ( 427 • 428) 

さて、中沢浜貝塚出土の弥生式土器の時期についてであるが、磨消縄文手法の資料を除くと、

田柄貝塚第X群土器 • 青木畑追跡 ・ 湯舟沢 I 類土器 • 君成田IV遺跡第 4 群第 3 類土器 • 谷起島

遺跡の一部 ・馬場野II逍跡第1X群土器に類例を求めるこ とができ る。それらの資料と比較する
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と、中沢浜貝塚出土の高坏には、波状部に刻目• 凹みを有する資料がみられるものの、青木畑

遺跡・谷起島遺跡等の出土資料にみられる波状部に突起を有した高杯は出土していず様相を異

にする。縄文的特色の二個一対の瘤を体部や脚部に依然として残し、上記の遺跡の出土資料よ

りは若干古いように思われる。 しかし、それらは層位的に把握 したわけではな く、今後の検討

を要する。 尚、教育委員会では、範囲確認調査の最終年度（昭和63年度） に 、 Eh40 •Fa41付近

を再度調査する予定でいる。

磨消縄文手法の資料は、点数も少なく 、器形も不明な点が多いが、 文様からいえば、 湯舟沢

II類土器にその類例を求めることができる。

第VI群土器 (225)

平安時代の遺物である。はとんどの資料が細片のため、 1点を固示 したにすぎない。

(2) 土製品

土製円盤1 2点 • 土錘 1 点 • 土偶 2 点• 土製耳飾り2点 ・器種不明品 1点が出土した。

(3) 石器• 石製品

石鏃36点（無茎石鏃16点 • 有茎石鏃20点）， 尖頭器11点，石錐25点，石匙5点，ピエス ・エ

スキーユ 4点，石錘 1点，打製石斧 1点 ・不定形石器37点，石製円盤10点，石棒 2点，磨製石

斧3点，石刀 1点，装身具 l点が出土した。

(4) 鉄製品・古銭

鉄製釣針 3点 ・器種不明鉄製品 2点 ・古銭 2点が出土した。

(5) 骨角器

釣針 9点，釣針未製品2点，鋸頭6点，根ばさみ 2点，ヤス1点，挟み込み式ヤス鎌先2点，

鏃 4点，骨箆19点，刺突貝13点，ヘラ状骨器 1点，装身具 4点，器種不明品 3点が出土した。

(6) 中沢浜貝塚出土動物遺存体種名一覧表

I. 軟体動物 MOLLUSCA 

I 腹足綱 GASTROPODA 

1. エゾアワ ビ

2. サルアワビガイ

3. ユキノカサガイ

Nordotis discus hannai (I NO) 

Tugalina gigas (v. MARTENS) 

Acmaea (Niveotectura) pallida (GOULD) 
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4. イシダタミガイ

5. クボガイ

6. コシタカガンガラ

7. スガイ

8. タマキビガイ

9. クロタマキビガイ

10. オオヘビガイ

11. ウミニナ

12. ツメタガイ

13. エゾタ マガイ

14. ヒレガイ

15. アカ ニシ

16. チヂミボラ

17. エゾチヂミ ボラ

18. レイシガイ

19. イボニシ

20. ヒメ エゾボラ

21. ミガキボラ

Monodonta labia (LINNE) 

Chlorostoma argyrostoma lischkei (TAPPARONE-CANEFRJ) 

Omphalius rusticus (CM EUN) 

Lunella coronata (CM ELIN) 

Littorina brevicula (PHIL/PP!) 

Neritrema sitkana kurila (MJDDENDORFF) 

Serpulorbis (Cladopoda) imbricatus (DUNKER) 

Batillaria multiformis (LISCHKE) 

Neverita (Clossaulax) didyma (RりDING)

Tectonatica janthostomoides KURODA et HABE 

Ceratostoma burnetti (A.ADAMS et REEVE) 

Rapana thomasiana CROSSE 

Nucella heyseana (DUNKER) 

Nucella freycineti (DESHAYES) 

Thais bronni (DUNKER) 

Thais clavigera (KUSTER) 

Neptune a ar thr itica (BER NARDI) 

Kellettia lischkei KURODA 

22. エゾバイ科の一種 Buccinidae gen. et sp. indet. 

23. オカチョウジガイ Allopeas kyotoensis (PILSBRY et HJRASE) 

24. ノfッラマ イマイ Discus pauper (CouLD) 

II 掘足綱 SCAPHOPODA 

1. ヤカドッノガイ Dentalium (Paradentalium) octangulatum DONOVAN 

iii 二枚貝綱 BIVALVIA 

1. タマキガイ Glycymeris (Veletuceta) vestita (DUNKER) 

2. ムラサキ インコガイ Septifer (Mytilisepta) virgatus (WIEGMANN) 

3. イガイ Mytilus coruscus GOULD 

4. イタヤガイ科の一種 Pectinidae gen. st sp. indet. 

5. エゾキンチャクガイ Chlamys (Swiftopecten) swifti (BERNARDI) 

6. マガキ Crassostrea gigas (THUNBERG) 

7. シシミ ガイ 科の一種 Corbiculidae gen. et sp. indet. 
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8. ウチムラサキガイ Saxidomus purpuratus (SOWERBY) 

9. ノヽ マグリ Meretrix lusoria (RODING) 

10. コタマガイ Gomphina (Macridiscus) melanaegis ROMER 

11. アサリ Tapes (Amygdala) philippinarum (A. ADAMS et REEvE) 

12. ウバガイ Spisula (Pseudocardium) sachalinensis (ScHRENCK) 

13. ゴイサギガイ M acoma tokyoensis M AKIYAMA 

14. オオノガイ Mya (A ) reenomya arenaria oonogia MAKirAMA 

II . 節足動物 ARTHROPODA 

I 蔓脚亜綱 CIRRIPEDIA 

1. フジッホ科の一種 Balanidae gen. et sp. inde t. 

[I] . 棘皮動物

I 海胆綱

ECHINODERMATA 

ECHINOIDEA 

1. ムラサキウニ Anthocidari s crassispina (A. AGASSIZ) 

2. 喪肖オ尤目の一種 C lypeas tro ida (am. inde t. 

N. 脊椎動物 VERTEBRATA 

I 軟骨魚綱 CHONDRICHTHYES 

1. サメ目の一種 Lamniformes (am. indet. 

2. アオザメ Isurus glaucus (MULLER et HENLE) 

3. ツノザメ科の一種 Sq,ualidae gen. et sp. indet. 

4. エイ目の一種 Rajida (am. indet. 

II 硬骨魚綱 OSTEICHTHYES 

1. サケ科の一種 S almonidae gen. et sp. inde t. 

2. マグロ類 Thunnus thynnus (LINNE) 

3. カツオ

4. マカジキ科の一種

5. ブ I} 

6. カンパチ

7. スズキ

8. マダイ

9. クロダイ

10. フグ目

Katsuwonus pelamis (LINNE) 

Istiophoridae gen. el sp. indet. 

s er iola q,uinq,ueradiat a T EMMJNCK et SCHLEGEL 

S eriola purpurascens T EMMINCK et SCHLEGEL 

Lateolabrax japonicus (CUVIER et V ALENCIENNES) 

Pagrus major (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

Acanthopagrus schlegelii (BLEEKER) 

Tetraodontida (am. indet. 

11. カワハギ科の一種 Monacanthidae gen. et sp. indet. 
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12. カサゴ科の一種 Scorpaenidae gen. et sp. indet. 

13. アイ ナメ Hexagrammos otakkii JORDAN et STARKS 

14. ヒラメ Paralichthys olivaceus (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

15. カレイ 科 の一 種 Pleuronectidaegen. et sp. indet. 

16. マダラ Gadus macrocephalus TILES/US 

Ill 爬虫綱 REPTILIA 

1 . ウミガメ 科の一種 Cheloniidae gen. et sp. indet. 

IV 鳥 綱 AVES 

1. キジ科の一種

2. ウミネコ

Phasianidae gen. et sp. indet. 

Larus eras s iro s tr is VIE! LLOT 

3. アホウドリ科の一種 Diomede idae gen. et sp. inde t. 

4, ハシボ‘ノ ミズナギ ドリ Puffinustenuirostris (TEMMINCK) 

5. ミズナギドリ科の一種 Procellariidaegen. et sp. indet. 

6. ウ 科の一種 Phalacrocorac idae gen. et sp. inde t. 

7. ワシ ・タカ科の一種 Accipitridaegen. et sp. indet. 

v 哺乳綱 MAMMALIA 

1. ウサギ科 Leporidae sp. indet. 

2. ネズミ 科 Muridae sp. indet. 

3. タヌキ Nyctereutes procyonoides GRAY 

4. キツネ Vulpes vulpes (LINNE) 

5. イヌ Canis familiaris (LINNE) 

6. オオカミ Canis lupus hodophilax (TEMMJNCK) 

7. オットセイ Call h・ or mus ur s mus (LINNE) 

8. イノシシ Sus scrofa LINNE 

9. シカ C ervus nippon T EMMJNCK 

10 ウシ Bos taurus 

11. クジラ類

12. イルカ科の一種

Cetacea fam. indet. 

Delphinidae gen. et sp. indet. 

以上は今回の分布調資によ って得られた動物遺存体の主な種である。現段階までに貝類39種

節足動物 l種、棘皮動物 2種、 脊椎動物では魚類20種、爬虫類 1種、鳥類 7種、哺乳類12種の

合計82種が確認されているが、目や属ある いは科の段階までしか同定できない資料も含まれて

いる。このほかにもボー リング資料などの未同定のものや種不明とな っている破砕の著 しい貝
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や骨片があり、今後新たに種の数も追加される可能性がある。

またこれらの取り上げ資料のほかにも、当然含まれていることが考えられる例えばイ ワシ類

などの遺存体もあると思われるが、フルイ分析以外は得られにくい資料であり、 今回の調査で

は明らかにされていない。

本稿では、発掘時の目につき安い保存状態の良好な資料のうち、同定された種の出土表を前

掲しているにすぎないが、大部分は分布が確認された貝層以外からの出土であり、さ らに詳し

い検討を要すると思われる。

しかしながら、これらの動物遺存体は、中沢浜貝塚を中心とした生業のあり方、 あるいは広田

湾沿岸を中心とした動物の生息域などの一端を示す資料であり、特に家牛の飼育を予測させる資

料を含め、改めて中沢浜貝塚の持つ情報量のそして意義の大きさを知ることのできる資料である。

なお、種及び部位などの同定にあたっては、 主として当市立博物館で所蔵 している貝類標本

や哺乳類、魚類、鳥類などの現生骨格標本を使用して行っているが、哺乳類をはじめとする大

部分の資料の種同定は、国立歴史民俗博物館西本豊弘氏に来市いただき、多くの標本との比較

検討を行っていただいている。特にウシ上顎歯に関しては同定結果並びに所見などをいただき

記して感謝申し上げる次第である。

また、種名などの記載にあたっては、主に北隆館の『新日本動物図鑑 〔中〕 〔下〕 』 （岡田

内田監修： 1965)を用いたほか、保育社の 『原色日本貝類図鑑』 （吉良 ：1954)、 『続原色日

本貝類図鑑』 （波部 ：1961)、 『標準原色図鑑／別巻 「動物II」』 （林 ：1968)を参考として

いる。

主な引用 ・参考文献

嶋千秋 •鈴木隆英 (1985 . 3) : 「曲田 I遺跡発掘調査報告書」 「岩手県埋文センタ ー文化財調査報告

書J 第87集

玉川一郎他 (1974. 2) : 「崎山弁天遺跡」 大槌町教育委員会

小田野哲憲他 (1977. 9) : 「谷起島遺跡第一次発掘調査報告書J ー関市教育委員会

草間俊一 • 金子浩昌 (1971. 11) : 「貝鳥貝塚」 花泉町教育委員会

加藤道男 (1982.3) : 「青木畑遺跡J 『宮城県文化財調査報告書」 第85集

阿部恵 • 手塚均 • 笠原信男他 (1986 . 3) 「田柄貝塚」 宮城県教育委員会

小井川和夫 • 岡村道雄 (1985 . 3) 「里浜貝塚IV」 東北歴史資料館
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(7) 中沢浜貝塚出土人骨

百々幸雄 ・石田箔

札幌医科大学解剖学教室

Dh29区 5層人骨 （縄文晩期中葉）

右大腿骨の上半部が残るのみである（写真15)。骨頭横径は39mm,骨体上部最大径は28mmで、

いづれも津雲貝塚人女性平均と大差がない。おそらく 成人女性の大腿骨であろう。最小径．最
注I)

大径を用いた上部横断示数は 75.0で、扁平度はそれほど強くない。殿筋祖面の発達はかなり強

く、転子下容も明瞭である。粗線の発育はそれはど良好ではなく 、骨体の柱状形成は中等と思

われる。骨頭関節面に病的変化はない。

Eb37区 l層人骨 （時期不明）

頭蓋冠の破片が二点．右大腿骨々体上部の破片，左上腕骨々体中央部の破片が残存する。大

腿骨はその大きさから判断して、明らかに成人男性のものである。

Dj37区8層人骨 （時期不明）

頭蓋冠の小破片のみである。

Eb37区4層人骨 （時期不明）

22mm X 20mmはどの頭蓋冠の破片が残存するのみである。

Eb37区 5層人骨 （時期不明）

頭蓋冠の小破片か五点残存する。骨の厚さからみて、成人のものと考えてさしつかえないよ

うである。

Eb37区 8層人骨（時期不明）

頭蓋冠の細片六点と歯一点が残存する。歯は小臼歯と思われるが、歯冠の大部分を欠損する

ので、上下の鑑別はできない。歯根は完成しているが、二次的なセメント質の増殖がほとんど

みられないので、 成人であっても比較的若い年齢段階にあったものと思われる。

Eb37区 9層人骨（時期不明）

頭蓋冠の小破片のみである。

Fa41区 6層人骨 （時期不明）

矢状縫合の一部を含む頭蓋冠の小破片である。

Eh40区3層人骨（時期不明）

前頭骨の一部と思われる小破片である。縫合は冠状縫合のようであるが、磨滅があり 、正確

に判定できない。厚さからみて、明らかに成人のものである。
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Dh30区 4層人骨 （時期不明）

前後径55mm,左右径40mmの比較的大きな前頭骨の破片である。ブレグマに近いと思われる部

位で厚さは 8mm強である。明らかに成人のものである。

注 1) 清野謙次 • 平井 隆，1928:津雲貝塚人々骨の人類学的研究 • 第 4 部 ・ 下肢骨の

研究。人類学雑誌 43巻第 4附録。

-90-



斜面部上位Dh29区、Dh30区調査前の状況（北より）

Dh29区、Dh30区発堀作業風景（西より）

写真 1
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Dh29区、 Dh30区 貝層及び遺物検出状況（東より）

Dh29区遺物出士状況

写真2
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Dh30区遺物出士状況

Dh30区 遺物出土状況

写真3
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斜面部中位 Dj37区、 Dj38区、Eb37区調査前の状況 （東より）

Dj37区調査状況 （北より ）
写真4
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Dj38区調査状況（南より）

Ed37区調査状況（北より）

写真5
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Dj37区 ボーリング坑からの貝層検出状況
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ヽ
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'“
 

,t

、

'., 

Dj37区 貝層及び遺物検出状況

写真6
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斜面部東側中位Ea40区、 Ed40区調査前の状況（南より）

Ed40区埋戻し作業風景

写真7
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Ed40区調査状況（東より）

., 

ヽ

し4 

Ed40区調査状況 （東より）
写真8
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斜面部東側下位Eh40区、 Fa41区調査前の状況 （北より）

斜面部東側下位Eh40区、 Fa41区調査前の状況（南より）

写真9
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Fh40区調査状況 （北西より）

Fa41区発堀作業風景 （北東より ）

写真10
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Eh40区発堀作業風景

Eh40区遺物出土状況

写真11
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Eh40区 ウシ上顎歯出土状況

Eh40区土器出土状況

写真12
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Fa41区遺物出土状況

Fa41区土器出土状況

写真13
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Fa41区土器出土状況

Fa41区土器出土状況

写真14
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b
 

Dh29 出土人骨（縄文晩期中葉）

a: 正面観 b: 後面観

写真15
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Dj 37 出土鉄製釣針 (X1. 9) 

Eh 40 出土ウ シ上顎歯 (X1. 7) 
写真16
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